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PROLOGUE







《豹》の侵しん攻こうからはや一ヶ月が過ぎようとしていた。

　曇どん天てんの空からは、白い綿のようなものがゆらゆらふわふわと舞まい落おちてきている。通路の右手に広がる中庭も、一面真っ白に覆おおい尽つくされていた。

　頬ほおをかすめる空気は冷たく張はり詰つめていて、吐く息も白く染まる。

「うお、さっびいとおもったら、初雪かよ。もうすっかり冬だなぁ」

　執しつ務む室しつへの道すがら、勇ゆう斗とはカチカチと歯を鳴らしつつ身体を縮こまらせていた。

　黒くろ髪かみ黒くろ眼めの、まだその端はし々ばしにあどけなさを感じさせる少年である。

　それもそのはず、勇斗は二年と半年前までは、日本の公立中学に通うごくごく普ふ通つうの少年だったのだから。

　それが何の因果かこの黎れい明めい世界ユグドラシルに迷い込み、

「っ！　宗主パトリアーク様！　おはようございます！」

「おはようございます。先日の戦も大勝したとのこと、孫としてこれほど誇ほこらしいことはございません」

　今やこの《狼》の氏族を率いる宗主として、こうして厳いかつい強こわ面もての男たちからもかしこまられ頭を下げられる立場である。

「おう。おはようさん。今日はずいぶんと寒いけど、お前らも頑がん張ばってな」

　勇斗は男たちの前を通りぬけつつ、挨拶とともに労いたわりの言葉を返していく。

　勇斗に声をかけられた者たちは、「はいっ！」という威い勢せいのいい返事とともに、嬉うれしそうにその顔を上気させる。

　彼らにとって勇斗は、滅めつ亡ぼう寸前にあった《狼》を救い、戦場においては無敵無敗、瞬またたく間まに大国へと導いた稀き代たいの英えい雄ゆうだ。

　ゆえにこの反応は当然といえば当然だったのだが、なんともこそばゆくて仕方ない勇斗である。

「ふふっ、お兄様も宗主が板に付いてきましたね」

　隣となりを歩く金きん髪ぱつの美少女が、楽しそうに笑みをこぼしつつ言う。

　彼かの女じよの名はフェリシア。様々なことを器用にこなし、この世界に不慣れな勇斗を色々とサポートしてくれる頼たよれる副官である。

「まさか。さっきだって間ま違ちがえないように頭で一回反はん芻すうしてから言ってるぐらいだっての」

　苦く笑しようしつつ、勇斗は肩をすくめる。

　宗主になってはや一年半になるが、年上に対してざっくばらんな言葉で話すのには未いまだに違い和わ感かんがある。

「そうなのですか？　でもけっこう自然な感じでしたよ？」

「そうかぁ？　まあ、じゃあ多少は慣れ……」

　ヒュオオオオオオオオオッ！

「きゃっ！」

　一陣の木こ枯がらしが吹ふき、フェリシアは咄とつ嗟さにスカートを押おさえつける。

　超ちよう常じようの力を持つ戦士エインヘリアルの名に恥はじぬ素す晴ばらしい反応速度であったが、それでも一いつ瞬しゆん、すらりと伸のびた綺き麗れいな足が太ももまで露あらわになる。

　男ならば、本能的に目を奪うばわれずにはいられない瞬間であったが、

「うおおおおおおおおおお、さびいいいいいい！」

　そんな余よ裕ゆうさえなく、勇斗は両りよう腕うでを交差させて両りよう肩かたを抱だきつつ身体を震ふるわせていた。

　緯い度ども高く、山間の盆ぼん地ちにあるイアールンヴィズの冬は、とにかく寒いのだ。暖冬化して雪もめっきり降ふらなくなった生まれ故郷の冬とは大おお違ちがいである。

　自然、歩く速度も速くなる。

「さ、さっさと行くぞフェリシア」

「……はい、お兄様。せ、せっかくお兄様にだけ見えるように対処したのに……ううっ、女としての自信なくしそうです。くっ、やはり年のせい？　あと二ヶ月足らずで二〇歳の大台という歳のせい!?」

「ん？　何してん……うおぅ、なに怖え顔してんだよフェリシア？」

「え？　い、いえ。なんでもございませんわ、早く執務室へと向かいましょうお兄様。最近とても寒かったので、例のものを急ぎ準備しておきました」

「ん？　例のものって……もしやアレか!?」

　思わせぶりな言葉に一瞬わからず首を傾かしげかけた勇斗であったが、すぐに脳のう裏りにひらめくものがあった。

　前述のように、イアールンヴィズの冬は厳しい。

　しかも二一世紀の日本のような暖房器具も充じゆう実じつしていない。煙えん突とつが発明されるのは実に一一世紀、当然、ユグドラシルには部屋全体を暖めてくれる暖だん炉ろのようなものもない。囲い炉ろ裏りや焚たき火びで、頻ひん繁ぱんに換かん気きしながら暖を取るしかなかったのである。

　とは言えそんな暖では火の放射熱ぐらいでしか暖まれず、おかげで去年と一昨年は室内にいてさえ寒いと感じる事が多かった。

　そんな事態を嘆なげいた勇斗は今年、《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のエインヘリアルにして物づくりの天才イングリットに頼んで、とあるものを造らせていたのだ。

「よぉし、では早さつ速そく、宗主である俺おれ自らその効果のほどを試してくれよう！」

　意い気き揚よう々ようと、勇斗は執務室の扉とびらを開ける。

　日々通っている仕事場は、一晩のうちに様変わりしていた。夜中のうちに子分たちが頑張ってくれたらしい。感謝である。

　いや、正確に言えば、普ふ段だん勇斗が使っている机や棚たななどの位置は変わっていない。変わったのは一箇所だけ、応接用の机と椅い子すが置かれていた場所だ。だがその変化が、部屋全体の印象をガラリと変えていた。

　今、応接用の机と椅子はすっかり片付けられており、代わりに毛布を被かぶった机がちょこんと置かれるのみである。

　コタツである。

　どこからどう見てもコタツであった。

「おおう、やっぱあったけぇ……」

　居ても立ってもいられず、勇斗は速そつ攻こうで毛布の中に足を突っ込む。

　暖かな空気がコタツの中に充じゆう満まんしており、それが足を優やさしく包み込むや、得も言われぬ快感が勇斗の全身を駆かけ抜ぬける。

　コタツの中に置いてあるのは、鉄製の火ひ鉢ばちである。周りには柵さくも施ほどこしてあり、足が当たらないよう、対策も万全である。

「フェリシアもそんなところに突つっ立たってないで入れよ」

「え？　よ、よろしいんですか？」

「当然だろ。こんなあったかくて気持ちいいもの独ひとり占じめするのはもったいないっての」

「で、では失礼します。ふわぁ～……」

　足を入れるや、フェリシアの口からなんとも気持ちよさげな、それでいてどこか色っぽい吐と息いきが漏もれる。

　勇斗がなにも言わずとも、フェリシアはもそもそと動いて外の空気ですっかりかじかんだ手もコタツの中に押し入れていく。

　そして「はふぅ」っとまた感かん極きわまったような声を上げる。一発でコタツのもたらす魔ま性しようの如き心ここ地ち好よさの虜とりこになったようだった。

「これは……いいものですねぇ」

「だろぉ。ミカンもあればもう完かん璧ぺきなんだけどなぁ」

「？　ミカン、とはなんですか？」

「ああ、そういやこっちにはないんだっけ。ちょっとだけすっぱくて甘あまくて水気の多い果物だよ。俺の国ではコタツにはミカンが定番なんだ」

「ふむふむ、天上の食べ物ですか。とても残念です。この羽う化か登とう仙せんの心ここ地ちにそこまで合う果物ならば、一度でいいので食してみたかったのですが」

「うん、俺もぜひ味わってもらいたいんだが、ギンナルも知らなかったしなぁ」

　猫ねこのように丸まってぬくぬくしながら、勇斗。

　ギンナルとは、先日子分の直じか盃さかずきを与えた元交易商人の男である。各地を渡わたり歩あるいた彼も知らぬとなると、少なくとも《狼》の周辺諸国には存在しないようだ。

　ミカンの原産地はインドであり、中国などでは紀元前二二世紀頃ごろから栽さい培ばいされていたそうだが、ヨーロッパなどで食しよく卓たくに並びだしたのは後二世紀頃だと言われている。

　ユグドラシルが実際にどこなのかはまだ謎なぞだが、残念ながら、まだこの辺りまではミカンは伝わっていないのは確かだった。

「まあ、サボってないでそろそろ仕事し……」

「ｚｚＺ」

「って、もう寝ねてるし！」

　コクンコクンとフェリシアの頭が舟ふねを漕こいでいる。

　よくよく考えれば、彼女の寝ね顔がおを見るのは初めてだった。《狼》で五本の指に入る戦士であり、なんだかんだで隙すきのない少女なのである。

　そんな他とは隔かく絶ぜつした能力を誇るエインヘリアルの力をもってしても、コタツの魔ま力りよくに抗あらがうことは敵わなかったらしい。

　勇斗の副官として、毎日彼より早く起き、護衛にサポートにと大おお忙いそがしの彼女である。先日は精神的にショックなこともあった。いろいろと疲ひ労ろうが溜たまっていてもおかしくはない。

　勇斗は頬ほお杖づえを突いて、普段に比べてずいぶんとあどけないフェリシアの寝顔を堪たん能のうしつつ、小さく笑みをこぼす。

　考えねばならないことは、多い。

《雷いかずち》は宗主ステインソールの怪け我がも癒え、またぞろきな臭くさい蠢しゆん動どうを始めている。

《豹》の宗主フヴェズルングは、再び攻め込む隙をうかがっていることだろう。

　そしてなにより、どうすれば幼おさな馴な染じみのいる二一世紀に帰れるのか。

　先の戦で起きた、勇斗の身を縛しばる戒いましめが解けかけた謎の現象は、おそらくその重要なヒントだ。

　だが……

「まっ、たまにはこういう日があってもいいかも、な」
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INTERLUDE 1







　ヴァーラスキャールヴ宮きゆう殿でん。

　神聖アースガルズ帝てい国こくの神都グラズヘイムに築かれた、ユグドラシル全土を治める神帝テイウダンスの居城である。

　数万人もの奴ど隷れいを使し役えきし、それでも完成まで二〇年もの歳さい月げつを費やしたというこの宮殿は、小さな街ならばすっぽりと収まるほどの広大さを誇っている。

　その深奥には、はるか天にまで届こうかという巨きよ大だいな城がそびえる。

　いや、正確にはそれは城ではない。そもそも中に居住する空間などはまったくなく、ただただ煉れん瓦がが敷き詰められ、積み上げられている。

　聖塔フリズスキヤールヴと呼ばれる建造物である。天すなわち神に少しでも近い場所で祭儀を行うためユグドラシルの都市には概おおむね似たようなものが建こん立りゆうされているが、グラズヘイムの人間に言わせれば、この街のものこそが本物であり、他の街にあるものはみな模しただけの偽にせ物ものであるらしい。

　実際、それらと比しても、この街の聖塔フリズスキヤールヴは、ひときわ大きくそして高かった。その天頂部に、神帝が御ご座ざす神殿ホルグルがあった。

　カツカツカツと硬こう質しつな音を立てて、ファグラヴェールは神殿ホルグルの奥おくへと歩を進めていた。

　黄金の鎧よろいに身を包み、その腰こしには装そう飾しよくが施された剣けんを帯びる。つむじのあたりで縛り馬の尻尾しつぽのように垂らした金色の髪が、小刻みに揺ゆれていた。

　その顔立ちはなんとも美しく、またそれでいて引ひき締しまってもおり、すれ違ちがう女官たちがその凛り々りしさに「ほうっ」と溜ため息いきを漏らしていく。

「陛下、《剣》が宗主パトリアークファグラヴェール、仰おおせにより参上つかまつりました」

　謁えつ見けんの間に足を踏み入れるや、ファグラヴェールはサッとその場に膝ひざを突き、かしこまった。その一連の所作も洗練されていて、実に様になっている。

「おお、よく来たな。逢あえて嬉うれしいぞ」

　御み簾すに遮さえぎられた奥から、澄すんだ声が響ひびく。

　神聖アースガルズ帝国神帝シグルドリーファ。このユグドラシルにおいて、最も神聖で尊い血統を誇る少女である。

「はっ、私もです。それでどのようなご用件でしょう？」

「うむ。乳ち兄きよう弟だいであるおぬしを見込んで、一つ頼みがある。近う寄れ」







ACT 1　粘土板の家ヴェクストの雌狐たち







「～～、ユウト様が引き起こした洪水ヨルムンガンドが、《雷いかずち》の軍を丸ごと飲み込んでいった」

　教室内には木製の長机が六ほども並び、五〇名ほどの子どもがそれはもう熱心に教師の言葉に耳を傾かたむけていた。

　ここは《狼》の族都イアールンヴィズ東地区にある粘土板の家ヴエクスト――裕ゆう福ふくな家の子し弟ていに、高い授業料と引き換えに文字の読み書きや簡単な算数などを教える場所である。

「いかに天下無双と名高い虎心王ドールグスラシルと言えども、これにはなんら抗こうすること敵わず、かくして戦いは我ら《狼》の大勝利に終わったのである！」

　そこまで述べて、教師はそばに置いてあった茶ちや碗わんを手に取り、しゃべり疲れた喉のどを潤うるおす。

　そしてふうっと一息つき、

「今日のところはここまでとする。ちゃんと家で復習しておくように」

　そう言って、教室をツカツカと去っていく。

　子どもたちはシーンと黙もくしたままそれを見送り、

「「「うわあああ、やっぱユウト様すげええええ!!」」」

　教師が教室を出て行くやいなや、一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。中には声だけに飽あきたらず、席から立ち上がる子や、さらには万ばん歳ざいしながら飛び跳ねる子までいる。

「エインヘリアルが束になっても敵わない虎心王ドールグスラシルも、ユウト様の前ではかたなしだな！」

「先日も《豹》とかいう氏族を蹴け散ちらしてきたんだろ」

「俺、大きくなったらぜってーユウト様の盃をもらうんだ！」

「あっ、俺も俺も！　あの方の下で《狼》のために戦うのは憧あこがれるよな！」

「砂じや利りなしパンもユウト様が考えたらしいわよ」

「最近はガラスで器や動物を象かたどった置き物を作る方法を編み出されたって聞いたわ」

「あっ、わたしそれお父さんと一緒に宮殿の中庭で見たわ！　陽の光を浴びてもうキラキラと七色に輝かがやいていたの！」

　子どもたちが瞳ひとみをキラキラさせて、わいわいと宗主パトリアークの話題で盛り上がる。彼ら彼女らにとって、彼はまさに憧れの英雄だったのだ。

「やっぱりご主人様ってすごいんだ」

　遠巻きに教室の隅すみからわいわいと騒さわぐ子どもたちを眺ながめつつ、少女――エフィーリアは誰だれに言うでもなくつぶやいた。

　栗くり色いろの髪をおかっぱにした、愛らしい一〇歳ぐらいの女の子である。ただ他の子どもたちに比べると、少々、よく言えば素そ朴ぼくな、悪く言えば貧相な身なりをしていた。

　仕方ないと言えば仕方ない。

　前述のように、ここ粘土板の家に通うことができるのは、本来ならイアールンヴィズでも上流階級の子弟だけだ。

　少女のような奴隷――この街にあって最も身分の低い人間とでは、その生活水準が違いすぎた。

「あ、あの……さようなら！」

　エフィーリアは立ち上がり、子どもたちに向けて挨拶する。

　だが、男の子たちはチラリと一いつ瞬しゆん彼かの女じよの方を向いた後、すぐに仲間たちとの談だん笑しように戻もどり、女子に至っては見向きすらしなかった。

　いや、一人だけ、笑え顔がおを向けてくる女子はいた。だが彼女も挨拶を返してくることはなかった。

　こうなることは、わかっていた。

　惨みじめな気持ちになるだけだから、正直、挨拶をしたくはなかった。だが、教師からは帰る時にはそう言うのが決まりだと聞いている。

　宗主パトリアークである勇ゆう斗との意向で、特例で通わせてもらっている身で、それを破るわけにはいかなかった。大恩ある勇斗の恥はじとなる。それだけは避さけねばならない。

　とりあえず、これで今日のお勤めは済んだ。エフィーリアはペコリと頭を下げて、教室を後にする。

　ほんの一瞬だけ、教室の子どもたちに羨うらやましそうな視線を向けて。







「お、帰ったか。お疲れさん」

「あ、は、はいっ！　み、皆みなさんこそお、お勤めご苦労様です！」

「はははっ、ありがとよ」

　イアールンヴィズの中心部、高い周しゆう壁へきに囲まれた宮殿の正門前には、常時、十数人からの親衛騎団ムスツペルの団員が詰めている。

　エフィーリアが学校に通い始めてすでにはや一ヶ月、毎日往復する彼女の顔は、すっかり覚えられていた。

「で、では」

　ペコリと頭を下げて、エフィーリアは足早に門をくぐる。

　先さき程ほどの親衛騎団ムスツペルの人たちが自分に好意的に接してくれているのはわかるのだが、どうにも身体が萎い縮しゆくしてしまう。

　いかにも強そうな彼らが、エフィーリアは苦手だった。もっと強いはずの彼らの長ジークルーネは逆にまったく平気なのだが。

　故郷の街で平和に暮らすことができていた最さい後ごの日、突とつ如じよとして乱暴に家の扉が叩き壊され、ズカズカと幾人もの兵士たちが押し入ってきて、母は押し倒され、自分は袋ふくろ詰づめにされた。

　兵士たちと話していると、どうしてもその時の光景が目ま蓋ぶたに蘇よみがえるのだ。自分たちをさらった悪い兵士たちとは違う、と頭ではわかっているのだが。

　自己嫌悪に内心落ち込んでいると、

「ん、おー、エフィじゃん。今粘土板の家ヴエクストから帰ったのー？」

　底そこ抜ぬけに明るい声が、上から降ってくる。

　上を見上げると、エフィーリアより少し上といった年とし頃ごろの少女が、ナツメヤシの木の頂上であぐらをかき、皮を剥むいている。

　その姿を見ただけで、エフィーリアは沈しずんだ気分が吹き飛んで、気持ちが弾はずんでくるのを感じた。作り笑いではなく心からの笑みをにっこりと浮かべて、

「はい、アル様。ただいま戻りました！」

「うん。おかえりー」

　アルベルティーナも朗ほがらかに挨拶を返しつつ、モグモグと実を美味おいしそうにほおばる。

　木の上にいることもそうだし、その座すわり方まで含ふくめて、なんとも作法の欠片かけらもないと言おうか、自然児そのままの振る舞いだが、一応これでもれっきとした隣りん国ごく《爪つめ》の姫ひめ君ぎみである。

　加えて《狼》の宗主パトリアーク勇斗の直参子分として名を連ねてもいる、《狼》の幹部でもあった。

「あ、エフィ、これおすそ分けー」

「わ、わわっ！」

　アルベルティーナが唐とう突とつにぽいっと実をエフィーリアに向けて放ってくる。慌あわててエフィーリアはスカートの裾すそを掴つかんで、落ちてきた実を受け止める。

　人前で少々恥ずかしくはあったのだが、食べ物は貴重だ。万が一にも落とすわけにはいかない。そんなことを取とり繕つくろっている暇ひまもなかった。

　鈍どんくさい自分が手で受け取ろうとしたら、落としていた可能性が高い。なんとか割らずに済んだことに心底ほっとするエフィーリアである。

「すっごく美味しいよー、エフィも食べてみて」

「そう言われても……」

　スカートの中の実を拾うと、思わずエフィーリアの口の中に唾だ液えきが広がった。

　だが同時に、奴隷の自分などが食べていいのだろうか、という自制がどうしても働く。

　ナツメヤシの実は穀物よりも安価で、それほど値の張るものというわけでもないのだが、このナツメヤシの樹きは宮殿の敷しき地ち内ないのもので、つまりなっていた実はいわば宗主の所有物と言える。許可なく食べるのはさすがに畏おそれ多おおかった。

「もうなにしてんのさー」

　戸と惑まどうエフィーリアがじれったくなったのか、アルベルティーナはスルスルッと樹から滑すべり降おりてくる。

　なんでも彼女は《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のエインヘリアルでもあるらしく、その動きの速さは、『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネすら上回るほどだと言う。その噂に違たがわず、実に身軽なものだった。

「ああ、そう言えばこういう時、エフィにはこう言えってクリスが言ってたっけ。『ええ、こら、アタシの実が食べられないってのか、ああん』？」

　いやこれ貴女あなたのじゃなくて宗主の物ですよね、とエフィーリアは喉のど元もとまで出かかったが、賢けん明めいにも懸けん命めいにこらえた。

　クリスと言うのは、アルベルティーナの双ふた子ごの妹のことで、正しくはクリスティーナと言う少女だ。

「あ、あはは」

　思わずエフィーリアの口から乾かわいた笑いがこぼれる。

　相変わらず、相手の弱点ツボを心得た方だ、と感心する。身分の高い者にそう言われては、エフィーリアとしては断ることができない。

「では、ありがたく。いただきます」

「うん、食べて食べて。どう、美味しい？」

「いくらなんでも早すぎますって、アル様」

　クスリと笑えみをこぼしつつ、エフィーリアは皮を剥いでナツメヤシの実をかじった。

　甘い果か汁じゆうが口の中いっぱいに広がり、エフィーリアはその美味しさに身体を震えさせる。

　ナツメヤシの実は非常に甘く栄養もあるため、ユグドラシルの人間には非常に好まれている。エフィーリアもその例外ではなく、大好物なのだ。

　ちなみに勇斗いわく「なんか柿かきに似た味だな」ということらしい。

「とても美味しいです。アル様」

「えへ、そっか。よかった～。アタシも食べてみたらとっても美味しくてさ、クリスやエフィに食べさせてあげたいなって思ったんだ～」

　ニコニコと天てん真しん爛らん漫まんに笑って、

「じゃ、これクリスに届けてくる！」

　言った瞬間、ヒュオオオオッと一陣の風が巻き起こり、ついでアルベルティーナの姿がエフィーリアの視界から掻かき消きえる。

　慌てて宮殿のほうを振ふり向むくと、すでにかなり遠いところまで到とう達たつしている。

　その影かげに、エフィーリアは深々と頭を下げる。

　宮殿で働いているのは当たり前ながら基本的に大人ばっかりで、一〇代前半で出入りしているのは、エフィーリアの他には《爪》の双ふた子ご姫ひめぐらいである。

　だからだろうか、アルベルティーナからはよく声をかけられ、彼女生来の馴なれ馴なれしさもあり、すぐに打ち解け親しくなれた。

　アルベルティーナからすれば、単に同じ年頃の話し相手が欲ほしかっただけなのかもしれないが、それでもエフィーリアはとてもありがたく感じていた。

　故郷にいた頃の友達はもうどこにいるのかわからない。そもそも今生きているのかさえ不明だ。

　同年代で仲良くしてくれるひとなど、エフィーリアにはもう彼女ぐらいしかいなかったのである。
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「ただいま戻りましたー」

　宮殿の南側の区画に、炊すい事じ・洗せん濯たく・掃そう除じといった水仕事を主に行う端はした女めたち用の大部屋がある。

　基本的に勇斗に買われた奴隷たちはここに配属され、エフィーリアもその例外ではない。

　粘土板の家の授業は基本的に午前中には終わる。午後からはここで、授業の予習復習をしつつ、先せん輩ぱいたちの手が足りない時はお手伝いをするというのが、エフィーリアの日常であった。

「あ、エフィー、おかえりー」

「おかえりエフィー。抱っこさせてー」

「あ、あたしもあたしも」

「ふぃー、癒いやされる～」

「あうう」

　その場にいた女性たちが次々とエフィーリアに近寄ってきては抱き締めていく。

　エフィーリアはされるがままだ。

　元々愛らしい容姿をしている上に、幼いながらも大人を手伝ってきびきびと動き回る働き者な女の子だ。年上から愛される素質はそれだけで十分すぎるほどだった。

　しかも最近は――

「おっ、いいところにきた。これ宗主様のところに持って行って！」

「あ、はーい！」

「エフィー、お菓か子し今日もお願いねー」

「あたいらはもう、それだけが楽しみで生きてんだから頼たのむよー」

　宗主から頂いたお菓子を独り占めせず皆に分けているため、これまで以上に大層可愛かわいがられるようになっていた。

　いつの時代も女性というものは甘いものが大好きで、そして社交アイテムなのだ。

　おかげで宗主へのお茶の替かえを運ぶ仕事に限っては、手が足りていてもエフィーリアがいる時は彼女が行うことになっている。

「い、いつも頂けるとは限らないですよ？」

　期待されて達成できなかったら後が怖こわい、とエフィーリアは予防線を張るが、先せん輩ぱい方がたはひらひらと手を振ってなんとも楽観的だ。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。あんたは宗主様のお気に入りだから」

「そうそう、じゃ、よろしくねー」

「あうう」

　困った声を上げつつも、水差しを載のせた盆ぼんを受け取り、エフィーリアは宗主の執務室へと向かう。

　本当に、明るく楽しい人たちばかりだ、とエフィーリアはしみじみと思う。正直、ユグドラシルで、《狼おおかみ》ほど奴隷の待たい遇ぐうが良い氏族はないのではないだろうか。

　水仕事は確かに大変だが（今は冬場なので特に）、一般階級の市民の女性たちも家庭では同じことをこなしているし、別段酷ひどい扱あつかいというわけでもない。

　働く時間も他の市民たちに比べ長いわけでもないし、休憩時間もしっかりある。

　罵ば声せいのような叱しつ責せきも、殴なぐる蹴けるや鞭むちといった暴力もない。

　食事も毎日しっかりと出るし、お給金も毎月わずかばかりだが、銅貨がもらえる。

　本当に至れり尽くせりだ。

　一応、お金を払はらい、自分の身み柄がらを買えば奴隷身分から解放されて市民となれるのだが、誰もお給金を貯ためようとしないのは、それだけ皆、今の環かん境きように満足しているからなのだろう。

「《燕つばめ》とは、全然違う」

　通路を進みつつ、ぼんやりと今はなき故国を想おもう。

　あの頃ころは、奴隷たちに色々してもらう立場だった。ほんの一年前に過ぎないのに、随ずい分ぶんと遠い感じがする。

《燕》では奴隷たちは皆みな酷い扱いを受けていて、子供心に絶対に奴隷にはなりたくないと強く感じたものだ。なのに今は奴隷になっているのだから、まったく人生というものはわからない。

　そんなことを考えている内に、執務室の前に着く。

　勇斗がとても優しい人なのはわかっているが、相手は宗主だ。万が一にも失礼があってはならない相手である。

　再会した矢先からお茶をこぼして引っ掛けるなどという失態を演じたものだが、普通ならどうかんがえても打首か、良くて鞭打うちの刑けいだろう。

　心しん配ぱい性しようの母の為ためにも、もう二度とやらかすわけにはいかなかった。

　緊張感を高め、集中する。最後に深呼吸して、

「お茶の替えをお持ちしました」

「ん、おおエフィか。入ってきな」

　温かみのある、それでいて爽さわやかな少年の声が返ってくる。

　扉を開けると、黒くろ髪かみの少年が毛布をかけた箱のようなものに足を入れて背中を丸めて、

粘土板の上でゴロゴロッと円えん筒とうを転がしていた。

　別に遊んでいるわけではなく、これは押おう印いんしているのだ。証しよう拠こに円筒を転がした後あとには、月と太陽に挟はさまれた狼の絵え柄がらやスオウユウトという文字が刻み込まれている。

　そう、この少年こそ粘土板の家の教科書にも載っており、子どもたちが憧れる無敵無敗の英雄王そのひとである。

「はい、ありがとうございます」

　対面に腰こし掛かけていた金髪の美女――フェリシアが粘土板を大事そうに手に取って、傍かたわらに置く。

　宗主の押印が為なされているならおそらく大事な文書に間違いなく、おそらくはこの後、かまどに運ばれ、焼き固める作業をしてからいずこかに送られるのだろう。

「ではお兄様、エフィちゃんも来たことですし、ちょっと休憩にしましょうか」

「ん、そうだな」

　フェリシアの提案に黒髪の少年も頷うなずいて、「ふぃ～～」という長い溜ため息いきとともに身体を後ろに倒す。

「お疲つかれ様さまです、ご主人様」

　労いたわりの言葉をかけつつ、エフィーリアは箱の上に置かれた勇斗愛用の銀製の器うつわに慎しん重ちように慎重にお茶を注いでいく。

　なんでも勇斗は土器には嫌いやな思い出があるらしく、頑かたくなに使いたがらない。

　イアールンヴィズにおける一般男性の一ヶ月の労働の対価が銀二ビュク（約一六グラム）であることを考えると、凄すさまじく高価な品だ。

　勇斗が《狼》にもたらした富を考えると、これぐらいの贅ぜい沢たくは十分に許されるとは思うのだが、エフィーリアの身分からすれば、内心、触ふれるのもおっかなびっくりな品ではあった。

「おう、あんがとなー。うあー、肩かたおめー」

　ぐでーっと寝そべりながら勇斗が呻うめく。

　このだらしなく気の抜けた姿からは、街や粘土板の家などで見かける男の子たちよりよっぽどのんびりとしていて戦いなどとは縁えん遠どおく見える。

　近隣一帯で『悪評高き狼フローズヴイトニル』と畏れられる恐きよう怖ふの存在と言われても、正直いまいちピンとこない。

　逆に、恐れ多くはあるのだが、エフィーリアにとって勇斗は「いつも優しく接してくれるお兄ちゃん」がやはり一番しっくりくるのだ。

「そういやエフィ、そろそろ粘土板の家に通って一ヶ月だけど調子はどうだ？」

　今もこうして、疲れている中でも自分のことを気にかけてくれる。

　エフィーリアは続けてフェリシアの湯ゆ呑のみにお茶を注ぎつつ答える。

「あ、はい。先日の試験では優良可で、優を頂きました」

「おー、すげえじゃん。では褒ほう美びとしてこの干しナツメヤシの実を授さずけよう」

　言って勇斗は起き上がり、毛布箱の上にあったカゴをずずいっとエフィーリアのほうに差し出してくる。

　中にはしわしわの少ししぼんだ赤い実が一〇個以上は積み上がっている。

　ただでさえ甘いナツメヤシの実だが、干すことでさらに甘さが増し、これがけっこうお茶と合うのだ。

「有あり難がとうございます。後で先輩方と一いつ緒しよに美味しくいただかせていただきますね」

「相変わらず良い子だな～、お前」

「いつもよくしてもらってますから」

　と言いつつ、今日もなんとか甘いものを入手できたことに、ホッと安あん堵どするエフィーリアである。

　持ち帰れない日も先輩方は笑って許してくれるのだが、やはり仲良くしてくれる人たちの喜んだ顔が見たかった。

「仲良くやれてるようで何よりだ。粘土板の家のほうはどうだ？」

「……はい、先生からも褒ほめていただき、よくしていただいております」

　わずかに返答が遅おくれたが、ハキハキとした声で返せたと思う。

　嘘うそは、言っていない。

　級友たちと仲良くやれてるとは言いい難がたいが、別にいじめられているというわけでもない。

「特に問題はありません」

　これもエフィーリアにとっては、嘘ではない。

　粘土板の家にいる間、少し寂さびしさは感じるが、どうせ授業は午前中だけである。

　宮殿に戻れば、ちゃんと温かな空間がある。ほんのちょっと辛しん抱ぼうすればいいだけの話だ。

　勇斗には本当に良くしてもらっている。ただでさえ宗主の仕事で忙いそがしい主をわずらわせるほどのことでもなかった。

　また、期待してくれている勇斗に、情けないところを見せたくはなかった。

「……ふむ、そうか」

　勇斗はジッとエフィーリアの顔を見つめた後、何か言いたそうではあったがそれだけ呟つぶやいた。







「……お父様って、過保護というか、実はけっこう親おや馬ば鹿かですよね」

　翌日。粘土板の家イアールンヴィズ東地区校には、コソコソと窓に張り付く勇斗の姿があった。

　その隣となりでは、勇斗の左手を握にぎっているクリスティーナが少し呆あきれたような顔をしている。

　アルベルティーナに実によく似た容姿をしているが、天真爛漫な姉に比べて、この、ひとを見み透すかしたような瞳のせいかシニカルで小生意気な印象が強い。

「いずれエフィに縁えん談だんが持ち上がったりしたら、お前なんぞに娘むすめはやらん！　とか本気で言い出しそうです」

「安心しろ。お前の時には、万歳三唱でのし付けて送り出してやるから」

「……本物の娘に対して冷たいですね、お父様」

「盃さかずきの、だろ。お前みたいな性悪をもらってくれる器量の男はいなさそうだからな」

「まあ、そうですね。ワタシも今のところお父様ぐらいしか当てがございませんし」

「ずっと親子で」

「つれないです」

「ンなことより今はエフィだ」

「ほんとつれないです。所しよ詮せんワタシは、お父様にとって都合のいい女だったんですね」

「ああ、ほんと便利で都合がいいな。お前の力は」

「否定すらしてくれないなんてっ」

　さめざめと涙し目元を押さえるクリスティーナ。まあ、どうせ演技なのだろうが。

　彼かの女じよもまた姉アルベルティーナと同じくエインヘリアルで、《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のルーンを持つ。

　気配を消す能力に長たけており、彼女と行動を共にすれば、黒髪という目立つ容姿の勇斗もお忍しのびで行動出来る。これを利用して、勇斗はエフィーリアの授業参観に来た、という次し第だいであった。

　実際、子どもたちの誰も勇斗の存在に気づいてはいないようで、みなせっせと粘土板にヘラで文字を刻んでいる。

　真ま面じ目めにやらないと教師の持っている木の枝で打たれるのでみんな必死だ。日本では体たい罰ばつが禁止になって久しいが、人権意識など乏とぼしいどころか皆かい無むなユグドラシルでは普ふ通つうに存在するようだった。

「うむ。皆書き終えたようだな。では今日の授業はここまでとする！」

　大声でそう宣言して、初老の教師が教室を出て行く。

　瞬しゆん間かん、弾はじかれたように子どもたちが立ち上がり、教室内を駆け回り始める。この辺りは二一世紀と大差ないらしいと勇斗は微ほほ笑えましさを覚え――

「我こそは『悪評高き狼フローズヴイトニル』なり！」

「っ！」

「喰くらえ、洪こう水ずい攻こう撃げきっ！」

「～～っ！」

　教室から漏れ聞こえてくる楽しげな声に、勇斗は赤面してその場にうずくまった。

　一体彼かれらは何をしているのだろうか。

　いや、わかる。わかってはいるのだが、脳が理解するのを拒きよ否ひする。ただとにかく顔が熱かった。

「あらあら、みんな楽しそうですわね」

　ニヤニヤと、それはもうニヤニヤといやらしい笑みを浮うかべて、クリスティーナが勇斗に意味深な視線を送ってくる。

「いやぁ、もう子どもたちに大人気で羨ましいですわぁ」

「べ、別にこんなのそんな大したことじゃないだろ」

　顔をひきつらせつつ、なんとか勇斗が答える。

　二人がこそこそ話している間もごっこ遊びは進み、

「遠からん者は音に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　我こそは『虎心王ドールグスラシル』なり！」

「俺おれは『最も強き銀狼マーナガルム』！　『虎心王ドールグスラシル』覚かく悟ごっ！」

「おっ、ほらほら、ステインソールやルーネも出てきた。別に俺だけじゃないだろ」

　二人の男の子を次々と指差し、嬉うれしそうに勇斗が言う。

　登場が自分だけだといかにもこっ恥ぱずかしいが、他ほかにも仲間が登場すると多少はそれも紛まぎれるというものである。

「んー、あれはジークルーネお姉様ではないのでは？　男の子ですし」

「……ああ、『最も強き銀狼マーナガルム』は《狼》最強の称しよう号ごうだからな。自分が受うけ継ついだ、みたいな設定なのかも」

　気持ちに余よ裕ゆうが出て落ち着いてくると、そんな分ぶん析せきさえできるようになってきた。

　よくよく考えれば、子どもたちにごっこ遊びをしてもらえるというのは、とても光栄なことではないか。それだけ民に慕したわれているということである。

　為い政せい者しや冥みよう利りに尽つきるとは、まさにこのことをいうのかもしれない。

「これでどうだっ！　『粉砕するものミヨルニル』！」

「ふははー！　チートしたから、お前の攻こう撃げきなど効かん！」

「げふっ！　げふげふげふ！」

　思わず咳せき込こむ。

　これは無む性しように恥ずかしかった。これ以上この場にいるぐらいなら、いっそ誰かに殺して欲しいとすら思ったほどである。

「あらあらあらあら、もう少し静かにしてくださいませんかお父様。……ぷっ」

「おいてめ、今笑っただろ」

「なんのことだか。……ぷーくすくす」

「泣かす……てめえ、後でぜってー泣かす！」

「きゃー」

　思いっきり棒読みの悲鳴をあげるクリスティーナ。

　完全にコケにされている。

　マキャベリの君主論にも、君主たるもの臣下になめられてはいけない、と記されていた。ここは父としてもっと威い厳げんを持って接するべきかもしれん、なんて勇斗が考えていると、

「まあ、冗じよう談だんはこのくらいにして本題に戻りますが、お父様……あれ」

「ん？　……チッ」

　クリスティーナの指さした方向に目を向けて、勇斗は眉まゆをひそめて舌打ちする。

　そこにはエフィーリアがいた。

　皆の輪に交ざることなく、ぽつんと、独りで。

「さ、さようなら！」

　立ち上がってエフィーリアが声を張り上げるが、挨あい拶さつを返す子どもはいない。

　女子に至っては、視線を向ける子すらいない。

「悪い予感的中、だな」

「んー、どうやらいじめられてるわけでもなさそうですし、実害はないのでは？」

　一方のクリスティーナは、何とも達観した感じである。

　エフィーリアにはもはや興味もないようで、その視線はすでににこやかに談笑している女の子たちに向いている。

　その口元が、にま～っと悪どく緩ゆるんでいた。姉への歪ゆがんだ愛を公言し、男などとは手も握りたくないと公言している彼女である。物色でもしているのかもしれない。

　勇斗は彼女ほど、楽観的には考えられなかった。眉をひそめて言う。

「無視は立派ないじめだろ。こういうのは身体の傷より、心の傷のほうが痛いんだ」

「ふーん？」

「なんだよ？」

　真面目にしゃべっていたのにいきなりニヤニヤとした視線を向けられ、勇斗は不ふ機き嫌げんに応じる。

　勇斗は決して聖人ではない。クリスティーナがいい性格をしている娘だということは承知しているが、それでもかわいがっているエフィーリアが大変な目に遭あっているのを目もく撃げきしたばかりでこの態度は、さすがにムッとなりもする。

「本当にお優やさしいですね、お父様は。『ヴァンの惨劇ヴアナルガンド』ではしてやられたなぁ、と今いま更さらながらに思っただけです」

「ふんっ、甘あまいってのはわかってるよ」

　ユグドラシルは弱肉強食の世界だ。

　そして、人の上に立つ人間には、親しい人間であろうと非情に切り捨てられる冷れい酷こくさが求められる時も多い。

　先の戦でもそれで痛い目を見ており、自分にはそれが足りないという自覚もあった。

　だが、性しよう分ぶんというものはそう容易たやすく変わるものでもない。

「でも、どうすっかなぁ」

　宗主権限で仲良くしろと言うのは簡単だが、それは最終手段であろう。

　下手に強権的な圧力をかければ、逆に心の距きよ離りが開くなどということになりかねない。

「ん～、ワタシに一つ、名案がないこともないですよ？」

「ほう」

「でも、さすがにただというわけには参りません。鉄の精錬法……」

「っ！」

「……と言いたいところですが、今回は製紙法あたりと交こう換かんでどうです？」

　勇斗の顔色をうかがいつつ、要求を切り替えるあたりはやはりしたたかな雌狐である。

　最近製造が可能になったガラス製品の利益は、紙をはるかに上回る。鉄ほどに機密を守らねばならないほどの重要性はもはやなく、弟妹の氏族にぐらい融ゆう通ずうをきかせても問題はないのだが……

「随分とふっかけたものだな」

　勇斗は口ではそんなことを言う。

　実際、言い方は悪いが、一奴ど隷れいの生活環境の改善の対価としては、あまりに法外なのは確かだった。

　勇斗のエフィーリアへの寵ちよう愛あいを見み抜ぬいた上で、こちらの足元を見まくった取引をしかけてきている。

「あんまり欲張りすぎると、大損こきかねんぞ？」

「自分ではけっこう妥だ当とうな線だと思っているんですけど？」

「……チッ、わーったよ。ほんといやらしいよなぁ、お前」

「ふふっ、それほどでも」

　くねくねっとしなをつくって、投げキスをしてくるクリスティーナ。

　勇斗はげんなりと返す。

「いや、それ、全然いやらしくないからな？」

「ええっ!?　これけっこう自信あったんですけど!?」

　ガーンっと大げさに目を見開くクリスティーナに、どこまで本気なのやら、と勇斗は苦く笑しようする。

　まったく食えない娘であった。

　もちろん、年ねん齢れい的てきに性的な意味ではなく。







「本日よりこの教室で君たちと一緒に勉強することになったクリスティーナ様とアルベルティーナ様だ。お二人はこの若さながら、すでに我わが《狼》の偉い大だいなる宗主パトリアークユウト様の直じか盃さかずきを頂いており、また隣国《爪》の宗主ボドヴィッド殿どのの血を引く方々でもあらせられる。皆、失礼のないように」

　翌朝。

　エフィーリアの教室ではにこやかに教きよう壇だんに立ち、教師から紹しよう介かいされている双子の姿があった。本来なら色々な手続きに一～二週間はかかるものだが、権力とはこういう時に使うものである。

　全く聞かされていなかったエフィーリアは口を魚のようにパクパクとさせている。

「アルベルティーナだよ。よろしくー」

　普ふ段だんの天真爛漫な笑顔をここでも力いっぱい振りまくアルベルティーナ。

　まったく物もの怖おじしていない。

　一方のクリスティーナはと言えば、

「なんて挨拶してますが、このひとは単なるワタシの付つき添そいですから。通いませんから」

「えええっ!?　通うよ!?　ちゃんと！」

　慌てて叫さけぶ姉にクリスティーナは冷ややかな目線を向けて、

「まさかそのおつむの出来で本当に粘土板の家ヴエクストに通えるとでも思っていたんですか？」

「え、あ、ううっ！」

「試ためしにほら、この字を読んでみてください」

　準備よく予あらかじめ用意しておいた粘土板を取り出し、これみよがしに姉に突つきつけるクリスティーナ。

「ぐっ！　よ、読めない……」

　アルベルティーナは顔を引ひき攣つらせ、呻く。

　それを受け、やれやれとクリスティーナは首を振り、

「ここにはアルベルティーナと書いてあります。まったく自分の名前すら読めないなんて嘆なげかわしい」

「違ちがうよ！　そんなこと書いてないよ！　さすがにそれはわかるもん！」

「ちっ、自分の名前ぐらいさすがに覚えてましたか」

「ふふん、当たり前だよ！　あんまりお姉ちゃんを舐なめないでね！」

「ちなみに本当は『ボドヴィッド』と書かれてありました」

「父さんごめんなさーいっ!!」

　アルベルティーナは東に向かって叫びつつ、何度も何度も頭を下げる。

　仮にも《爪》の姫君である。実父にして現宗主の名すら読めないのは色々問題だった。

　とは言え、いつものことではある。

「ああっ……今日もアル姉はダメダメです……」

　そしてそんな姉を見つめ、クリスティーナはうっとり恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　こちらもすこぶる平常運転である。

「あ、あー。アルベルティーナ様、そうお気になさらず。これからここで勉強していけばいいのです」

　双子の勢いに圧あつ倒とうされ、呆ぼう然ぜんとしていた初老の教師が、我に返りとりなす。

「で、でも、こんな馬ば鹿かでも大だい丈じよう夫ぶぅ？」

　えぐえぐっと目め尻じりに涙なみだを浮かべてアルベルティーナ。

　教師は我が意を得たりとばかりに、慈じ愛あいに満ちた微笑みを浮かべる。

「そのための粘土板の家であり、私どもがいるのです。ご安心ください」

　教師生活二〇年の自信か、張りのある声できっぱりと言い切り――

「ちなみにこのひと、五年間も専属教師つけてご覧の有り様ですからね？」

　クリスティーナの冷れい徹てつな一言にピシッと硬直し、軽はずみな言動を早さつ速そく後こう悔かいさせられていたりした。

　クリスティーナは生来のいじめっ子らしく、そんな教師の凍こおりついた表情を満足気に堪たん能のうした後、教室にいる児童たちに向けて、優ゆう雅がに一礼してみせる。

「ご挨拶が遅れました。ワタシ、《爪》が宗主ボドヴィッドの血を受け継ぎし実の娘にして、我ら《狼》の偉大なる宗主スオウユウト様が娘、クリスティーナと申します。皆みなさん、仲良くしてくださいね」

　面を上げたクリスティーナは、にっこりと淑しゆく女じよの笑みをたたえていた。

　そのいちいちが洗練された仕草に、教師さえほうっと感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす。

　だが、もしこの場に勇斗がいたら、間ま違ちがいなく苦笑していただろう。

　この雌め狐ぎつねがいかにも愛らしく社交的な笑みを浮かべているということは、なにかしら悪わる巧だくみをしているに違いないのだ。







「エフィ、ワタシとアル姉の粘ねん土どを捏こねてくださいな」

　授業も一段落し休憩時間になるや、クリスティーナは傲ごう然ぜんとエフィーリアを呼びつけ、命令を下していた。

　頬ほお杖づえを突いて足を組み、まさしく女王さながらである。

「あ、はい！　クリス様！」

　ささっとエフィーリアは即そく座ざにクリスティーナの机へと駆け寄り、粘土をぐにゅぐにゅっと両手で押おし潰つぶす。

　粘土板の家で使う粘土板は、授業のたびに捏ね直して再利用するのが基本だ。授業を記録しておくなどということはほとんどない。さすがにそれでは嵩かさ張ばりすぎるからだ。

「ええっ!?　い、いいよいいよ。アタシ自分でやるよ～」

　驚おどろいたようにブンブンと首を振って、アルベルティーナは遠えん慮りよするが、

「アル姉。これはエフィの仕事です」

　それが当然とばかりにしれっとクリスティーナは言い切る。

「で、でも……」

「いえ、こんなことアル様にはさせられません。やらせてください！」

　エフィーリアはその瞳ひとみにやる気をみなぎらせていた。







　次の休み時間。

「エフィ、喉のどが渇きました。水を汲くんできなさい」

「はい、ただいま！」







　授業終了後。

「エフィ、肩が凝こりました。揉もみなさい」

「こんな具合でよろしいでしょうか？」







　放課後の帰り道。

　大通りに面する、最近人気のパン屋のおばさんが、エフィーリアに目を留めて言う。

「おや、そこの子。以前宗主パトリアーク様の馬車に乗っていた子だね。ちょうど良かった。これうちで作ったパンなんだよ。味には自信があるんだ。焼きたてだし宗主様に届けておくれ」

「は、はい。わかりました。ちゃんとお届けいたします」

「うん、頼んだよ」

「おっ、美味おいしそうな焼きたてパン！　いっただきー！」

「ア、アル様っ!?」

「ほえ？」

「あ、あ、あああ……どうしよ、どうしよう。ご主人様へのお届けものが～」







「と、いう感じで初日の報告は以上ですわ」

「っておまえらがいじめてどうするっ!?」

　午後、固かた唾ずを飲んで待っていたクリスティーナからの報告に、勇斗は思わずツッコミをいれずにはいられなかった。

　ミイラ取りがミイラになる、とはまさにこのことを言うのだろう。

　ちなみに焼きたてパンに関しては、絶望に打ちひしがれるエフィーリアにさすがに悪いと思ったらしく、アルベルティーナが自腹で新しいパンを買って事なきを得ている。

　とりあえず今、勇斗が食べているのがそれだが、確かに美う味まい。

「心外な。いじめてなどおりませんわ」

「それをいじめと呼ばずして何をいじめとっ!?」

「？　ワタシとしてはむしろ寵愛を示したつもりなのですが」

　基本、人をからかうのが大好きで、本心を容易には覗のぞかせぬクリスティーナであるが、今回は心から不思議そうに、小首をかしげていた。

　本気で勇斗の言っていることがわからなかったらしい。

「それの……ああ、そういうことか」

　思わず感情的に叱責しかけた勇斗だが、すぐに思い至る。

　二一世紀の日本の価値観にそって「対等のクラスメート」として見れば、明らかにパシらせているようにしか見えないが、「使用人」として見れば別段ひどい扱いというわけでもない。

　エフィーリアは勇斗の奴隷、召めし使つかいである。クリスティーナはただその身分通りに扱っただけ、という認にん識しきなのだろう。

　むしろその者だけを重用する様は、本人の口にしたとおり、お気に入りにしているとさえ言える。

「ふむ、エフィはお父様の所有物ですから、勝手に使うな、ということでしょうか？」

「あー……説明が面めん倒どうだしそれでいいや」

　二一世紀の日本の人権意識を語ったところで、通じるとも思えない。二人の間の意識のズレを埋うめたところで、何か利得があるわけでもない。

　今はそんなことよりエフィーリアの問題をどうにかするほうがはるかに優先順位は上だった。

「では、正式にお願い致します。数日でいいのでエフィをワタシにお貸し頂けますか？」

「……必要なことなのか？」

「ふうっ……英えい雄ゆう色を好むと申しますが、お父様は女というものを知りませんね」

「うっせ」

　実際知らないのは確かだが、面と向かってそう言われると、年とし頃ごろの男としてはプライドが刺し激げきされずにはいられないところがある。

　ふてくされる勇斗の顔にクリスティーナはクスリと笑えみをこぼしつつ、

「わかりました。最初からご説明致しましょう」

「ああ、頼む」

「まず、あの年頃の男と女というものは、そもそもとしてあまり仲良くできるものではございません」

「……ああ、そういやそうだな」

　自分の過去を思い返してみても、確かに小学校中学年から高学年あたりの頃は、同性とばかり遊んでいた記き憶おくがある。

　とにかく自分は男の子なんだって意識が強くて、女子と遊ぶのが猛もう烈れつに恥ずかしかった。

　それで幼おさな馴な染じみの美み月つきに冷たい言動を取ったのは、勇斗にとっては痛つう恨こんの黒歴史であったが、一方、同級生の男子もみな同じ感じだったので、クリスティーナの言うとおり、そういうものなのだというのは納なつ得とくはできた。

「というわけで、男子のほうは最初から放置の方針です」

「うん、まあ、そこはもう仕方ないな」

　いじめとかではなく、単純にそういう年頃なのだから。

　それに……エフィーリアはまだ一一歳だ。ボーイフレンドなどまだ早い。勇斗としては早さつ急きゆうに欲ほしいのは女子の友達である。

　心得たようにクリスティーナは頷き、

「で、じゃあ女子のほうは、と言いますと、こちらも最初に見た時にピンと来ました」

「おおっ」

「女王がいて、その娘がエフィを無視するよう女子に指示を出してます」

「ふむ」

　その辺りは現代日本のいじめでも見られる構図なので、想定の範はん囲い内ないではある。

　むしろ数千年という時代を経へても変わらないことに、人間という種の業すら感じる。

「つまり、その犯人を見つけ出すために潜り込んだんだな」

「いえ、だから最初に見た時からピンと来たって言ってるじゃないですか。すでに目星はついております」

「マジか？　よくあんな短い間で判別つくな」

「か～んたんですよ。同じ穴のムジナですから」

　クスクスクスッと冷ややかに嗤わらうクリスティーナの姿が、随分と大人びて見えた。

　ゾクリと、勇斗の背筋を悪お寒かんが疾はしり抜ぬける。

「エフィが教室を出る時、にこやかに笑ってる女の子がいたじゃないですか。ええ、優ゆう越えつ感かんに浸ひたって、勝かち誇ほこった笑みを浮かべてた娘が」

「……歪ゆがんでんなぁ。粘土板の家に通ってるなら、まだせいぜい一二かそこらだろうに」

「女は男より心の成長は早いものですよ」

「確かにそういう話はよく聞いたな」

　母親たちの井戸端会議などで、ちらほらと漏れ聞こえてきたものだ。

　背せ伸のびしたい年頃でもある。その手の話を聞くたびに、なんか女に負けているようでムカムカとしたのをよく覚えている。当時の美月にそっけない態度をとったのも、そういう大人に対する反発もあったのかもしれない。

　……どう考えてもガキそのものだった。

「ふふっ、男の子たちが狩かりや戦いに胸躍おどらせる中、女の子たちは素す敵てきな男性が自分の下に現れることを夢見、胸を高鳴らせるのです」

「ふーん、そんなもんか」

　あまりピンとは来なかったが、そういえば当時中一の美月の部屋にあった少女漫画は、そういうものばかりだった気がする。

　これまた数千の時代を経ても変わらない、人間という種の業なのかもしれない。

　だが、恋れん愛あいイコール大人、という考えにもいささか納得のいかないものがある。そんなことを勇斗がとりとめもなく心の中で考えていると、

「何を他人事のように。そのエフィを無視するよう仕向けた女王の意中の相手って、お父様なのですよ？」

「はぁ!?」

　青せい天てんの霹へき靂れきとはまさにこのことだった。

　正直、何を言われたのかすら理解の範はん疇ちゆうを超こえていたように思う。

「どっかで会ったのか、その娘と俺？」

「ええ、会ってはおりますね。以前、あの粘土板の家に視察に訪おとずれた時に」

「あの時か！　……って俺、子どもたちと特になにか話した記憶ねえぞ!?」

　授業を少し見学した後は、別室で教師と話し込んでいた。それが終わった後は、すぐに宮きゆう殿でんへと帰っている。

　好かれるようなことなど一いつ切さい身に覚えがない。

「相変わらずご自身の器量というものを過小評価しすぎですね。まあ、それはとりあえず置いておいて、結論を申しますと、その娘は、エフィに嫉しつ妬としてみんなに無視させたのです」

「ふむ」

「今日一日、エフィに雑用を任せて、合間にそれとなーく探さぐってみましたが、あの時お父様はエフィに優しーく笑いかけたりー、撫なでたりしてたそうじゃないですかー」

「……その辺は確かに記憶にある、な」

　勇斗は苦々しげに嘆たん息そくする。

　むしろ彼としては、エフィーリアがいじめられないために、意識してやっていたことだった。まさか宗主パトリアークのお気に入りをいじめはすまい、と。

　実際、損得で考えれば、いじめれば勇斗の不興を買うリスクがあるだけだ。それに対するリターンもあるとは思えない。そして仲良くしておけば、甘い汁しるを吸える可能性が上がるし、いいコトずくめだ。

　だが、結果としては、それが裏目に出たことになる。

　つくづく人間の感情というものは扱あつかいが難しい。まあ、そもそも子ども相手に損得も何もないのだろうが。

「で、エフィを貶おとしめて、こんなのより自分のほうが素す晴ばらしい、自分のほうが宗主様にふさわしいと優越感に浸っていたというところでしょうか。まあ、お父様のそばにはフェリシア叔お母ば様さまやジークルーネお姉様などがおられるわけで、なんとも子どもらしい浅はかさといえばそれまでですけどね」

　言って、クスクスと底意地の悪い笑みをこぼすクリスティーナ。

　なかなか辛しん辣らつである。

「で、どうするんだ？　その女王である子をあの粘土板の家から追い出すよう指示すればいいのか？」

　底冷えするような声で勇斗は訊きく。彼の中に眠ねむる獅子が、わずかにその貌かおをのぞかせている。

　基本的には温和そのもので、クリスティーナなどの親を親とも思わぬ無礼な振ふる舞まいさえ気にもしない勇斗だが、盃こそ交かわしていなくとも、大事な妹分を傷つけられて笑って済ませるほどお人ひと好よしというわけでもない。

　子の喧けん嘩かに親が出るような野や暮ぼなことはあまりしたくはないが、一方で通わせた責任もある以上、いざとなれば躊躇ためらうつもりもなかった。

「そこまで大事にするほどのことでもございませんよ」

　肩かたをすくめて、クリスティーナが言う。その表情は、わずかばかり硬い。《爪つめ》の宗主パトリアークボドヴィッドの秘蔵っ子たる彼女にも、こういう時の彼の相手はなかなか心しん胆たんを寒からしめられるものがあるらしい。

「要はその女王に命令されているから、他の女子もエフィを無視せざるを得ないわけです」

「ん、まあ、そうだな」

「つまり、ワタシが新たな女王として立后すればいいだけの話です」

　まるでパンがなければお菓か子しを食べればいいのよ、とばかりに、クリスティーナはしれっと言ってのける。

「……は？」

　近きん隣りんでは様々な奇き策さくを操あやつる名将も、さすがに呆あつ気けに取られ言葉を失う。

　クリスティーナはそんな父の様子も気にせず、ピンッと人差し指を立てて続ける。

「そうなれば力関係は一転します。エフィはすでにワタシの取り巻きと周囲にこれでもかと見せつけておきましたし」

「……なるほど、そこで最初のパシリにつながるわけだな」

「お父様の世界では寵愛を示すことをそう言うのですか？」

「まあ、そういうことにしておこう」

　いつもの逆ぎやく襲しゆうがてらさらりと嘘うそを教えつつ、勇斗は思わず唸うなる。

　頭に思い浮かんだのは、宗主として人をまとめる勉強をしていた折に知った、アメリカのスクールカーストだ。

　女子カーストのトップ、クィーンビーが女王として君臨し、サイドキックスと呼ばれる女王の側近が続き、その下にまた格の低いブリーザーと呼ばれる取り巻きが続き、とカーストを構成していく。

　日本の学校にも、アメリカほどあけすけではないが、似たようなものは隠いん然ぜんと存在していた。勇斗からは見えなかったが、おそらくは粘土板の家にもあるのだろう。

　数千年経たとうと、人間は所しよ詮せん、どこまでいっても人間なのだ。種の業というものからは逃のがれられない。

「しっかしなんともまあ、弱肉強食のユグドラシルらしいやり方だ、な」

　勇斗は苦笑とともにそう言って、天てん井じようを仰あおぐ。

　力押しにもほどがある、と正直思う。

　だが、それでいいではないか、とも勇斗は思う。

　同じ力押しでも、外部からの圧力は概おおむね歪みを生みやすいが、これはいわば内部から新たな秩ちつ序じよを構築しようという試みである。

　当事者間の問題を、当事者間で解決するのだから、実に健全なことではないか。

　理想論としては、もちろんエフィーリア自身の力で解決させるべきなのは確かだ。

　しかし、まだ彼かの女じよは若い。若すぎるほどだ。

　今できなくてもいいのだ。これから少しずつできるようになればいい。まさにそのために粘土板の家に通わせているのだから。

　クリスティーナの提案通り、彼女が粘土板の家東地区校のクィーンビーとなれば、エフィーリアも自動的にサイドキックス、カーストの上位に成り上がる。

　少なくとも、彼女を無視するような人間はまずいなくなるだろう。そこからどういう人間関係を作っていくか、それは彼女次第だ。

「わかった。あとは任せるわ」

　もういいと手を振って勇斗は話を打ち切る。

　これ以上はもう、聞くのも野暮というものである。

　十数人はいるであろう女子を統とう括かつしているのだろうから、弱じやつ冠かん一二歳かそこらといえど、侮あなどれない。

　人間性には問題ありげだが、宗主として冷徹な目で見れば、将来有望と言えるかもしれない。人を率いる側の人間には、そういう狡こう猾かつさが不可欠なときもある。

　だが、所詮はどこまでいったところで子狐にすぎない。

　今、彼の目の前で薄うすく冷れい笑しようを浮かべているのは、言ってしまえば九尾の狐きつね、大妖怪の類たぐいである。はっきり言って格が違う。

　相手になるはずもなかった。







「今日は皆さんで銭湯に行きませんか？　お父様から開店前に実際に試してみてその感想を聞かせて欲しいと頼たのまれたのです。感想は多いほうがいいだろうと、お友達を招待したいとおねだりしてみましたら、快く承しよう諾だくをいただけまして」

　授業の終了後、クリスティーナはパンッと手を叩たたき、そんなことを言い出した。

　もちろん、おねだりなどという可愛かわいいものでなかったことは言うまでもない。《爪》の双ふた子ご姫ひめが粘土板の家に通うようになって、はや一週間が経とうとしていた。

「ほ、本当ですか、クリスティーナ様!?」

「ああ、わたし、クリスティーナ様とお友達になれて本当に幸せです！」

「一生ついていきます、クリスティーナお姉様！」

　わぁっ！　と途と端たんに教室の女の子たちが色めき立つ。

　イアールンヴィズの郊こう外がいに建設されていた大衆浴場の噂うわさは、今や老いも若きも問わず、女性たちの最大の関心事となっていた。

　風ふ呂ろがあるのは宮殿か神殿ホルグルぐらいで、つまり入ることが出来るのはごくごく一部の上流階級の人間のみだ。

　一いつ般ぱん庶しよ民みんは川で行水するか、桶おけに水を張るなどして、身体を洗うのが一般的である。

　とは言え今の季節は冬。さすがに水浴びをする酔すい狂きような人間はいない。しかし、やはり自らを綺き麗れいに清潔に整えておきたいのが女心というものだ。

「では、行きましょうか」

　クリスティーナは立ち上がり、教室を後にする。その後ろにぞろぞろと女の子たちがついてくる。

　ふと振り返り、クリスティーナは視線をある一点に向ける。冷徹に、路端の石ころでも見るかのように。

　そこにははしゃぐ女の子たちの輪に交ざらず、ポツンと座すわったまま、グッと拳こぶしを握にぎり唇くちびるを噛かみ締しめている女の子が独り。

　かつてのこの教室の「女王」。そしてエフィーリアを無視するよう周りに指示を出していた張本人である。

　動物などでも群れの王は若い王に取って代わられた瞬しゆん間かん、群れを追われるか、群れの最下層の地位に転落する。つまりはそういうことだった。

　だが、クリスティーナにとってはどうでもいいことである。

　彼かの女じよのことも、そして今、後ろで姦しくクリスティーナにおべんちゃらをまくしたてる女の子たちのことも。

　どちらも等しく、彼女にとっては無価値だ。

「友情なんて言っても、人間なんて所しよ詮せんこんなもの」

　クリスティーナは小さく誰だれにも聞こえない声でつぶやいて、左手で髪を後ろに流して歩き出す。

　彼女の血のつながった父ボドヴィッドは、陰いん謀ぼうの限りを尽つくし、人を裏切り裏切らせ、ついには一国の主にまでのし上がった男だ。

　子は親の背中を見て育つ。物心つくか否いなかの頃から、ずっと父のやりようを、人間というものがどれだけ意い地じ汚きたなく、すぐに裏切るものかをつぶさに見てきた。

　友達になれて幸せです？

　一生付いていきます？

　まったく滑こつ稽けいではないか。つい先日まで付き従っていた者をあっさり見捨てた人間の言葉である。

　地位も命も賭かけていい。彼女たちはクリスティーナが落ちぶれれば、やはりそんな言葉などすぐに忘れて、新たな権力者の下に走るに違いない。

　子どもが純じゆん粋すい？　一皮剥けば子どもだってこんなものだ。

　醜みにくい醜いああ醜い。

　こんな薄っぺらく上うわっ面つらのものに、いったい何の価値があるというのか。

「まったく、お父様は夢を見過ぎなのですわ。それがまあ、可愛いところでもありますけれど」

　嘲ちよう笑しようめいた笑みとともに、言い捨てる。

　クリスティーナは綺麗なものが信じられない。人間の汚さを、醜さを、知り抜いているから。

　一方で、綺麗なものに憧あこがれてやまない。人間の汚さを、醜さを、知り抜いているから。

　ゆえに試す。

　汚よごして汚して汚して、それでも輝かがやきを保つ、そんな美しさに憧れる。それこそが本物の美しさだと思うから。

　汚したぐらいで輝きを失うものは、所詮偽にせ物ものだから。

「ああ、やっぱりアル姉こそ至高ですわ」

　彼女の有り様を思い浮かべ、クリスティーナはうっとりとする。

　彼女こそ、まさしく理想そのものだ。

　彼女は、実に愚おろかで単純だ。

　まさしく獣けもののようでさえある。

　ゆえに、いかなクリスティーナの手管をもってしても彼女は汚せない。

　どれだけ汚しても、彼女は無む垢くであり続けてくれる。

　ああ、なんて愛いとおしいのだろう！

　なぜこんなひとがそばにいてくれるのだろうかとよく考える。

　父ボドヴィッドの生き方をクリスティーナは肯こう定ていし受け入れたが、あるいは彼女は無意識のうちに否定したのかもしれない。

「――さんも、一いつ緒しよに行きませんか？」

　かすかに耳じ朶だに響ひびいた聞き覚えのある声とその内容に、ガバッとクリスティーナにしては珍めずらしく、愕がく然ぜんとした表情で振り返る。

　エフィーリアがかつての女王に笑え顔がおで手を差さし伸のべている。

　その声が、笑顔が、優越感を滲にじませた意趣返しのものであったならば、クリスティーナも気にはしなかっただろう。

　気にもかけずに、偽物と心の中で見捨て、勇斗のご機き嫌げんをうかがうための道具と見なしていただろう。

　だが、彼女が浮かべていたのは心からの慈愛に満ちた笑顔で……

「なんで、わたしなんかを……？」

　かつての女王が、信じられないものを見るように、エフィーリアを見上げる。

　当然の反応だろう。クリスティーナも聞き耳を立てる中、エフィーリアがゆっくりと口を開く。

「だって……」







　エフィーリアも一一歳と言えど、女だ。

　彼女が自分を嫌きらっていたことぐらい気づいていた。

　自分を輪の中から締め出そうとしたことに、何の恨うらみもないといえば、嘘になる。

　だが、エフィーリアは知っている。

　奴ど隷れいとして、見下される辛つらさを。

　ひととしてすら、扱ってもらえない悲しさを。

　一筋の光明さえない絶望の中。

　救ってくれるひとがいた。

　優やさしく温かく、笑いかけてくれるひとが。

　あの微笑ほほえみで自分がどれだけ救われたことか。

　自分もあのひとのようになりたいと思った。

　だから心から笑う。

　憧れのあのひとが、自分に向けてくれた笑顔を精せい一いつ杯ぱい真ま似ねて。

「だって……みんな一緒のほうが楽しいじゃないですか」
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INTERLUDE 2







「おお、これが下々の暮らす街か」

　幌ほろを少しずらしてその隙すき間まからグラズヘイムの町並みを眺ながめつつ、少女は弾はずんだ声を上げた。

　彼女が乗る馬車は、交易商人たちが使うものよりいくらか大型で、造りも随ずい分ぶんとしっかりしたものだ。屋形の中も広く、居住性はなかなかのものだった。

　これまで過ごしてきた宮殿と比べれば窮きゆう屈くつ極きわまりないのだが、それでも少女はかつてないほどの解放感にご満まん悦えつで、そんなことはまったく気にはならないようだった。

「陛……リーファ様。みだりにご尊顔を晒さらすようなことはお控ひかえください」

「お、おい、ファグラヴェール、あの者たちは大丈夫か!?　顔が赤くふらついておるぞ」

「心配いりませぬ。あれはただ酔よっ払ぱらっているだけです」

「おお、あれが噂に聞く酔っ払いというやつか」

「そんなことよりリーファ様、ここではまだ誰に見られるかわかりませぬ。もうしばらくご辛抱くださいませ」

「ああ、わかったわかった。って、おおおっ！　あれに見えるはイヴィング川じゃな。こんな間近で見るのは初めてじゃ！　大きいのぉ」

　少女――リーファは初めて見る外の景色にすっかり夢中で、ファグラヴェールの諫かん言げんなどまるで耳に入らないようだった。

　あまり強い事も言えず、どうしたものかとファグラヴェールが頭を悩なやませていると、

「御おや館かた様さま」

「ん、なんだ？」

　屋形の中には、もう一人、ファグラヴェールの従者がいた。リーファを視線でうかがいつつ、彼女に聞こえないよう声を潜ひそめて問うてくる。

「よろしいのですか？　陛下を連れ出したことが露ろ見けんすれば、あの隻せき眼がんのご老人が黙だまってはおらぬでしょう。つけいられる隙すきを与あたえることになりませぬか？」

「そうなったらそうなっただ。文句があるなら一戦交えるまでのことよ」

　ファグラヴェールはこともなげにそう言って、ついで自じ嘲ちようするように肩をすくめる。

「一度でいいから外の世界を見てみたい。同じ乳を飲んで育った妹の、そんなささやかな願いすら叶かなえて差し上げられなくて、何が『義』か」







ACT 2　戦いの狼







　ドォンッ！

　襲おそいかかる敵の攻こう撃げきに、ジークルーネは為なす術すべなく弾はじき飛とばされた。

　なんとか防いだものの、受けた手が痺しびれている。

　敵と視線が絡からみ合あう。

　その双そう眸ぼうに凶きよう暴ぼうなまでの殺意と闘とう志しを漲みなぎらせ、再び敵が飛びかかってくる。

「くぅっ！」

　なんとか敵の攻撃を槍やりの柄えで受け止める。

　ジークルーネも《月を食らう狼ハテイ》のルーンを持つエインヘリアルである。細身の身体ながらその膂りよ力りよくは、精せい鋭えい揃ぞろいの《狼》の中でも三指に入る。

「この力……虎心王ドールグスラシル並みかっ！」

　その彼女が、グググッと相手の力に明らかに押し込まれていた。

　ミシッという何かが軋きしむ音を捉とらえ、ジークルーネは慌あわてて槍を捨て、大きく後ろに飛びすさった。

　バキッ！

　次の瞬間、槍の柄が薄ら寒い音とともにへし折れる。あとほんのわずかでも判断が遅おくれていれば危なかった。

「ぐるぁああああああっ!!」

　なおも敵は追つい撃げきの手を緩ゆるめない。身体の芯しんまで響くような咆ほう哮こうとともに、トドメとばかりにもの凄すごい勢いで突とつ進しんしてくる。

　ギラリとジークルーネの眼光が鋭するどい光を放った。

「はあっ！」

　二本差した腰こしの刀の一本を抜き放ち、渾こん身しんの力とともに横一文字に薙なぎ払はらう。

　鉄さえ叩たたき斬きる刃金の一いち撃げきも、しかし虚むなしく空を斬る。

　間合いのギリギリ外で、敵が横に跳んで方向転換したのだ。

　驚きよう愕がくにジークルーネの目が見開かれる中、敵は次いで、ダンッ！　と大地を蹴けり、すかさずジークルーネの側面から襲いかかる。

「ぐっ！」

　咄とつ嗟さに後ろに跳ぶも、間に合わなかった。

　敵の斜ななめ上から振り下ろされた斬撃が、ジークルーネの太ももを薙ぐ。痛いというより熱いという感覚が疾り、ブシュッと鮮せん血けつが噴ふき出でる。

　なんとか気力で大地を踏ふみしめ、倒たおれるのを防ぐ。

「これほどとは……な」

　かつてない強敵との遭そう遇ぐうに、ジークルーネは完全に追おい詰つめられていた。







　話は二日前に遡さかのぼる。

「これより我らは、グニパヘリルに向かう。すぐさま出立の準備を整えよ」

　ダンッ！　と刀の鞘さやを地面に突つき立たてて、ジークルーネは子分たちを見み渡わたし宣言した。

　イアールンヴィズから徒歩で一刻（二時間）ほどのところにある草原地帯に、ジークルーネ組の領地がある。周囲には一面雪原が広がり、数百頭ほどの馬や羊が放し飼いにされ、楽しそうに駆かけ回まわっている。

　辺りを見渡しやすい小高い丘おかには天幕が無数に立ち並んでいた。その中でも一ひと際きわ大きな天幕の前の広場に、三〇〇名ほどのジークルーネ組の若わかい衆しゆたちがずらっと集められていた。

　ジークルーネ組と言えば、一家総勢五〇〇名弱、連戦連勝の《狼》の氏族の中でも一番の武ぶ闘とう派はと評判の組である。

　その武名を汚さぬため、日々しごきとさえ言えるような厳しい戦闘訓練を不平不満も唱えず黙もく々もくとこなすジークルーネ組の若い衆たちであったが、今回に限っては、その顔には命令に対する使命感ではなく、動どう揺ようと困こん惑わくが浮かんでいた。

　当然といえば当然であろう。

　グニパヘリルとなると、ここからおよそ徒歩で二日はかかる距きよ離りだ。

　今も空からはシンシンと雪が降り続けているのだ。絶えず寒風が吹ふきすさび、先さき程ほどから歯がかちかちと音を立てて仕方がないのだ。

　こんな中を二日も行軍しろなど、いかな親衛騎団ムスツペルの勇者たちと言えど、正直、御ご免めん被こうむりたいと思うのが人情であった。徒歩で従軍する見習いならばなおさらである。

　だが、氷の華はなとも讃たたえられる彼かれらの長は、そんな子どもたちの心など一いつ顧こだにするつもりもないようだった。

「なんだ貴様ら、行きたくなさそうだな？」

　冬の空気よりも冷たく凍いてつくような声に、ジークルーネ組の若い衆は、一様にギクリとその顔を強こわばらせた。

　この少女の恐おそろしさは、彼らが一番、知り抜いている。

　父親に対してだけはそれこそかすり傷一つでも取り乱してオロオロするほどの過保護っぷりを見せるが、子分や孫分に対してはいささかの容よう赦しやもないのだ。

　鍛たん錬れんの時など、まったく躊躇ためらいなく木刀を打ち込んでくる。もちろん、大おお怪け我がはしないようそれなりの手加減はしてくれているのだが、それでもしばらくその場にうずくまる程度のことはざらだ。

　多少なりとも痛い思いをしたほうが必死で強くなろうとするだろう、としれっと言い切る鬼教官だった。

　特に最近は《豹ひよう》の兵士たちの騎き乗じようぶりを目まの当あたりにしたためか、訓練の厳しさが増しており、さすがにこれ以上は勘かん弁べんしてほしいというのが若わか衆しゆたちの切なる心の声であった。

　若い衆が寒さではなく、迫り来る地じ獄ごくのしごきに震ふるえ上あがる中、一人が果か敢かんに一歩前に進み出る。

「母上、なぜグニパヘリルのような僻へき地ちへ？　さすがに理由を教えてもらわねば、皆みなが戸と惑まどうのも致いたし方かた無ないかと」

　親衛騎団ムスツペル副長にしてジークルーネ組若頭かしらベムブルである。彼の意見に、若い衆も我わが意を得たりとうんうんと頷うなずいている。

　年としの頃ころは三〇代中ちゆう盤ばんぐらいだろうか、屈くつ強きようで精せい悍かんな男たちが揃そろうジークルーネ組においては、全体的にやや丸い男である。

　でっぷりしているというほどではないのだが、背はあまり高くなく横よこ幅はばがあり、顔も丸く顎あごの下あたりがややたるんでいる。

　なんとも威い厳げんに欠け、冴さえない感じの男だが、

「むぅ」

　と、ジークルーネは思案するように、その眉まゆをわずかにひそめる。

　基本、日々宮殿のほうに出仕するジークルーネに代わり、この領地の運営と若い衆たちの指導を行っているのがこのベムブルである。

　いかなジークルーネと言えど、一家の大黒柱ともいうべき重じゆう鎮ちんの言葉を軽かろんじるわけにはいなかったのだ。

「……そうだな。少々気が逸はやっていたようだ。皆、済まなかった」

　ベムブルの諫言を受け入れ、ジークルーネも自らの勇み足を認めた。

　武芸一辺倒と思われがちなジークルーネであるが、愚かというわけでは決してない。むしろ実戦部隊の長として、判断力は素晴らしいものがある。

　そして一いつ旦たん自分の非を認めれば、目下の者にもきっちり頭を下げる。

　この清せい廉れん潔けつ白ぱくな態度により、冷たく厳しくとも、ジークルーネは部下たちから絶大な信しん頼らいを勝ち得ていた。

「実は先程、父上よりご命令を賜たまわったのだ。グニパヘリル周辺に出しゆつ没ぼつする山さん賊ぞくを退治せよ、とな」

「ああ、なるほど」

　得心がいったように、ベムブルがしみじみと頷けば、若い衆も「あ～」と納なつ得とくげに頷いている。

　ジークルーネは年ねん齢れいからは考えられないほど冷静沈着な少女なのだが、たまに言動がおかしくなる時があり、それらはほぼすべて父親搦がらみなのは、組員みなが知るところであった。

　とは言え、この冷徹果断な母親のほぼ唯ゆい一いつといっていい可愛げのあるところを、ジークルーネ組の若い衆たちは微笑ましく思い、基本的には応おう援えんもしていた。

　母が喜ぶのなら、親孝行するのが子や孫の務めである。

「元々、あの地は《狼》と《爪》との間で争いが絶えなかったからな。どうも土地を追われた者や落ち武者などが徒党を組んで、周辺の村々を荒あらしているらしい」

　戦となれば、畑が荒らされたり略りやく奪だつに遭あう者が出るのは世の常である。そういう者たちや敵前逃亡という重罪を犯おかし故郷に戻もどれなくなった者たちなどが、戦場から武器を拝借して野盗と化すことはよくあることだった。

「ふむ、《爪》との盃さかずきが成ったことで砦とりでにも兵をさほど配してはおりませぬからな」

　ベムブルも顎に手を当て、難しい顔になる。

　最近の《狼》はもっぱら西からの脅きよう威いに晒される事が多く、どうしてもそちらの防衛に兵を配分せざるを得ないところがある。

　どうもその隙を突かれ、あまりタチの良くない者が周辺に蔓延はびこってしまったらしい。

「うむ、そこで我らジークルーネ組に声がかかったというわけだ。新たな被ひ害がいが出る前に一刻も早い解決を父上はお望みである」

「ははっ、では親衛騎団ムスツペルの出番ですな」

　ジークルーネ組には、親衛騎団ムスツペルと呼ばれる選よりに選りすぐった精鋭部隊がある。

　二〇〇名からなる団員は全すべて騎き兵へいで構成されており、こと機動力にかけては、《狼》でもずば抜ぬけている。彼らなら徒歩で二日の行程も、一日で到とう達たつできるだろう。

「ああ、そういうことだ。あと今回は、見習いも馬に乗れる者は連れて行く。実戦に勝まさる訓練はないからな」

「今、族都警備の任に就ついている者は残していかれるのですよね？」

「もちろんだ。父上の身に万が一があってはならぬからな」

「了りよう解かいです。では早さつ速そく準備に取とり掛かかりましょう。一刻ほど頂けますか？」

「半刻だ」

「はっ」

　母親の無む茶ちやな要求にも、ベムブルは恭うやうやしく頭こうべを垂れる。瞬間、命令を下すより早く、ジークルーネ組の若い衆たちは散開し、きびきびと準備に取り掛かった。

　こうして瞬またたく間まに親衛騎団ムスツペル一〇〇名、見習いによる騎兵一〇〇名の混成部隊が編成され、宣言通り半刻後にはグニパヘリルへとまさしく矢のごとく出しゆつ撃げきしたのである。







「ふう、ここに来るのも久しぶりだが、なんとか日暮れ前に着けたな」

　愛馬からヒラリと舞うように降り、ジークルーネはグニパヘリル砦とりでを見上げる。

　実際、それほど足を運んだことはないはずなのだが、なぜか妙みような縁えんがあり、思い出深い場所ではある。

　先代『最も強き銀狼マーナガルム』が宿将として詰めていた砦であり、後に《爪》に奪うばわれ、その再奪還作戦が、彼女が敬愛する宗ちち主おやの初うい陣じんであった。

　砦を囲む煉れん瓦が製の周しゆう壁へきは、一箇所だけ見るも無残に破は壊かいされており、一応申し訳程度に石を積んで塞ふさいではいるものの、未いまだその爪つめ痕あとを色いろ濃こく残している。

「おお、ここから我らが突とつ入にゆうして、この砦を《爪》の奴やつらから奪い返してやったんでしたな。あの時のことは今も鮮せん明めいに覚えております」

　パンパンッと石積みの部分を叩きながら、ベムブルが懐なつかしげに言う。

　親衛騎団ムスツペルにとっても、あれが結成して初めての戦いであり手て柄がらであった。やはり感かん慨がい深ぶかいものがあるのだろう。

　だが、

「感傷に浸ひたるのは後。今は山賊退治だ。とりあえず砦の者たちから詳くわしい話を聞くぞ」

　当のジークルーネはといえば、淡たん々たんとしたものである。

　その一目で誰かわかる特とく徴ちよう的てきな美び貌ぼうで見張りに城門を開けさせ、ズンズンッと足早に砦の奥おくへと闊かつ歩ぽしていく。

　過去は所詮過去、ジークルーネにとっては父から与えられた任務を達成する以上に優先することなどないらしかった。

「はあ、少しぐらい休ませてくださいよ」

　言っても無む駄だだと思いつつも、ベムブルはぼやかずにはいられない。

　髪などはパリパリと霜しもで凍こおりつき、唇は寒さで紫むらさきになっている。ここに来るまでの苦労が忍しのばれる有り様なのだ。

　ジークルーネとて同じ条件で走破したはずだというのに、全く元気なものである。

「馬を繋つないだ者から砦で休んでいいぞ」

　部下たちに指示を出してから、ベムブルはジークルーネの後を追う。

　ほどなくして、砦主の部屋近くでなんとか追いつく。

「お寒い中、ご足労いただき誠まことにありがとうございます、ジークルーネの姉あね御ご」

　部屋に入ると、二〇代半ばほどの精悍な顔立ちの男が出で迎むかえてくれ、恭しく頭を下げてきた。

　彼が現在、このグニパヘリル砦を預かっている男で、名をアルレク。《狼》の序列一四位である。

　二年前は当時の序列四位にして『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズが主を務めていたことを考えると、グニパヘリル砦主の地位も随分と格が下がったと言わざるをえない。《爪つめ》と兄弟盃が交かわされ講和がなった今、砦の重要度が著いちじるしく下がったためだ。

「おおっ、これが『最も強き銀狼マーナガルム』に代々受うけ継つがれるという大狼ガルムの毛皮をなめして作った外がい套とうですか。これほど間近で拝見するのは初めてですが、いや素す晴ばらしい。俺おれも子どもの頃はこれを纏まとうことに憧れ、倒れるまで剣けんを振ふったものです」

「世辞はいい。とっとと山賊の話を聞かせろ」

　アルレクの口く舌ぜつを、一言の下に切って捨て、ジークルーネはドッカリと応接用の椅い子すに腰を下ろした。

　多少なりとも世間話をして姉し弟ていの絆きずなを深めようとかいう気はまるでないらしい。

「は、はあ」

　年上であろうとも、ユグドラシルでは盃の重さが全てである。とはいえあまりに無愛想かつ単刀直入な態度に、自分は何か気に障さわることでもしたのだろうか、とアルレクは副長ベムブルに視線で問いかける。

　ベムブルは苦く笑しようとともに肩かたをすくめて返す。それでアルレクもいつものことだと察したらしい。

　気を取り直したようにアルレクは咳せき払ばらいをして、ツカツカと壁かべに立てかけられた布製の地図の前に立ち、トントントンと三箇所、指で叩いていく。

「二週間ほど前からでしょうか、近きん隣りんの村々が山賊どもに襲われ出すようになりました」

「らしいな」

　そこまでは勇ゆう斗とからも聞いていた。ジークルーネも頷いて、続きを促うながす。

「襲われた村々の位置、そして山賊どもが帰っていった方角からして、アジトはおそらくこの辺りと目星をつけております」

　地図の一箇所に、アルレクは人差し指でくるりと円を描えがく。

　グニパヘリル砦の北、エーリューズニル山の周辺である。

　地図を見つめたまま、アルレクに視線を向けることなくジークルーネが憮ぶ然ぜんと訊きく。

「そこまでわかっているならとっとと征伐隊を差し向ければよいではないか」

「そうしたいのは山々なのですが」

　渋じゆう面めんを作りつつ、アルレクはつーっと人差し指を右に、地図上では東にずらす。

　そこはすでに《狼》の勢せい力りよく圏けんではあるが、氏族直轄の領土ではなかった。

「ふむ、ボドヴィッドか」

　ジークルーネにしては珍しく、小さく眉をひそめどこか鬱うつ陶とうしげな声で応じた。

　ボドヴィッド――隣りん国ごく《爪》の宗主パトリアークにして、近隣諸氏族の間では『マムシ』と畏い怖ふされる男である。また、アルベルティーナ・クリスティーナの双子姉妹の実の父親でもあった。

　アルレクが神しん妙みような面おも持もちで頷く。

「はい、考えすぎなのやもしれませんが、件くだんの野盗どもも彼奴あいつが裏で糸を引いているのでは、と。砦を空にした瞬間、これ幸いと奪われるのではないかという不安がどうにも拭ぬぐえず……」

　すでに《狼》と《爪》との間には盃が交わされている。

　ユグドラシルでは盃の誓ちかいは絶対である。しかも勇斗とボドヴィッドの盃は、神儀使アレクシス立ち会いの下、神帝テイウダンスの名において交わされた最も格式高い盃だ。

　本来であれば、その誓いを破って攻め込んでくるなど到とう底てい有り得ないのだが、それでもアルレクにはボドヴィッドという人間がよほど信用ならないらしい。

　これは彼に限らず、《狼》の氏族内では一般的と言える認にん識しきでもあった。

　先代ファールバウティを騙だまして領土をごっそりと奪い取り、イアールンヴィズ籠城戦においては、こっそり陰かげで三氏族連合軍を結成して《狼》をあわや滅めつ亡ぼうの危機にまで追い込んだ男なのだから、当然といえば当然だった。

　この二つの事件は、《狼》の人間の記き憶おくに深々と刻まれ、ボドヴィッドの名は「信用ならないもの」の代名詞にすらなっていたのである。

「なるほど、それで父上に援えん軍ぐんを依い頼らいしたわけだな」

　得心がいったように、ジークルーネが頷く。

　勇斗の話では、徒党を組んでとのことだったし、山賊もそれなりの規模なのだろう。

　グニパヘリル砦に常じよう駐ちゆうしている兵は一〇〇名程度、《爪》の脅威まで視野にいれると確かに手が回らなさそうだった。

「あいわかった。山賊のことは我が親衛騎団ムスツペルが引き受けよう。貴き殿でんらは砦の防衛に専念せよ」







「ではこれより、エーリューズニル山周辺で山賊どものアジトの捜そう索さくを行う」

「「「「「はっ！」」」」」

　愛馬に騎乗したジークルーネが、バッと手を振って号令を下すや、気合の入った返事とともに騎兵たちが四方八方へと各自散開していく。

　エーリューズニル山周辺と一口に言っても、なかなかにその範はん囲いは広い。そこで部隊を四つ程度に分け、手分けして捜すことにしたのである。

　一部隊五〇名ほど、襲われた村人たちの話では山賊団の規模は三〇名程度とのことなので、十分すぎるほどに対処できるはずだ。

　天候にも恵めぐまれ、一昨日から昨日にかけて降っていた雪も今朝は収まって澄すみ渡わたった青空が広がり、辺りにはうっすらと柔やわらかな陽ひが差している。絶好の探たん索さく日和びよりであった。

「さて、では我らも行くか」

　言って、ジークルーネは、自分の周囲に残った兵士たちを見渡す。

　彼女が率いるのは見習いたちが中心で、若い顔ぶればかりが揃っていた。

　ジークルーネは普ふ段だん、宮きゆう殿でんの警備の責任者を任されている関係上、見習いたちの指導は副官のベムブルにほぼ一任している状じよう況きようだ。

　せっかくの機会である。見習いたちの練度がどれほどの水準なのか、指揮官としてはぜひ知っておきたいところだったのだ。

「我らの担当は、エーリューズニル山の中腹。大本命であり、戦闘になる可能性は極きわめて高い。気を引き締めろ。戦場では油断した者から命を落とす！」

「「「「「「はいっ！」」」」」

　返事をする声も、若々しい張りがあり、かつ素す直なおさがあふれている。

　ジークルーネは満足気にうむと頷くや、手た綱づなを引いて愛馬を回頭させた。

「ではジークルーネ隊、出しゆつ陣じんする！」







　エーリューズニル山はヒミンビョルグ山脈を構成する山の一つで、グニパヘリル砦からは徒歩で半日弱のところにある。

　馬での移動のジークルーネ隊は出発から一刻ほどで麓ふもとまで辿たどり着ついたが、葉が落ち禿はげ上がった木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげったエーリューズニル山には、せいぜいあるのは獣けもの道みちぐらいで、とてもこの先は馬では入り込めそうになかった。

　麓の村に銀とともに馬を預け、山に詳しい者も一人、案内として雇やとう。

「山賊？　あ～、夏なつ頃ごろから山に棲すみ着ついた連中っすねぇ。ここは俺たちの縄なわ張ばりだぁって勝手に言い張って山の恵みを独ひとり占じめにしやがって、迷めい惑わくしてたんですよぉ」

「当たりだな。そいつらが寝ね床どこにしているところに案内しろ」

「へいっ！」

　こうして、馬を降りたジークルーネと見習いの一団は、案内の青年の後を連れだって山賊のアジトへと向かう。

　行く途と中ちゆう、案内から聞いた話では、山賊たちは最近までは山で獣を狩かったり、木の実や山菜を取って生活していたらしい。

　秋まではそれでよかったのだが、冬となり食料に事欠くようになって村々を襲いだしたのではないか、ということだ。

　ユグドラシルではごくごくありふれたことではある。だからと言って放置していていいわけでもない。

「あそこです」

　太陽がやや西に傾き始めた頃だろうか、案内役の青年が指さした方角を見下ろすと、斜しや面めんのなだらかな丘きゆう陵りように、小屋がいくつも立ち並び集落が形成されている。

　ジークルーネの卓たく抜ばつした視力が、村に人ひと影かげらしきものが多数いるのを捉える。どうやら周辺の村に襲しゆう撃げきに出かけて留守ということもなさそうだった。

「一いち網もう打だ尽じんにできるな。けっこうなことだ」

　銀色の狼は捜し求めた獲え物ものを見み据すえ、獰どう猛もうにそう呟つぶやいた。







「山賊どもっ！　わたしは《狼》が偉い大だいなる宗主パトリアークスオウユウト様の娘むすめにして、親衛騎団ムスツペルの長ジークルーネである！」

　突とつ如じよ、山賊の集落に、凛りんとした声が雷かみなりのごとく響き渡った。

　驚おどろいた山賊たちが声のしたほうを見ると、銀色の髪を無造作に束ねた、この世のものとは思えぬ美しい少女を先頭に、兵士たちの一団がずらっと整列しているではないか。

　途と端たんに、集落にざわめきが疾はしる。

「な、なんだ、なんだっ!?」

「い、今、ジークルーネっつったか!?　もしかしなくても……『最も強き銀狼マーナガルム』!?」

「嘘うそだろ、じゃあ、後ろにいる奴らは、もしかしなくても親衛騎団ムスツペルか!?」

「だからそう言ってたじゃねえか！」

「おいおい、《狼》最強の連中がなんでこんなとこにいるんだよっ!?」

　山賊たちは完全に慌てふためいていた。

　それも当然である。

『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネと親衛騎団と言えば、《爪》の宗主ボドヴィッドの率いる軍勢をいとも簡単に蹴け散ちらし、《角》の宗主リネーアを捕ほ縛ばくし、《蹄ひづめ》の宗主ユングヴィを討ち取り、《豹》の宗主フヴェズルングを撃げき退たいしたという、恐ろしいまでの戦績を誇ほこる超精鋭部隊である。

　山賊たちとてこの半年間、野山の獣相手に弓や槍の腕うでを磨みがいてきた。グニパヘリルに詰めている兵ごときなら立ち向かえる自信はあった。

　しかし、まさか半ば伝説とさえ化しているような部隊が、こんな辺へん鄙ぴな山やま奥おくにまで来るなど誰も想像すらしていなかったのである。

「今すぐ武器を捨てて投降すれば、我が父上ユウト様が定めた法に従い、命だけは助けてやろう。だが、抵抗するならば容赦はしない。全員、斬って捨すてる！」

　再び、刃は物もののように鋭くも美しい大だい喝かつが、集落を震わせる。

「ど、どうすんだよ、おい！」

「い、今なら投降すれば命だけは助けてくれるって言ってたよな？」

「ふんっ、たかが小こ娘むすめ一匹に何をうろたえている？」

　山賊たちがおろおろと浮うき足あし立だつ中、ただ一人、まったく取り乱すことなく、せせら笑う男がいた。

　大きい。他ほかの山賊たちより頭ひとつは大きかった。年はまだ若く、二〇代前半といったところだろうか。その顔には怯おびえの色は一いつ切さいなく、むしろ余よ裕ゆうさえ滲にじませている。

「お、お頭かしら！」

「そ、そうは言いますけど、あんなのにどう勝てっていうんですか」

「ですよ。親衛騎団っすぜ、親衛騎団！」

「はっ、フカシだろ。よく見ろよ！」

　頭と呼ばれた巨きよ漢かんは、ビシッとジークルーネを指さし、ついでその後ろにいる兵士たちをゆっくりと指し示していく。

「みんなガキじゃねえか。表情もどっか硬え。あれが本当に精鋭に見えんのかぁ？」

「い、言われてみりゃあ確かに」

「あの隊長らしき銀色の娘にしたって華きや奢しやなもんだ。とても強そうには見えねえ」

「だろ。だいたい、仮に親衛騎団だったとしても、だ。《狼》の連中に取って代わるのが俺たちの目標だったろうが。いずれやりあう運命だったんだ。遅おそいか早いかの違ちがいじゃねえか！　びびってんじゃねえ！」

　叫さけぶや、山賊の頭がドンッ！　と力任せに小屋の壁に拳こぶしを打ち付ける。

　そのたった一撃で壁に亀き裂れつが疾り、やがてその一角からミシミシミシッと建物全体が軋きしみだし、グシャッと倒とう壊かいする。

　人のものとは思えぬ、恐るべき膂力であった。

「す、すげえ！」

「そうだ、俺たちにはお頭がいた！」

「ああ、お頭に勝てる人間なんてこの世にいるわけがねえ！」

「よく見りゃ数は俺たちと同じぐらいじゃねえか」

「おう！　お頭もいるんだ。やってやれねえこたぁねえ！」

　山賊たちの顔から恐きよう怖ふの色が消え、にわかに色めき立つ。

　興奮し、気合の声を張り上げる子分たちを見据え、山賊頭は満足気に笑う。

　その右みぎ肩かたには、煌こう々こうと赤い紋もん章しようが輝かがやいていた。







「ほう、どうやら応戦するつもりらしいな」

　集落を囲む柵さくの内側で山賊たちがぞろぞろと弓を構え出すのを捉え、ジークルーネはわずかな驚きとともに目を瞠みはった。

　てっきり降こう伏ふくしてくるものとばかり思っていたので、嬉しい誤算である。

「喜べ、ひよっこども。戦いの刻だ！　わたし自ら親衛騎団ムスツペルの戦い方というものを見せてくれよう！」

「「「おおおおっ！」」」

　兵士たちの間に歓かん声せいが巻き起こった。

　元々、《狼》一の武闘派であるジークルーネ組の盃をもらおうという連中である。血の気の多い者たちばかりだ。

　しかも今は雪降る中を行軍させられ、冬山を登らされ、鬱うつ憤ぷんが溜たまりに溜まりまくっていた。

　おもいっきり暴れ回り、発散できる場を渇かつ望ぼうしていたのである。

「盾たてを構えろ。しっかりと目を見開け。恐れるな。毎日の修練を思いだせ。今は貴様らこそが親衛騎団ムスツペルである。その名に賭かけて恥はずかしい戦いをすることは許さん」

　見習いたちを見据え、ジークルーネが淡々と告げていく。

　そのいつもと全くの変わらなさが、平へい坦たんさが、見習いたちにとっては何より頼たのもしかった。

　これほどまでに大将が毅き然ぜんとしているのだ。しかも、この一年足らずの間に、凄すさまじい戦果を上げ続けた麗うるわしき戦いくさ乙女おとめが。

　彼かの女じよが指揮する限り、絶対に負けるわけがないと信じることができる。

　迷うことなく、敵てき陣じんへと突っ込める。

「よし、いい眼だ。親衛騎団！　突とつ撃げきーっ！」

「「「「「うおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　鬨ときの声こえとともに、親衛騎団が怒ど涛とうの勢いで集落へと坂を駆け上がっていく。

　山賊たちもここぞとばかりに一いつ斉せいに矢を射放つ。

　射放つ。射放つ。射放つ。

　だが、親衛騎団は止まらない。

　ある時は盾で防ぎ、またある時は剣で払い、それでもダメな時は鎧よろいで弾はじき、一心不乱に突き進む。

　瞬く間に矢の雨をくぐり抜け、山賊たちの集落へと雪崩れなだれ込こんだ。

　そこまでは良かったのだが、途端に勢いが衰おとろえる。

　集落を囲む柵と濠ほりのせいだ。どうしても進入路が限られ、少数対少数の戦いになってしまう。

「そのまま突き進め！」

　後方でジークルーネが檄げきを飛ばす。

　いつもであれば先せん陣じんを切って戦う彼女であるが、今回は訓練も兼かねており、見習いたちに実戦の経験をさせるため、指揮に専念しているのだ。

　それでも、相手はたかが山賊である。

　一方こちらは見習いとは言え、まだ若いとは言え、毎日戦うためだけに毎日修練に修練を重ねてきた者たちである。

　すぐに突とつ破ぱし、入り口を確保すると思っていたのだが、

「どうした!?　山賊ごときに何を手間取っている!?」

「くははっ！　ぬるいぬるい！　こんなものか親衛騎団！」

　集落の入り口のほうから、野太い笑い声が響ひびいてきた。

　次いで、味方が二人、中空へと打ち上げられるのをジークルーネは捉える。

　大の男二人を吹き飛ばすなど、信じ難い膂りよ力りよくである。少なくとも、《狼》でこんな芸当が出来る人間はジークルーネを含ふくめて、一人もいそうになかった。

　これほどの者が山賊の中にいるとは、嬉しくない誤算である。

「少々見習いたちには荷が重いか。どけっ！」

　いったい何者だと思いつつ、子分たちを押おしのけジークルーネは最前線に躍り出た。

　入り口に立ちはだかっていたのは、天を衝つくような巨漢の青年であった。その首にかけている金属製の飾かざりが、淡あわく燐りん光こうを放っている。

　どうやら《妖精の銅アールヴキプフアー》製らしい。かなり稀き少しようなもののはずだが、どこで手に入れたのか、いや強ごう奪だつしてきたのか。

　次いで、大男の右肩に光るルーンに目をやりつつ、ジークルーネは鼻を鳴らす。

「ふん、まさかこんな寂さびれた場所で、お仲間と出で遭あうとはな」

「はっ！　ようやく大将のお出ましか！　女と言えど、戦いの場に出てきたからには手加減せぬぞ」

　巨漢が右手で振りかぶった斧おのを、ブゥン！　と激しい風切り音を唸うならせて振り下ろしてくる。

　他の山賊たちとは明らかに一線を画す鋭さである。

「はぁっ！」

　ジークルーネも槍やりを振り上げて迎げい撃げきする。

　こめられた力は拮きつ抗こうしていたらしく、双そう方ほう弾かれる。

　振り上げるより振り下ろすほうが力は入りやすい。だが、こちらが両りよう腕うでであるのに対して、あちらは片手である。

　やはり膂力の差はいかんともしがたいものがあるようだった。

　間かん髪はつ入いれず、今度は左手に持った斧を横薙ぎに振り回してくる。

　咄嗟に後ろに跳び刃は先さきをかわすも、ドンッと背中が味方にぶつかる。正規の団員なら心得てくれているものだが、やはりこの辺りは見習いといったところか。

「少し下がっていろ。こいつは貴様らひよっこがどうにかできる相手ではない。わたしがやる」

「てめえらも下がれ。この女は俺が直々に相手する」

　巨漢のエインヘリアルもジークルーネの力量を認めたらしく、バッと手を振って邪じや魔まだと山賊たちを追い散らす。

　人数が少なければ少ないほど、強者の存在感は増す。

　かたや見習いだらけの親衛騎団ムスツペル。

　かたや獣相手に訓練したとはいえ、結局はたかが山さん賊ぞく風ふ情ぜい。

　エインヘリアルである二人の戦闘能力は突出しすぎていると言えた。

　斬きり結むすんだのは、ただの一合。されど一合。

「二刀流ならぬ、いわば二斧流か。面おも白しろい」

「『最も強き銀狼マーナガルム』か。噂うわさは伊達だてじゃねえみてえだな。そんな華奢な身体で俺の一いち撃げきを弾くたあな」

　お互たがいがお互いの力量を認め、自軍の被害を抑えるため、双方が一いつ騎き打うちを選んだのは半ば必然の流れであった。







「おらおらおらおらっ！」

「むっ、くっ、とっ」

　二人の戦いは、一方的な展開から始まった。

　巨漢のエインヘリアルの二つの斧から繰り出される攻こう撃げきに、ジークルーネはただただ防ぼう御ぎよに徹てつしている。
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　一いち撃げき一撃が、とにかく重い。

　それが間断なく次々と襲おそってくるのである。いかな『最も強き銀狼マーナガルム』も、これでは防戦一方になるのも仕方ない、と見ている者全てが思った。

「大したものだ。まさか在野に、しかも《狼》の領内にお前ほどの男がいたとはな」

　右からの斬り下ろしを受け流しつつ、ジークルーネが言う。

　巨漢のエインヘリアルが、ハッと不敵に笑う。

「早くも降参か!?　俺はまだ本気の半分も出しちゃいないぜ！」

「ほう、ならばさっさと見せることだな。後で後こう悔かいしたくあるまい」

「ほざけっ！　うおおおおおおおっ！」

　巨漢のエインヘリアルが吼ほえると同時に、乱らん撃げきがさらに加速する。

「おおっ！　とっとっとっ」

　まさに暴風のごとき攻撃の嵐あらしにジークルーネは感かん嘆たんに眼めを瞠らせ、

「……だが、まだまだ未熟だな」

　クンッと斧の力の方向に、別の流れを加え、巨漢のエインヘリアルの上体を流させる。

　次いでそのままクルリと槍の柄つかを回し、石いし突づきの部分を巨漢の腹にしたたかに打ちこんだ。

「ぐふっ！」

「ふむ、こんな感じか」

　手て応ごたえに、ジークルーネはうむと納得げに頷いてみせる。

　先代『最も強き銀狼マーナガルム』が長年かけて編み出した柳やなぎの技法、ジークルーネはその恐るべき天てん賦ぷの才によって、見み様よう見み真ま似ねで実じつ践せんしてみせたのである。

　さらに柄を回転させ、穂ほ先さきを巨漢に突つきつけつつ、ジークルーネは言う。

「本来ならばここでさっさとトドメを刺さしているところだが、その腕、殺すには少々惜おしい。父上……スオウユウト様の下で働いてみる気はないか？」

「ごふごふっ、はっ、あんなひょろっとして弱そうな奴の下なんかゴメンだね」

　腹部を押さえ苦く悶もんの表情で咳せき込こんでいた巨漢のエインヘリアルが身体を起こし、鼻で笑って見せる。

　すうっとジークルーネの表情から、わずかにあった温情が消える。身を凍こごえさすような冷気が彼女の身体から噴き出す。

「ならば……その父上の力、垣間かいま見みせてやろう。ヴァルハラへの餞はなむけに、な」

　腰こしに差した二本の刀のうち、長いほうをジークルーネはゆっくりと抜き放つ。

「マグレでいい気になってんじゃねえ！」

　巨漢のエインヘリアルが、両腕を天に掲かかげる。

　降参、というわけではない。その両手にはそれぞれ、斧が握にぎられている。

　相当の力を込めているのだろう。ピシピシッと両腕に血管が浮うき上あがっていく。

「ぐるあああああああああああああっ!!」

　全体重と腕わん力りよくその全てを乗せて、交差する形で斧を振り下ろす。

　今までの攻撃の中でも一番速く、力強い。

　だが、ジークルーネの目はどこかつまらなさげだった。狙ねらいすましたように、刀を横に一いつ閃せんする。

　それだけだった。

　シュルルッと何かが回転しながら空を切る音が響き、やがて何かが大地に重々しい音とともに突き刺さる。

　よく聞いていれば、ほとんど同時ではあったが、音が二つあったことに気づいただろう。

　巨漢の持っていた斧は二本とも、刃先の部分で滑なめらかに切きり裂さかれていた。これではジークルーネに届こうはずもない。

「力みすぎだ。構えも大きい。雑ざ魚こ相手ならともかく、術理を収めた相手に通じる技ではないな」

　ふんっと嘲ちよう笑しようするようにジークルーネは鼻を鳴らす。

　この男は、よりにもよってジークルーネが敬愛する父を罵ば倒とうしたのである。身みの程というものをきっちり教えてやらねばならなかった。

「そして、これがお前が馬ば鹿かにした父上、スオウユウト様が創つくりだした数ある兵器の一つ、鉄さえ断ち切る日本刀だ。そんな青銅の斧など物の数ではない」

　チャキッと刀を返して、陽光に煌きらめかせて巨漢へと見せつける。

　とはいってもこれは勇斗が打ったものではなく、《雷いかずち》の宗主パトリアークステインソールとの戦いの折、以前までの刀を紛ふん失しつし、その代わりとしてイングリットに作ってもらった刀である。

　まだ使用して間もないのだが、手に吸い付くようによく馴な染じむ。さすがはかの《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のルーンを持つ名工が、まさにジークルーネのためだけに全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて打ち鍛えたものだった。

「ぐぬぬう、ちっ！」

　舌打ちとともに、巨漢のエインヘリアルが踵きびすを返す。

　その巨きよ体たいからは考えられないほどに機き敏びんな動きである。いかな自信過剰気味なこの男も、さすがに得物もなしにジークルーネに勝てると思うほど傲ごう慢まんではなかったらしい。

「ふん、今こそ我ら親衛騎団ムスツペルが最も得意とする戦術を見せてやろう！　鏑かぶら矢やを飛ばせ！」

　ジークルーネが叫んで手を前へ振ると、心得たように後方から矢が射放たれ、ブオオオオオオッとけたたましい音を鳴らして集落の右手へと飛んで行く。

「「「「「うおおおおおっ!!」」」」」

　瞬しゆん間かん、その近くにあった森の中から鬨の声が巻き起こった。

　ドドドドッと二〇名ほどの軽装の兵士たちが突っ込んでくる。だがすでに山さん賊ぞくたちは正面に釘くぎ付づけにされており、そちらに割さく人員はない。

　鉄床戦術。防ぼう御ぎよ力りよくの高い兵科によって敵の攻撃と注意を一身に引き寄せ、その隙すきに乗じて機動力の高い別働隊による側面ないしは背面奇襲を行うという《狼》の必勝戦術である。

「よし、我らも突破するぞ！」

「「「「「おおおおおおっ!!」」」」」

　ジークルーネが刀を天に掲げて吼えるや、正面から攻めていた本隊も高らかに鬨の声を上げる。

　集団戦は、士気の高さがなにより勝敗を決する要素となる。

　つまり、いかにして味方の戦意を引き上げ、敵の戦意をくじくか、だ。

　大将である巨漢のエインヘリアルが手も足も出ずに敗走し、その上、別方向からの伏ふく兵へいによって逃にげ場ばさえない。

　山賊たちはたちまち恐慌状態に陥おちいった。もはやこうなれば烏う合ごうの衆も同然である。

　拮抗していた天てん秤びんはたちまち傾き、集落の中へと親衛騎団ムスツペルが続々と雪崩れ込んでいき、陣じん地ちを制圧していく。

「ここまでだな」

　そしてついに、ジークルーネたち親衛騎団は、巨漢のエインヘリアルすなわち山賊の頭を集落の一角へと追おい詰つめたのである。

　彼かれの背後には、切り立った崖がけが下へと続いている。

「最後の機会をやろう。降伏しろ」

「くっ」

　じりっと巨漢は一歩後ずさる。

　その拍ひよう子しに蹴けった小石が、カラカラカラッと音を立てて崖を転がり落ちていく。

　足も踵が半分ほど、宙を踏ふんでいた。

「先さき程ほどの父上への無礼を心から謝罪するなら、許してやらんこともない」

「……へっ、誰かに頭を下げるだなんて御免だね！」

　そう嘯うそぶくや巨漢は軽かろやかに大地を蹴って、ふわりと宙を舞まう。

　後ろに。

　やがてその身体は自然の摂せつ理りに従い、急速に落下する。

「っ！」

　この山に来て初めて、ジークルーネは顔を痛つう恨こんにしかめ、崖のそばに駆かけ寄よって下を覗のぞき込こむ。

　巨漢の男が崖から伸のびていた樹きの枝にぶら下がり、しかしその体重と勢いに耐え切れずバキッと折れる。

　だが、多少はそれで落下の勢いも緩ゆるまったようで、その後、したたかに体を地面に叩たたきつけられていたが、やがてふらふらと立ち上がり、その場から立ち去ろうとする。

「ちっ、逃のがすわけにはいかんな」

　あの巨漢のエインヘリアル、どこまでも我が流りゆうゆえまだまだ未熟ではあったが、天賦の才は十分にあった。何かの拍子に化けるやもしれぬ。

　このまま恨うらみを持ったまま逃がせば、いずれ《狼》にとって無視できぬ災わざわいとなりかねない。

　なにより、勇斗より山賊退治を命じられながら、よりにもよって肝かん心じんの頭を取り逃がすなど、言い訳しようのない失態となる。

　そんな情けない報告を、勇斗にするわけにはいかなかった。

「槍を貸せ！」

　近場にいた見習いから半ば強ごう引いんに槍を奪い取り、ジークルーネはその肢し体たいを崖がけ下したへと投げ出す。

「ああっ!?」

「大女将!?」

　見習いたちが悲鳴じみた叫びを上げる中、しかし、ジークルーネは崖のわずかな足場をきっちりと見み極きわめ、踏み蹴って勢いを殺しつつ落下していく。

　さすがは『最も強き銀狼マーナガルム』の名をこの若さで襲しゆう名めいした麒き麟りん児じであった。

　最後は地面に槍を突き立て速度を十分に殺したところで、体勢を整えひらりと静かに着地してみせる。

「なあっ!?」

　かわいそうなのが巨漢のエインヘリアルである。さすがにまさか追ってくるとは思っていなかったのだろう。その顔が驚きよう愕がくに染まっている。

　しかも、だ。自分が負傷するのも厭いとわず一いちか八ばちかの決死の覚かく悟ごで飛び降りたというのに、相手はまったくの無傷なのだ。

　巨漢のプライドは、もはや完全に崩ほう壊かいしていた。自分は一体何を粋いきがっていたのか。こんな化け物に勝てるわけがない！

「う、う、うわあああああああっ!!」

　恥はじも外聞もなく、悲鳴とともに走り出す。

　ジークルーネは後の西洋に登場する正々堂々を旨むねとする騎き士しではない。

　あくまで戦場で生きる武人である。

　戦場においては背を向けた相手であろうと、容よう赦しやはしない。

　否いや、むしろ追つい撃げきの好機であり、見み逃のがすなどもってのほかだった。

「ふっ！」

　相手はすでに落下で身体を負傷していたようだった。追いつくなどわけがない。

　間合いに捉とらえるや、右から斜ななめに斬り下ろし、返す刀で今度は左から斜めに斬り伏せる。

「ぐあっ！」

　苦く悶もんの声とともに、身体がよろめく。

　そのまま脚あしを踏み外し、巨漢はゴロゴロと斜面を転がり落ちていく。

　やがてバシャァン！　と水音が上がった。

　どうやら下の川に落ちたようである。

「ちっ」

　舌打ちとともにジークルーネが見下ろすと、「×」の字に赤い傷を疾らせた背中がぷかりと水の上に浮かびながら、流されていく。

「これは……さすがにもう追いつけんな」

　川の流れは随ずい分ぶんと激しいようだ。あっという間に山賊頭の身体が小さくなっていく。

　とりあえずかなりの深手は与あたえたし、この寒さだ。

　生き延びられる可能性はほぼ皆かい無むといっていいだろう。

　とは言え、なんとももやっとする終わり方である。

「ふう、やはりわたしはまだまだ未熟だな」

　ジークルーネは反省の言葉とともに剣けんを納め、槍を突き立てた場所へと戻もどる。

「大女将ーッ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　上から遠く、見習いたちの声がした。見上げると、こちらを心配そうに見下ろしている顔が小さく見える。

　ジークルーネも槍を引き抜きつつ、声を張り上げて返す。

「ああ、問題ない。それより、さすがのわたしもこの崖はよじ登れそうにない。毛布や山賊どもの衣服でここまで届くような縄なわを作って垂らしてくれ」

「わかりましたーっ！」

　バタバタと上で人が動きはじめる気配を感じ、ジークルーネはふうっと一息吐つく。

　その瞬間だった。

　全身の毛という毛が総毛立ち、ジークルーネは気がつけば槍を構え、戦闘態勢を整えていた。

　のそりのそりと、それは森の中から姿を現わす。

「ぐるるるるるる！」

　その低い唸うなり声ごえは、身体の芯しんにまで響いてきた。

　最初に視界に入ってきたのは、炎ほのおのごとく爛らん々らんと殺気に荒あらぶる紅あかい瞳ひとみであった。

　次に目に留まったのは、灰色。今、ジークルーネ自身が身につけている、『最も強き銀狼マーナガルム』に受うけ継つがれてきた外がい套とうと全く同じ色。

　そして、獅子や虎と見間違わんばかりの巨大すぎる体躯！

「大狼ガルム……っ！」

「ぐるる……がああああああああああっ!!」

　戦せん慄りつするジークルーネに、巨狼は咆ほう哮こうとともに飛びかかった。







　……。

　…………。

「これほどとは、な……」

　ジークルーネは完全に追い詰められていた。

『狼の中で最も優れたるものガルム』

　ヒミンビョルグ山脈にのみ棲せい息そくするという、ユグドラシルで最大級の体躯を誇る大おお型がた肉にく食しよく獣じゆうだ。

　成せい獣じゆうの体重は、実に三〇〇バル（約一五〇キロ）以上！

　その力は木々をへし折るほど強力無比にして、動きはその巨きよ躯くからは想像もつかないほどに俊しゆん敏びんを極める。

　この獣を倒たおすことは、ユグドラシルにおいて最高の武人の栄えい誉よの一つとされていた。

　だがそれは、翻ひるがえって凄すさまじい難事であることを示している。

　倒すには、数十人の兵を率い、遠目から矢や槍を射掛け、弱らせてから戦うのが常道とされていた。

　無傷の状態のガルムと一対一で戦うなど、もってのほか、自殺行為に他ならない。

　その絶望的と言える状況に、ジークルーネは期せずして立たされていた。

「ぐるる……」

　ガルムは唸りながらのっそのっそとジークルーネの周りを歩き、ジークルーネもそれに合わせて身体の向きを変えていく。

　ダンッ！　唐とう突とつにガルムが逆方向へと跳とぶ。

　ゆっくりな動きに目が慣らされていただけに、余計に速く感じる。

　わずかに反応が遅おくれる。

　ジークルーネが慌あわてて振ふり向むきざまに刀を振るう。

　もはやガルムの姿を見てすらいなかった。見ていたらとても間に合わないと、《月を食らう狼ハテイ》の恩おん恵けいである直感が告げていた。

　だが、ガルムはそれすら咄とつ嗟さに後ろ足で大地を蹴って飛び上がってかわす。

　そしてそのままジークルーネへと襲いかかる。

「くっ！」

　ジークルーネは咄嗟に横っ飛びして襲撃をやりすごす。

　逃げざまに牽けん制せいの一撃。

　飛びかかろうとしていたガルムが、グッと前まえ脚あしを突っ張って急停止する。

「はあっ！」

　止まったならば好都合、とばかりに今度は自分から踏み込み、大上段から振り下ろしの一いつ閃せん。

　本気も本気、ジークルーネの渾こん身しんの一撃である。

　だがガルムは彼女よりはるかに疾はやかった。

　紫し電でんの動きで横に跳んで回かい避ひし、その隙をついて再びジークルーネに飛びかかってくる。

　その爪つめを、なんとかギリギリのところで日本刀の腹の部分で受け止めるも、　その圧あつ倒とう的てきな重量までは、いかなジークルーネも支えきれない。

　このまま押し潰されては一巻の終わりである。

「ふっ！」

　なんとか柳の技法でいなし、横よこ薙なぎの一閃。

　しかしそれもかすりさえしない。

　あっという間にガルムはジークルーネの間合いの外へと飛とび退すさっていた。

「このままではジリ貧、だな」

　とにかく身体能力が違いすぎる。

　正直、虎心王ドールグスラシルを相手に戦っているような感覚である。

　恐おそろしく動きが迅はやい上に、野生の勘かんとでも言うべきか、こちらの攻撃に対する反応が尋じん常じようではない。

　おかげで、ジークルーネはまだ一撃さえガルムに打ち込むことが出来ずにいた。

　最初の攻こう防ぼうで負った太ももの負傷も痛かった。

　傷自体は深くはなく致ち命めい傷しようには程ほど遠とおいが、傷そのものではなく、動きを制限されることが痛い。

　この獣相手には、ほんの一いつ瞬しゆんの動きの遅れが、致命的となり得る。

　今のところなんとか紙かみ一ひと重えで相手の攻撃をかわしてはいるが、正直、これ以上はとても自信がなかった。

「とは言え、こんなところで死ぬわけにはゆかん」

　呼吸を整えつつ、ジークルーネは冷静につぶやく。

　危機に陥った時こそ、心を冷たく研とぎ澄すませる。心を乱せば、活路を失うのみだからだ。

　それが武人の心得である。

「まだ修練の途と上じようではあるが、もはやこれしかない、か」

　ジークルーネはいったん大きく後ろに飛びすさり、大狼ガルムとの距きよ離りを取る。

　そしてチンッと刀を鞘さやに納め、柄に手を添そえたまま腰を落とす。

　世界でも類を見ない、日本独特の伝統剣術、居合の構えだった。

「ぐるる……」

　のそりのそりと、またガルムが距離を詰めてくる。

　所しよ詮せんは獣である。ジークルーネが武器を納めたことを、ただ単純に好機と踏んだようだった。

　やがてジークルーネの間合いへと足を踏み入れ――

　――ようとした瞬間、後ろに大きく跳ね跳ぶ。

「ふん、獣なりに我わが必殺の気合を感じ取ったか」

　その顔に汗あせの珠たまをいくつも浮かべながら、ニヤリとジークルーネが壮そう絶ぜつに口の端を吊つり上あげる。

　あのまま不用意にこちらの間合いに入ってくれば、まさしく電光石火の一撃をお見み舞まいしてやるつもりであった。

　そしてそれをしっかりと感じ取っているのだろう、ガルムが右へ左へと素す早ばやく跳び、こちらの隙をうかがい始める。

　あくまで間合いの外で。

　だが、いかにガルムが化け物じみた敏びん捷しようさを誇ほころうと、所詮はジークルーネの領域を囲む円の動きであり、こちらは点で向きを変えるだけだ。常に正面から向き合い、見失うことはない。

「ふぅぅぅぅぅ」

　ジークルーネは静かに、しかし鋭するどく、殺気を丹たん念ねんに練り上げ研ぎ澄まし、視線に込めてガルムへと叩きつける。

「ぐぅぅ、があああっ！」

　途と端たん、威い嚇かくするようにガルムが吼えた。

　つまり、それだけジークルーネに恐怖を感じたということだろう。ガルムは完全に攻せめあぐねているようだった。

　まさしく狙い通りである。

　居合とは、敵を殺すための技術にあらず。

　磨みがきに磨き上げた百錬不ふ屈くつの心しん魂こんによって、相手を威い圧あつし、戦うことなく退ける。

　かつて、《爪》の宗主パトリアークボドヴィッドを弟分に迎むかえるにあたり、控ひかえ目めながら反対を表明したジークルーネに対し、勇斗が教えてくれたのが、この居合の極ごく意いであった。

「人の言葉などわかるまいが……このまま去るのならばわたしは追わぬぞ？」

　つとめて低く、冷たい声で問いかける。

　ジークルーネはガルムに恨みがあるわけでもない。

　確かにガルムに勝利することは武人のこの上ない誉ほまれであるが、それも別段興味はない。

　彼女の剣も、盃さかずきも、身も心も、全すべては父である勇斗に捧ささげたものだ。

　その父が命じた山賊の退治はもうすでに済んだ。

　後は五体満足で山を降りることが彼女の最優先事項である。

　逆に言えば、ガルムに勝って栄誉を手に入れたとて、身体のどこかを損傷し今後父の役に立てぬ身体になっては、それはジークルーネにとって敗北と同義であった。

　ゆえに、これ以上の戦いを避さけ、この場から立ち去ってくれれば万ばん々ばん歳ざいだったのだが、

「ぐるるっ！　ぐるるるるっ！」

　どうやら、そうは問屋がおろしてはくれないらしかった。

　ガルムは頭をかがめ、腰を浮かし、引く気のなさを表すかのように前傾姿勢を取る。

　何がここまでガルムを駆り立てるのか。

　飢うえか。

　大狼としての誇りか。

　それともまだなお、ジークルーネごとき倒せるという確固たる自負か。

「是ぜ非ひもなし」

　引いてくれぬ以上、ジークルーネとしても戦うより道はない。

　銀色の狼と、大狼。

　生き残れるのはただ一頭のみ。

　ならばジークルーネはこの一刀に全てを込めるのみである。

　しばし、二頭の狼は睨にらみ合あいを続け、

「っ！」

　唐突に、ジークルーネの第六感がガルムの気の昂たかぶりを捉える。

　次の瞬間、ダンッ！　とガルムが後ろ脚で大地を蹴っていた。

　刀を抜き放ちたくなる衝しよう動どうを、ジークルーネは必死に堪こらえる。

　まだだ。まだ早い。

　もっと引きつけなくては、ガルムは即そく座ざに反応し、かわしてしまう。

　開いたアギトが、鋭く尖とがった大きな牙きばが、近づいてくる。

　その動きが、今までに比べ、随分とゆっくりに見えた。

　実際の時間にすれば、一秒にさえ満たぬ刹せつ那な。

　だが、ジークルーネにとっては狂くるおしいほどの長い時間。

　ついにガルムの体躯が、ジークルーネが設定した領域内へと侵しん入にゆうする。

「破っ！」

　まさに乾けん坤こん一いつ擲てきの気合とともに、ジークルーネは刀を抜き放つ。

　感覚がいつもと違ちがった。

　身体が思うように動いてくれない。緩かん慢まんもいいところだ。

　空気が、ずしりと重かった。

　まるで水の中を動いているのではないかと錯さつ覚かくするほどである。

　だが、実のところ、ジークルーネの動きは決して遅おそくなどなかった。

　否、むしろこれまでで最高の速度であったと言っていい。

　研ぎに研ぎ澄まされた集中力が、ジークルーネの時間感覚を一気に加速させていたのだ。

　その証しよう拠こともいうべきか、やがて刀の切っ先にさらなる抵てい抗こうを感じた。

　これまでまったく届くことのなかったガルムの肉の感かん触しよくだ。

　ジークルーネはわずかに柄を握る手に力を込める。

　だが、入れ過ぎもしない。

　力よりも、ただ理想の刀線刃筋を綺き麗れいになぞることにのみ、神経の全てを集中する。

　正確に、わずかのズレもなく、丁てい寧ねいに、丁寧に。

　そうして振り抜いた瞬間、ジークルーネの加速は解け、代わりに時間が一気に加速を始める。

　ピシッ！　ブシュウウウウウッ！

　ガルムの胸に紅い線が疾り、鮮せん血けつが噴き出した。

　殺やった。

　と、ジークルーネが確信した瞬間だった。

「ぐるあああああああああっ！」

「なっ!?」

　会心の手応えだった。

　にもかかわらず、ガルムにはまだ息があり、怒いかりの咆哮とともにその鋭い爪を振り下ろしてくる。

　再び、ジークルーネの精神が加速する。

　それでも、肉体まではその加速についてきてはくれない。

　振り抜いた刀を返していては、とても間に合わない。

　脳のう裏りには走そう馬ま灯とうのように様々な勇斗の笑え顔がおが浮かび――

　こんなところで死ねるかっ！

　心の叫さけびとともに咄嗟に左腕でもう一本の刀を抜き放つ。

　これまで幾いく度どとなく窮きゆう地ちにおいてジークルーネの命を救ってくれた、勇斗が打ち鍛えてくれた刀を！

　今回もまた、この刀がジークルーネを護まもることとなった。

　ガキンッ！　と半分ほど抜いた状態の勇斗の刀が、ガルムの爪を受け止める。

　衝しよう撃げきに弾はじき飛とばされそうになったが、何とか踏ん張る。

　やはり敵も居合の一撃で相当、弱っているようだった。万ばん全ぜんの一撃だったなら堪えられず最初の時のように吹き飛ばされていたことだろう。

「はあああああああああああっ！」

　最後の力を振り絞った裂れつ帛ぱくの咆哮とともに、ジークルーネはイングリットの刀を返し、ガルムの脳天へと振り下ろし――

　ついにその息の根を止めた。







「はあ……はあ……はあ……はあ……」

　息も絶え絶えに、ジークルーネは刀を構え、ガルムを見下ろす。

　戦いにおいて最も重要な事は、勝利の後も戦場に心を残すことである。

　彼かの女じよの目の前には、頭部を真っ赤に染めたガルムが横たわっている。すでにその瞳には意思の光はない。

「ふう……」

　ようやくその死を確信し、ジークルーネは戦闘態勢を解き、刀を鞘へと納める。

　瞬間、ぶわっと疲ひ労ろうが全身に押し寄せてきた。時間にすればそれほど長く戦っていたわけでもないのだが、死の恐きよう怖ふ、そして極度の精神集中が、彼女の心身に尋常ならざる消しよう耗もうをもたらしたようだった。

「なんとか生き残れた、な……」

　本当に、ギリギリの勝負であった。

　ほんの少し何かがズレていたら、ここに骸むくろを晒さらしていたのはジークルーネのほうだったろう。

　勝てたのはただただ運と、

「また、父上に助けられた」

　ジークルーネはゆっくりと勇斗に打ってもらったほうの刀を抜き放ち、陽光に透すかす。

　度たび重かさなる激げき闘とうをくぐり抜けてきたにもかかわらず、その刀身はなお背筋がゾクゾクとするほどに美しかった。

　もちろん、戦いのたびに研ぎに出しているおかげもあるのだろうが、刃金の強きよう靭じんさにただただ感嘆する。

　それに引ひき換かえ、我が身のなんと未熟なことか。

『居合とは人に斬られず人斬らず、なすことなきを勝ちと知るべし。

　居合とは人に斬られず人斬らず、斬りて勝つとは遅れなりけり。

　居合とは人に斬られず人斬らず、己おのれを責めて平らかの道。

　居合とはへちまの皮のだん袋ふくろ、身はすっかりとしてどっちやら。

　抜かば斬れ抜かずば斬るなこの刀、ただ斬ることに大事こそあれ』

　勇斗から教えられた居合の心得をつづった道歌である。

　戦わずに制することが出来なかった時点で、まず未熟である。

　これが彼女の敬愛する偉い大だいなる父ならば、その類たぐい稀まれなる覇は気きによってガルムの戦意をねじ伏せ平へい伏ふくさせていたことだろう。

　虎心王ドールグスラシルステインソールであったならば、圧あつ倒とう的てき戦力差を見せつけることで、ガルムも勝機を見出せず立ち去ったかもしれない。

　ジークルーネはまだその域には届かなかった、ということだ。

　さらに言えば、一度刀を抜いたならば、必ず仕留めねばならぬのにそれも敵かなわなかった。

　まったくもって、居合の理想には程遠い。

「だが、お前のおかげでわたしは一段強くなれた気がする。これでより一層父上のお役にも立てよう。礼を言う。せめて安らかに眠ねむってくれ」

　ガルムの亡なき骸がらに、ジークルーネは深々と頭を下げる。

　勇ゆう敢かんにして精強なる戦士には、敵味方問わず最大限の敬意を払はらう。それがジークルーネの流りゆう儀ぎである。

　たとえ人でなかろうと、それは変わらない。

「さて、とりあえずどこか休める場所を探さねば、な」

　ひとしきり黙もく祷とうも済んだところで、ジークルーネは辺りを見み渡わたす。

　救きゆう援えんが来るまでどれだけかかるかわからない。体力も限界が近い。せめて雨風ぐらいはしのぎたいところだ。

　運良く、崖の一箇所に洞ほら穴あながあった。

　あそこならば身体も休められるし、救援が来てもすぐ反応できそうだ。

　ジークルーネが重たい身体を引きずり、洞穴に足を踏み入れると、

　きゃんきゃん、くぅーん……

　子犬のような可愛かわいらしい声が周囲の壁へき面めんに反はん響きようしていく。しかしその声は、どこか弱々しい。

「そういう、ことか」

　どうやらここは、ガルムの巣穴のようだった。五頭ほどのガルムの赤ちゃんが、身体を寄せ合い丸まっている。

　吠ほえているのは、一頭のみだった。他ほかの四頭は身動きさえしない。

　眠っている……のではなく、息絶えている。

　おそらくは飢えて。

「っ！　う～～～っ！」

　親以外の存在に気づき、唸うなり声を上げる仔こガルム。

　ジークルーネの心に、なんとも後味の悪い苦いものが広がる。

「戦の習いとは言え、倒さねばわたしが倒されていたとは言え……すまんな」

　その瞳に憐れん憫びんと悔かい恨こんをにじませてジークルーネはしゃがみこみ、そのまだ生きている仔ガルムを抱き上げる。

　仔ガルムは抵抗するが、その力はあまりにもか弱い。赤あかん坊ぼうというせいもあるが、やはり飢えて弱っているのだろう。

「こんなものしかないが、飲むといい」

　腰に括くくりつけた羊の胃い袋ぶくろの水すい筒とうを、仔ガルムの口に添える。

　中には山や羊ぎの乳が入っている。牛乳よりも栄養価が高く、またなにより消化が良く、赤ん坊の身体にも優やさしいはずだ。

　胸の中で貪むさぼるように喉のどを鳴らす仔ガルムに、ジークルーネの心に何とも言えない感情が生まれた。

　この仔は自分が守らなくてはならない。

　それがこの仔の親の命を奪った自分の責任だ、と。

　自分がもっと強ければこの仔ガルムから親を奪わずに済んだのに、と思わずにはいられなかった。

　いや、やはり戦いは避けられなかっただろう。仔の命がかかっていたのだ。親として引けまい。

　さりとてジークルーネもまだ死ぬわけにはいかなかった。

　どうしようもないことだった。

　そう割り切ろうとするも、心にわだかまりが残って消えてくれない。

「くぅ～ん」

　水筒の中身を全部飲み干したらしく、仔ガルムがお代わりをねだるようにジークルーネの頬ほおを舐なめる。
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　どうやら食べ物を与えたことで、多少なりとも警けい戒かいが解け、なつかれたらしい。

　それがまた、ジークルーネの心をキュッと締しめ付つける。

「お前の親は、立派な戦士だった。だからおまえも、親に負けない立派な戦士になれ。それまではわたしがお前の面めん倒どうを見よう」

　言って、ジークルーネは仔ガルムの前脚の脇わきを掴つかみ、掲かかげる。

　どうやら、男の子のようである。

　泣き笑いのような表情を浮うかべ、ジークルーネは告げる。

「名前を、付けてやらねばな。ふむ、戦いの狼ヒルドールヴ……というのはどうだ？」







INTERLUDE 3







「では私はここで。良き旅を。リーファ様」

　グラズヘイムの正門を抜けしばらく行ったところで、ファグラヴェールは馬車を降り、先程までの興奮ぶりとは打って変わって寂さびしげな表情を見せてくる少女に一礼する。

「や、やはり付いてきてくれぬのかえ？」

「リーファ様のご不在を隠かくすため、やらねばならぬことが多々ございますれば」

「そ、そうか。それでは仕方ないな」

「ご安心ください。私の代わりとしてエルナとスィールを護衛に付けます。二人ともエインヘリアルで腕うでは確かです。また女性でもありますので、なんでもお気軽にお申し付けください」

「おお、何から何まで……。この恩は終生忘れぬぞ、ファグラヴェール」

　感かん極きわまったらしく、リーファの双そう眸ぼうにじわっと涙なみだの珠が浮かぶ。

「勿もつ体たいないお言葉です。私は臣として当然のことをしたまで」

「……妾わらわの結けつ婚こん式しきにはぜひ来てくれ。最上の席を用意する」

「はっ。リーファ様の花はな嫁よめ姿すがたはきっと天上の神々さえ見み惚とれるほどでありましょう。それを間近で見られるのは、何よりの褒ほう美びにございます」

「出来るなら、おぬしを婿むこにしたかったのじゃが、な」

「お戯たわむれを。私にその資格がないことはご存知でしょう」

「それでも、アレよりはよっぽどましであろうよ」

　嫌けん悪おにその顔を歪ゆがませて、吐き捨てるようにリーファは言う。高貴な身分の者にはあるまじき仕草である。よほどその将来の婿が嫌きらいらしかった。

　それでも、彼女はこの結婚を断ることはできない。好むと好まざるとにかかわらず。

　いわゆる政略結婚である。

「まあ、神帝テイウダンスの血を手に入れるためとは言え、彼奴きやつもこんな醜いできそこないを抱かねばならぬのだからお互たがい様さまよな」

「そ、そんなっ！　リーファ様はとてもお綺麗であらせられます！」

　くつくつと自らを嘲あざけるように嗤わらうリーファに、ファグラヴェールは声を荒らげる。

　リーファは愛いとおしそうに、それでいてどこか妬ましそうにファグラヴェールを見つめ、

「おぬしが言っても嫌いやみにしか聞こえぬわ。ではさらばじゃ。世話になったな」







ACT 3　fly me to the moon







『んじゃ、またな、美み月つき』

「うん、おやすみ、勇くん」

　ささやくように言って、志し百も家や美月は終しゆう了りようアイコンをタップする。途端、シーンと部屋を静せい寂じやくが支配し、なんとも言えない物もの寂さびしさが美月の心を締めつけた。

　ベージュ色の壁かべ紙がみにピンクの可愛らしいカーテン、タンスやベッドの上には狼をデフォルメした可愛らしいぬいぐるみが鎮ちん座ざしている。

　勉強机の上には、そのいかにも女の子然とした部屋の雰ふん囲い気きにそぐわぬ錆さびて古ぼけた骨こつ董とう品ひんが置かれている。

　勇ゆう斗とがユグドラシルへと迷い込む原因となった、月宮神社に奉ほう納のうされていたあの御神鏡だった。

　中学生の女子が真夜中に出歩くなどということを許す親は、そうそういないだろう。だが、勇斗とは連れん絡らくを取り合いたい。そこで神社から鏡を拝借してきたのだ。

　とは言え、別に窃せつ盗とうというわけでもない。

「ほんと奇き妙みような縁えんよね」

　鏡を手に取りつつ、しみじみと美月はつぶやく。

　鏡を貸して欲しいと頼み込もうと神社の管理者を調べてみたら、なんのことはない、美月の祖父だった、というオチだったのである。

　実は志百家の家は、古くからこの地域の神事を司つかさどってきた由緒正しい家いえ柄がらで、月宮神社の宮ぐう司じを代々務めてきたのだという。

　寝ね耳みみに水みずな事実である。美月の父はごくごく普ふ通つうのサラリーマンとして日夜働いており、そんな素振りなどまったくなかったのだから。

　なんでも戦後の混乱期、寂れた神社の宮司などでは食べていけず、祖父の代で廃はい業ぎようしてしまったのだとか。

　それでも、れっきとした鏡の所有者であることは間ま違ちがいない。たった一人の孫を溺でき愛あいしていた祖父は、美月の頼みを一も二もなく了りよう承しようしてくれたのである。

「やっぱりこれ、明らかに《妖精の銅アールヴキプフアー》製、よね」

　今は部屋の明かりのせいで分からないが、電気を消せば月明かりを浴びてぼうっと仄ほのかに光を帯びるのは確認済みだ。

　勇斗から聞いている《妖精の銅アールヴキプフアー》の特とく徴ちようと一いつ致ちする。

「あーもう！　由来が気になるなぁ」

　ボスボスッとクッションをベッドに叩たたきつける。

　祖父にしても、古くから伝わっている鏡というだけで、どのような経けい緯いで美月の一族がこの鏡を所有することになったのかはわからないらしい。

　美月のいる二一世紀の現代にはなく、勇斗のいるユグドラシルにのみ存在する物質で造られた鏡。

　それがなぜ、日本の月宮神社に伝承されているのか。

　この謎なぞが解ければ、いつどことも知れぬ正体不明のユグドラシルという世界に大きく近づけるのではないか。

　根こん拠きよはまったくないのだが、最近の美月はそんなことをよく考えるようになっていた。







　志百家美月は、市立八はち尾お中学の三年生である。

　身長一五五センチ、体重四六キロ。部活動には所属しておらず、学業・運動ともに中の上程度、特に取とり柄えと言えるものもなく、どこにでもいるごくごく普通の女の子だ。

「いやいや、そう思ってるのはあんただけだって」

　昼休み、向かいの席に座すわる少女がなんとも呆あきれた声で言うや、ビシッと美月の平均より随ずい分ぶんと豊かな胸に水平チョップを決める。

「くっ、弾はじき返かえされた、だと！　美月、やはり恐ろしい子！」

「もうっ、瑠る璃りちゃん！」

　オーバーアクション気味にのけぞる友人に、美月は胸を押さえつつ顔を赤らめる。

　彼女の名前は高たか尾お瑠璃。小学校三年から腐れ縁が続いている美月の友人である。

　胸は、ない。

　これでもかというほど、ない。

　口さがない男子からは、「大平原の小さな胸プッシュブゥーブズ」とからかわれるほどに、ない。

　彼女の尊敬しているという従姉いとこも、優ゆう秀しゆうなる頭脳、卓たく抜ばつした運動神経、類稀なる美び貌ぼうに恵めぐまれながら、胸だけはないらしい。おそらくは家系なのだろう。

「くっ、この、このっ！　よこせ！　あたしにも少しでいいからよ～こ～せ～っ！」

　ガバッと襲おそいかかるように瑠璃が胸を揉もみしだいてくる。

「ちょっ、瑠璃ちゃ、あんっ、もう！」
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　美月は慌てて両手をクロスさせて胸を押さえガードを固める。

　瑠璃としてはほんの冗じよう談だんのつもりだとわかってはいるのだが、クラスの男子たちの視線が集中しているのがわかる。恥はずかしくて顔から火が出そうだった。

「……あっ、ごめん。つい」

　瑠璃も視線に気づいたようで、ばつが悪そうにポリポリと頭を掻かいて謝あやまる。

　悪い子ではないのだが、少々、考えなしでその場のノリで動くところがあるのだ。このあたりは本人曰いわく、従兄いとこに似たらしい。

　……家系のせいにばかりするのはよくないと、なんとなく思った美月である。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。でも、そんなにいいものでもないよ？　今みたいに男子からは嫌いやな目で見られるし、肩かたも凝こるし」

「それでも！　それでも……っ！　これは我が一族の悲願なのよっ！」

「一族なんだ!?」

　バンバンと机を叩いて熱弁する瑠璃に、美月は乾かわいた笑えみを浮かべつつ返す。

　瑠璃は確かに胸こそないが、キレイ系の整った顔立ちをしており、この明るく親しみやすい人ひと柄がらもあって男子からはかなり人気がある。

　何回か告白に呼び出されたことも伝え聞いている。

　そこまで気にしなくてもいいのに、と美月は思うのだが、周りが成長し始める中、自分だけ置いてきぼりと言う状じよう況きようではやはり焦燥感があるのかもしれない。

「だから教えて、胸が大きくなる秘ひ訣けつを！　神様仏様美月大明神さま～！」

「あっ、あたしも聞きたーい」

「あたしもあたしも～」

　卓たくを囲むグループの女子たちからも、同意の声があがる。

　美月たちは中学三年生。やはり年とし頃ごろの女の子には気になる話題のようだった。

「そんなこと言われても……特に何かしてるわけじゃないし」

　美月は困こん惑わくに表情を曇くもらせる。

　だが、瑠璃は納なつ得とくしないようだった。

「異議あり！」

　瑠璃がビシッと手に持っていた箸はしを美月へと突つきつけ、続ける。

「中三でそれは遺伝だけとは考えられない！　そこであたし考えた。身体を作るのは食べ物よね！」

「え、あ、うん」

「というわけで……いただき！」

「あーっ！」

　電光石火の動きでひょいぱくっと美月の弁当箱から玉子焼きを強ごう奪だつしていく瑠璃。

　瑠璃はもぐもぐとその味を堪たん能のうした後、目ま蓋ぶたを閉じほうっと恍こう惚こつの吐と息いきをつく。

「やっぱり美月のお弁当は美味おいしいわ♥　また腕を上げたねぇ」

「へえ、どれどれ」

「あっ、あたしも食べたーい」

「あたしもあたしも！」

「えっ！　ちょっ、みんなっ!?」

　ひょいひょいひょいっと三方向から伸のびてくる箸に、美月は対処できずおろおろとされるがままにおかずを奪うばわれてしまう。

「うん、さらに美味しくなってるね」

「うわ、なにこれウマ！　美月の初めて食べたけどなにこれ!?」

「ほんと激ウマ。このお弁当、お母さんじゃなくて、美月が自分で作ってるんだよね？」

「え、うん、そ、そうだけど。え、えへへ、そんなに美味しい？」

　美月は照れたようにはにかむ。やはり自分の作ったものが美味しいと褒ほめられるのは悪い気がしなかった。

　自分でもちょろいなと思うが、おかずを取られたことぐらい、これだけで十分すぎるほど許せた。なんだかんだで後で、各自、自分のお弁当からおかずを返してくれるのはわかってもいたし。

「うんうん、これが恋こいする乙女おとめの底力か。美月、やはり恐おそろしい子……っ！」

「ちょっ、瑠璃ちゃん!?」

「あーっ！　噂うわさの幼おさな馴な染じみくん？　よっぽど好きなんだねぇ」

「一つ上、だっけ？」

「遠くに行っちゃった子のためにここまで……美月ってば一いち途ずだ～」

「ううううううっ……」

　囃はやし立たてられ、真っ赤な顔で美月はうなだれる。

　その裏では、顔も知らぬその幼馴染とやらに、殺意と嫉しつ妬との炎ほのおを燃やす男子が二桁けたを数えていたが、それはまた別の話である。







「もう、瑠璃ちゃん！　あんまり学校では勇くんのこと言わないでって言ってるでしょ」

　放課後、美月はぷっくりと頬を膨ふくらませて友人に抗こう議ぎしていた。

　まだ時刻は午後四時を過ぎたあたりだが、さすがに一二月となると陽が落ちるのがとにかく早い。

　西の空に沈しずむ夕日が、田園と瓦かわら葺ぶきの日本家屋が連なるいかにもな田舎いなか景色を赤く染め上げている。

　とは言え、道路はしっかりとアスファルトで舗ほ装そうされているし、家屋にはエアコンの室外機や衛星放送用のアンテナ、庭には自動車が置かれるなど、現代の面おも影かげも少なからず散見されたが。

「変に説明を求められると、ほんと困るんだからね」

　彼女の幼馴染――周す防おう勇斗は異世界ユグドラシルに飛ばされ、今はその地で王様をしている。

　なんてことを口外すれば、一発でイタい子扱いになることは明々白々である。それは二年半前に痛いほど思い知らされている。

　女子社会というものはただでさえ、男子に比べ世せ間けん体ていが重要視される。周りから白眼視されるのは、もう懲こり懲ごりだった。

「んー、タマちゃんさ、池田くんのことが好きみたいなんだよね」

「？　いきなり何の話？　池田くんって、同じクラスの池田くん？」

　つながらない脈みやく絡らくに、美月は首を傾かしげる。

「うん、その池田くん」

「へえええ、そうだったんだぁ。そっかそっか。応おう援えんするよ～」

「でも、池田くんはあんたのことが好きっぽいのよね」

「えっ!?　うぇっ!?　えええええええっ!?　困る！　それすっごく困るよぉ！」

「うん、だから先手を打って、あんたにゃ好きなヤツがいるって牽けん制せいしたってわけ」

「あっ……」

　ようやくピンと来る。

　だからタマちゃんは、「あーっ！　噂の幼馴染くん？」だの、「遠くに行っちゃった子のためにここまで……美月ってば一途だ～」だのと騒さわいでいたわけか、と。

　池田くんにあえて聞かせて、諦あきらめさせるために。

「美月はけっこう鈍にぶいとこあるから、ほんとあたしゃ心配だよ」

「……ありがとね、瑠璃ちゃん」

「どういたしまして。振ふられるのもいやだけど、振るのだって嫌なもんだしねぇ」

「うん」

　それだけじゃないことも、さすがに美月も女なので気づいていた。

　瑠璃は池田くんからだけではなく、タマちゃんからも美月を守ったのだ。ひいてはグループの調和も。

　実際に池田くんが美月に告白していれば、受けようと受けまいとタマちゃんは美月への心証を悪くしていただろうし、グループの空気もギスギスしたものになっていたかもしれない。

　気づかぬうちに自分は、地じ雷らい原げんに足を踏ふみ入いれていたらしいと今いま更さらながらにぞっとする。

　恋が絡からむ時、女の友情ほど当てにならぬものはない。

「まったく。こんなモテる可愛い健けな気げな幼馴染放っぽらかしおって。とっとと帰ってきやがれってのよ」

　ピシッと胸の前で拳こぶしと手のひらを打ち合わせつつ、瑠璃。

　主語が抜ぬけているが、美月の幼馴染のことなのは言わずもがなであろう。実際に帰ってきたら、一発ぐらい殴なぐりそうな勢いである。

「勇くんだって帰ろうと一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってるんだから、そんなこと言っちゃダメだよ～」

「どうだか。周りに可愛い子侍はべらしてウハウハしてるみたいじゃない」

　ハンッと瑠璃が憎にく々にくしげに鼻を鳴らす。

　瑠璃にだけは、美月は勇斗の現げん況きようを話していた。大人が誰だれも信じてくれない中、彼女だけは美月の言葉を信じ、真しん摯しに聞いてくれていた。

　以来、美月にとって瑠璃は一番の親友となっている。

「あはは。……写メ送ってもらったんだけど、みんなみんな美人さんなんだよね」

　乾いた笑いの後、どよ～んと暗い顔で沈み込む美月。

　勇斗自身はあくまで子分や妹分だ、と言い張ってはいるが、恋する乙女としてはやはり心配になる。

「で、でも、あたしは勇くんのこと信じてるから！」

「お互い想おもいを告白しあったわけでもないのに？」

「うぐっ！」

　痛いところを突かれ、美月は言葉に詰つまる。

　良くも悪くも、瑠璃は思ったことをはっきり言う娘こなのである。

「そ、その、帰ったら言ってくれる……はずだもん」

　電話越しでも、勇斗が自分のことを憎にくからず想ってくれていることは気づいている。

　そして、あえて決定的な言葉を口にしないよう自分を律していることも。

　なんだかんだで責任感の強い幼馴染のことだ。

　帰れるかどうかまだ定かでない内に美月を縛しばるわけにはいかないとか、そういうことを考えているのだろう。

　彼かれなりのけじめなのだとわかってはいるが、正直もどかしくはある。

「言うかなぁ？　けっこう昔むかし気質かたぎなヤツなんでしょ？　昔の日本の男って相当な恥ずかしがりだよ。うちの死んだ祖父じいちゃんとか祖母ばあちゃんに愛してるって言ったの、今いま際わの際きわの一度きりらしいし」

「それはそれでとても幸せなご夫ふう婦ふに思えるけど」

　何十年と連つれ添そって、それでも最後まで相手のことを愛していられるというのは、とても素す敵てきなことのように美月は思う。

「いやぁ、祖母ちゃんはどうせ言うならもっと前に言えって、今でもよく愚ぐ痴ちってるよ」

「そ、そうなんだ」

　表情をひきつらせつつ、美月。

　やはり現実はあんまり綺麗には済まない。

　とは言え、言って欲しかった、ということはその祖母も祖父のことをずっと想っていたとも取れるわけで、やはり幸せなご夫婦であったのだろう。

「あと有名所だと、アイラブユーを生徒が『我君を愛す』って訳したら、夏なつ目め漱そう石せきが……」

「あ、それ知ってる。『月が綺き麗れいですね、とでもしておきなさい』ってやつでしょ」

「そうそう。日本人がそんなこっ恥ずかしいこと言うかってね」

「うううっ、なんか勇くん言ってくれない気がしてきたよぉ」

　再び美月は暗い顔でどよ～んと肩を落とす。

　そんな美月の背中を、瑠璃はバァンと豪ごう快かいに張ってみせる。

「だったらさ、あんたから言えばいいじゃない」

「え、えええっ!?」

「そんなに驚おどろくこと？　明後日はクリスマスじゃない。ちょうどいい機会でしょ」

「あう、そうだけど。そうだけどぉ」

　美月は真っ赤な顔でうつむきつつ、言葉を濁にごす。

　いざ自分のこととなると、逢あえない自分が勇斗を縛っていいのだろうか、フェリシアやリネーアといった実際に触ふれ合あえる身近にいる女の子のほうが、勇斗には相応ふさわしいのではないか、なんて考えて足あし踏ぶみしてしまう。

　幼馴染だけあって、こういうところは勇斗と似たもの同士の美月であった。

「やれやれ。そんな調子じゃ、お互い今年も独り者のクリスマスになりそうだ」

「お互いって、瑠璃ちゃんモテるんだから彼かれ氏し作ればいいのに」

「ん～、どうも同い年の男に魅み力りよくを感じないのよね」

　下した唇くちびるを人差し指で押し上げつつ、瑠璃は視線を宙へとさまよわせる。

　その仕草で、美月もなんとなく察する。

　ニヤニヤと底意地悪そうな笑みを浮かべて、美月は瑠璃の顔を下から覗のぞきこむ。

「ふ～～～ん」

「な、なに!?」

「好きなひと、いたんだ。年上の」

「うっ」

　今度は瑠璃が言葉に詰まる番だった。

　その顔にありありと、しまった、と書いてある。

　発覚したからには、やはり問い詰めたくなるのが人情である。古今東西、恋愛話は女の子の大好物だ。美月もその例に漏もれない。

「瑠璃ちゃんにそういうひとがいたなんて、知らなかったなぁ」

「い、いいでしょ、あたしのことは！　今はあんたの……」

「親友だと思ってたのに水くさいなぁ。教えて欲しいなぁ」

「聞いたって面おも白しろくもなんともないって」

「それは聞いた後に判断することだよ」

「～～～っ！」

　じ～～～～っと見つめる美月の視線の圧力に耐たえかねて、瑠璃は一歩また一歩と後ずさる。美月も当然、その度に同じだけ距きよ離りを詰めていく。

「……従兄よ」

　ついに根負けして、瑠璃がそっぽを向いてボソリと答える。

「へえ～。そうだったんだぁ。でもそんなに隠すことないじゃない。従兄妹いとこって確か結婚もできたし」

「もう彼かの女じよいるし。すっごい綺麗な」

「……そっか。片思い中、なんだ」

「……うん」

「その、えっと、あたし、瑠璃ちゃんには色々と愚痴聞いてもらってるし、瑠璃ちゃんも何か溜たまってることあったら言ってね。ちゃんと聞くから」

「うん、ありがと」

　言って、瑠璃はいつもの明るい彼女とは少し違ちがう、寂しげな笑みを浮かべた。

　空気がしんみりとして、なんとなくそれからは二人とも言葉を失い、足音だけが響ひびいていたが、

「あ～！　こんな辛しん気き臭くさいのはあたしのキャラじゃない！」

　唐とう突とつに瑠璃が両りよう腕うでを振り上げ、空に吼ほえる。

　次いで、グリンと凄すごい勢いで美月のほうを振り向き、

「美月！　あんたクリスマス暇ひまよね!?」

「え、あ、うん。……独り者だし」

「よし、じゃあ、うち来なさい！」

「ほえ？」

「サヤ姉……外国に行ってたあたしの従姉のお姉ちゃんが、一年ぶりに今、こっち帰ってきてるのよ。で、ちょうどクリスマスだし、盛大にぱーっとパーティーする予定なの。だからあんたも来なさい！」

「え、そ、そんな家族のうちわの集まりにあたしがお邪じや魔まするのも……」

「いいのいいの。サヤ姉も友達連れてきてるし。パーティは賑にぎやかなのが一番」

「ん～、でも、ん～」

　難しい顔で、美月は考えこむ。

　元々、美月はあまり社交的なタイプでもない。見知らぬ人間に囲まれるというのも疲つかれそうだ。

　お誘さそいは嬉うれしいんだけど……と、断りの言葉が喉のど元もとまで出かかったところで、ふと天てん啓けいのごとく美月の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

「ね、ねえ、瑠璃ちゃん。確かそのサヤさんって、すっごく頭いいひと、なんだよね？」

「え、うん。もうとんでもなくあったまいいよ！」

「えっと、もしかして、だけど、そのひと、考古学とか詳くわしかったりしないかな？」

　別段、確信があって訊きいたわけではない。ちょうど昨夜、御神鏡の由来のことを考えていたから、なんとなくといったところである。

　だが、虫の知らせとはこういうものを言うのかもしれない。

　この単なる思いつきのような問いかけが、美月の、そして勇斗の運命を大きく左右することになるのだ。







　翌朝、美月は早さつ速そく、高尾家を訪おとずれていた。

　クリスマスパーティー中に、長々と相談などできるとは思えない。その点、今日、一二月二三日は天皇誕生日、祝日である。

「いらっしゃい、美月ちゃん。高尾沙さ耶やよ。はじめまして」

　居間に通されると、その昭和チックでレトロな和風空間にはそぐわない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女がいて、ひらひらと手を振っていた。

　血けつ縁えんだけあって、顔立ちは瑠璃によく似ているが、七つ上だけあって、瑠璃には逆立ちしても出せぬ大人の色いろ香かがほのかに漂ただよう。クールビューティーと言う言葉が実によく似合う女性だった。

「は、はじめまして。志百家美月です。今日はよろしくお願いします」

　美月は緊きん張ちように硬くなりつつ、ペコリと頭を下げる。

「寒かったでしょ。とりあえずコタツに入りなさいな」

「は、はい」

　お言葉に甘あまえて、美月はコートを脱ぬいで畳たたんだ後、コタツの中に足を入れた。

　沙耶はそんな美月を興味深げに見つめて、言う。

「幼馴染が過去の世界に飛ばされちゃったんだって？」

「っ！」

　思わず美月が隣となりに座る瑠璃に視線を向けると、彼女は「たはは」と肩をすくめて笑う。

　どうやらこちらの事情をある程度、話して聞かせたようだ。

「……やっぱり、信じてもらえませんよね」

　言って、美月は自じ嘲ちようめいたため息を漏らす。

　藁わらにもすがるつもりで何か手がかりが得られればと勇気を出だして訪れてみたものの、もうすでに心が折れかけていた。

　面白がるような目は、もう二年半前から何度も味わっているが、慣れない。経験上、真しん剣けんに取り合ってくれず、こちらが傷つくだけだった。

「ああ、違う違う。早とちりしないで」

「いえ、いいんです。自分でも荒こう唐とう無む稽けいなこと言ってるってわかってます」

　信じてもらえないのは、二年半前からもう慣れっこだった。警察、学校、クラスメート、両親祖父母、誰も本気にはしてくれない。瑠璃ともう一人を除いて。

　ついさっき会ったばかりの女性に信じろという方が無理なことは美月にもわかっていた。

「ほんと違うんだって。つくづくこういうことに縁があるなって、そう思っただけだから」

「縁……ですか？」

　きょとんとした顔で美月が問う。

　沙耶はまるで昔を思い出すように、クスリと笑みをこぼす。

「ええ、四年ほど前ね。まあ、色々あったのよ」

「はあ……」

「おっと、あたしのことなんかどうでもいいか。今はその過去に行ったって彼のことね。オーパーツって、言葉ぐらいは聞いたことない？」

「その当時の文明の技術や知識では製造不可能な出土品、のことですよね。水すい晶しよう髑髏されこうべとか」

　美月も勇斗がユグドラシルに飛ばされて以来、彼女なりに色々調べている。知らないはずがなかった。

　勇斗が今まさに、ユグドラシルで現在進行形で行いまくっていることなのだから。

「うん、そう。そういうの。意外とね。考古学にはそういうのが少なくないの。シュメール人なんかも、いきなり歴史に登場したかと思ったら、当時の水準をデタラメに上回る高度な文明を築いてて、考古学でも最大級の謎とされていたりするし。神かくしか何かで未来人が過去に行った結果なら、辻つじ褄つまは合う」

「信じて、くれるんですか？」

「そこまでは嘘うそになるから、言えない。でも、非科学的だからって頭ごなしに否定する気もない、って言いたかったの」

　沙耶はじっと美月の瞳ひとみを見つめて、真剣そのものな声で続ける。

「だから、詳しく教えてくれる？　瑠璃からの又また聞ぎきじゃ、やっぱりどうにも要領を得ないのよね。それを訊いてから、信じるかどうか決めるわ」

「……ありがとう、ございます」

　とても誠実な態度だと、美月はこの女性に好感を持った。

　我ながら面めん倒どうくさいとは思うが、安易に信じるなどと言われれば、おそらく今までの経験から適当にお茶を濁そうとしていると勘かんぐってしまっていただろう。

「じゃあ、まずは……そうね。その肝きも試だめしの日のことから話してみて」

「はい、あの時は……」







「青銅器時代の世界ユグドラシル、か。ふ～～～～む」

　顎あごに手を当てて、沙耶は難しい顔で考え込んでいた。

　ちなみに瑠璃はといえば、コタツに下半身を突っ込み、座ざ布ぶ団とんを枕まくらにすぴすぴと寝ね息いきを立てている。

　高尾家を訪れたのは昼過ぎだったが、窓から覗く空は淀よどんだ水色に染まっていた。

　この金きん髪ぱつの女性はその言を破ることなく、数時間にものぼる美月の話を時には何度となく質問をして問とい質ただすほどの熱意を持って真剣に聞き続けた。

　もはやこれだけで、美月にとっては感動に目が涙なみだでにじみそうだった。

　たとえ何のヒントも得られなくても、このひとにはきちんとお礼をしよう。言葉だけではなく、ちゃんと誠意をこめたもので、と心に誓ちかう。

「中学生が作ったにしちゃ、細部まで良く出来ているわね。その世界の人達の暮らしぶりとか特に」

「つ、作ってません！　信じてください、本当なんです！」

　誓った矢先に奈な落らくに突き落とされ、美月は涙目で訴うつたえる。

　そんな彼女の様子に、沙耶はクスリと肩をすくめて言う。

「うん、だから、作ってないって信じるって言ってるのよ」

「あっ……ありがとうございます!!」

　ぱぁっと美月の表情に喜色が浮うかんでいき、次いでブンブンと何度も頭を下げる。

　もう気分としては「お姉様！」と呼びたい心境だった。

「でも、ごめんなさい。その幼馴染がいつどこにいるのか、はちょっと思いつかないわね」

「そう、ですか」

　今日はとことん、気分の上げ下げを繰り返す日らしい。申し訳なさそうに謝る沙耶に、美月は小さく肩を落とす。

　沙耶はトントンと人差し指でコタツを叩きつつ、

「んー、北欧神話に登場するワードがいくつか散見されるけど、あたしの知っている北欧神話とはところどころズレがあるし」

「勇くんもそんなこと言ってました。調べても全然参考にならないって」

「ええ、ただ、いくつか引っかかる点があるのよね」

「引っかかる、ですか？」

「そうね、例えば、その幼馴染くん、『悪評高き狼フローズヴイトニル』って二つ名で呼ばれてるのよね？」

「あ、はい。それが何か？」

「これ、フェンリルの別べつ称しようよ」

「……えっ!?」

　さすがにその名前は、美月も知っていた。

　主神オーディンを食くらう凶きよう悪あくな大狼。北欧神話の中でも、最も有名と言っていいビックネームだ。

「他ほかにも、《力の帯メギンギヨルズ》に《粉砕するものミヨルニル》を持っているっていう《雷いかずち》の宗主パトリアークは、いかにも戦神トールをほうふつとさせるけど、彼を嚢のう沙しやの計で破ったのよね？」

「え、えーっと、多分。とりあえず洪こう水ずい起こして倒たおしたって」

　さすがに計略の名前までは覚えていなかった美月である。

「北欧神話において、トールと三度争あらそったのが、ヨルムンガンドという大だい蛇じや。終末の刻ラグナレクの折には、大量の海水で陸を洗っていく様子が『スノッリのエッダ』には記されているわ」

「え、ええっ!?」

　これまた出てきた大物の名に、美月は目を白黒させる。

　そんな神話級の怪かい物ぶつと、物心付く前からの幼馴染が、どうにも結びつかない。実感が湧わかない。

「ああ、そういえば、まだその幼馴染くんのフルネームを聞いていなかったわね」

「あっ、すみません！」

　勇くんとしか言っていなかったことを、美月はいまさらながらに思い出す。

　慌あわてる美月を、沙耶はバッと手で制して、悪戯いたずらっぽく笑う。

「待って。先にちょっと予想してあげる。多分だけど、『す』で始まって『と』で終わる名前じゃない？」

「え、えええっ!?　周防勇斗だから、確かにその通りですけど、な、なんでわかったんですか？」

「ああ、うん、いかにもな名前ねー」

　うんうんと一人納得したように頷うなずく沙耶だが、美月のほうは完かん璧ぺきに置いてきぼりだ。

「あの……？」

「ああ、フェンリルにヨルムンガンドと終末の刻ラグナレク続きだったから、多分、そうなんじゃないかなって思っただけよ」

「ええっと？」

「まあ、日本人なんだから、あたしのようなハーフとかでもない限り、黒い髪に黒い目よね、その勇斗くん」

「はあ……」

　いまいちピンとこず、美月は首をかしげる。

　沙耶はクスリと笑って、

「北欧神話の終末の刻ラグナレクにはね、『黒い者』って意味の名前を持つ巨きよ人じんが出てくるの」

「っ！　どんな巨人ですか？　や、やっぱり有名なんですか？」

「そうね。負まけず劣おとらず有名だとは思うわよ。終末の刻ラグナレク、馬に乗ったムスッペルを率い、天の架かけ橋はしビフレストを渡わたってアースガルズに攻め込み、九つの世界すべてを焼き尽くした炎の巨人……」

「あっ……あああっ！」

　ようやく、美月も思い至る。

　フェンリルやヨルムンガンドすら上回る、北欧神話最大最強の巨人の名に。

　沙耶も頷いて、厳おごそかにその名を告げる。

「そう、スルトよ」







「周防勇斗が訛なまって、スルトになったってところかしらね。ふむ、美月ちゃんの苗みよう字じの志百家も、スルトの妻シンモラとの近きん似じが見られるわね。こうしてみると、フョルスヴィーズルの言葉が面白いかも。『レーヴァテインと呼ばれるものがあり、それは狡ずる賢がしこいロプトルによって鍛きたえられ、死の扉とびらの下より引ひき揚あげられた。レーギャルンの匣はこの中でシンモラと共に在り、九つの堅けん牢ろうな鍵かぎで固く閉ざされている』……か。さしずめ、レーヴァテインが日本刀かしら？　それとも現代科学？」

　一人沙耶はぼそぼそと呟つぶやきながら推測を続けていた。

　自分の思考に埋まい没ぼつすると、まったく周囲を気にしなくなるあたりはいかにも学者らしい。

　だが、美月としてはそれではさすがに困る。

「す、すいません！」

「あ、ああ、ごめんなさい。なに？」

　困惑気味の美月の声に、沙耶も我に返ったようだった。

「あの、頭がこんがらがって、何がなんだかわかんなくなってきてるんですけど、つまり、勇くんは北欧神話のストーリーをなぞっている……ってことですか？」

　はっきり言って、盲もう点てんもいいところだった。

　色々とズレが大きい、という最初の刷り込みのせいもあって、どうしても北欧神話の精査がなおざりだったことは否定できない。

　そもそも時間も限られている。

　新聞配達のアルバイトを認めてもらう条件が、成績を絶対に下げないことであり、また受験生ということもあって、調べ物は勇斗のサポートに徹てつするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　勇斗に至っては、一日三〇分という時間制限まである。あの過か酷こくな世界で生き残るためには、より実用的なものに手を回すしかなかったはずだ。

「ん～、ちょっと違うわね。北欧神話の原典オリジナルを作っている、というところかしら」

「オリジナル……ですか？」

「北欧神話って、成立自体は紀元前一〇〇〇年からキリスト生誕までの間あたりではないかって言われてるの。さて、彼がいる時代はいつだっけ？」

「えと、多分ですけど、紀元前一五〇〇年前後……あっ、成立より全然昔だ……」

　なんとなく神話というものは凄く古いイメージがあって、また現に存在しているのだから普通にあるもの、と深くは考えてこなかったのだが、これまた盲点であった。

「神話や童話が実際にあった史実をモチーフにしているケースはけっこうあるわ。有名所だとギリシャ神話に登場する伝説の都市トロイア。日本だと、桃太郎なんかも源流を辿たどれば大和政権の吉備津国平定が下敷きになってたりするの」

「えっ、そ、そうなんですか!?」

　桃太郎にまさかそんな由来があったとは驚きである。

　勇斗が中一の頃、「江戸時代の桃太郎は爺さんと婆さんが桃食ってハッスルして生まれたんだぜー」とか言って、美月が顔を赤らめるのを楽しんでいたのは記憶に鮮明に残っているが。

「ふむ、偶然なんだろうけど、今の勇斗くんとは共通点が見られるわね。実は鬼の正体は、吉備津国の人々に鉄や造船など様々な技術を授けた渡来人だったのでは、なんて言われてるの。証拠に吉備津国――岡山県では今も鬼の王温う羅らは敬われる存在だったりするし」

「へ、へぇぇぇ、た、確かに似てま……」

　そこで、はっと気づく。鬼は、倒されたのだ。童話の中でも。史実でも。

　瞬しゆん間かん、カチカチッと歯が鳴り、恐きよう怖ふに美月はギュッと自らの身体を抱だき締しめる。

「ど、どうしたの、美月ちゃん!?」

「フェ、フェンリルやヨルムンガンドって、確か神話の最後には、殺されますよね!?」

　誰に、どのように殺されるのかまではさすがに覚えていないが、終末の刻ラグナレクの後、この二頭の怪物が、生き残っていないことは確かだ。

　慌てて、スマホの電源ボタンを入れ『スルト』で検けん索さくし――

『ギュルヴィたぶらかし』で挙げられた終末の刻ラグナレクの生存者の中には彼の名はない。

　――という記述に身体の震ふるえが増す。

「し、死んじゃう！　こ、このままじゃ勇くんが死んじゃう！　早く、早く助けないと！」

　叫さけんで、じっとしていられず立ち上がるものの、どうすればいいのか見当もつかず呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　だがそれでも恐怖だけはしっかりと襲おそってきて、ガリガリと頭を掻かきむしる。

「お、落ち着いて、美月ちゃん！」

「で、で、でも！　でもっ！」

「貴女あなた自身が言っていたことでしょ！　神話と現実の間にはズレがあるって」

「あっ……そ、そうですよね！　勇くんが死ぬって、決まったわけじゃないですよね！　うん、決まったわけじゃない。決まったわけじゃない。決まったわけじゃ……」

　自分に言い聞かせるように、美月は何度も何度もそう繰り返し続けた。

　それでも一度、心にこびりついた不安は、消えてはくれなかった。







「なんか、本当にごめんなさい。助けになるどころか、不安にさせただけっていうか」

　申し訳なさそうにそう言って、沙耶が頭を下げる。

　話し込んでいたら、外はもうとっぷりと陽ひが落ちて暗くなっていた。玄げん関かんの外灯と居間の窓から漏れる明かりだけが、うっすらと周囲を照らし出している。

「その、さ。北欧神話って口伝が基本だったせいもあって、現存する記録の大多数は一三世紀あたりまでしか遡さかのぼれないの。しっかも一一世紀あたりからキリスト教化もあってその影えい響きよう受けまくり。実際、ズレも大きかったでしょ。何が正しくて、何が正しくないかなんて、もう誰もわからないの。だからほんと、希望は捨てないで」

「はい、ありがとうございます」

「終末の刻ラグナレクには、全すべての封ふう印いん、足あし枷かせや縛いましめが消し飛び、束そく縛ばくされていた者たちが解き放たれる、ともあるわ。これは帰ってこれる、ともとれるし」

「……はい」

　言葉を深く噛かみ締しめるように、頷く。

　慰なぐさめも多分に入っているのはわかったが、嘘も言っていないことも同時にわかった。沙耶の言うとおり、希望はまだ消えてはいないと気持ちを奮い立たせる。

　不安が増したのは確かだし、今も寒さ以外の震えが身体を襲っているが、聞いて良かったとは思っている。心から。

　未来に何が起きるかわかっていたほうが、いろいろ対策は立てやすい。

　おそらく近い将来、勇斗の未来にはかつてない危機が待ち受けているのだろう。だが、それがわかっていれば勇斗なら何かしら対策を立てられるだろうし、心構えができているだけでも咄とつ嗟さの対応の精度も上がるはずだ。

「あたしのほうでもちょっと調べておくわ。結局、まだ場所も時代もわからないし」

「お願いします」

「ん。じゃあ、気をつけて帰ってね」

「はい、こんな遅おそくまでありがとうございました」

　深々と頭を下げて、美月は高尾家を後にする。

「ああ、美月。途と中ちゆうまで送るよ。ちょっと話したいし」

　瑠璃が慌てたように追いかけてくる。

　二人並んで、暗い夜道を歩く。

　田舎だけあって春秋は虫の鳴き声、夏は蛙かえるの鳴き声が響くものだが、さすがにこの時期は随ずい分ぶんと静かであった。今はかすかな鳥のさえずりだけが近くの山林から響いてくる。

「瑠璃ちゃんが自じ慢まんするだけあって、沙耶さんって凄いね。色々参考になった」

「あ、うん。でしょ」

　言って瑠璃は笑ってみせるが、その笑えみがややぎこちない。

　ずっと眠ねむっていて話は聞いていなかったようだが、二人の雰ふん囲い気きからあまり明るい話にはならなかったことは察しているようだった。

「ん？　あっ……」

　ふと、頬ほおに何か柔やわらかく冷たい感かん触しよくが走り美月が空を見上げると、暗い闇やみの中から無数の白いふわふわしたものが降り注ぐ幻げん想そう的てきな光景が、視界いっぱいに広がる。

「雪……だ……」

「ほんとだ、この調子だと今年は三年ぶりにホワイトクリスマスかな」

　隣では瑠璃も、手のひらで雪を確かめつつクスリと笑みをこぼしている。

　昔はこの辺りはかなりの積雪量があったそうだが、ここ最近は地球温暖化の影響か、めっきり雪が降ることも少なくなっていた。

「ああ、クリスマスって言えば、さっきタマちゃんからメール来てたよ」

「へぇ？」

「池田くんに告白してオッケーもらったってさ」

「ええええええっ!?」

　さすがに驚いた。

　いや、タマちゃんは友達なので、恋こいが実ったことは素す直なおに祝福したい。

　だが、池田くんが自分のことを好きだと聞いたのはつい昨日の話だったはずだ。いくら何でも心変わりが早すぎないだろうか。

　別に彼のことはなんとも思っていないというか、むしろ今の話で好感度がガタ落ちしたのだが、好きな気持ちってそんなに軽いものなの？　という疑問がどうしても湧わいて、もやっとする。

「美月に好きなひとがいることをそれとなく耳にさせて、傷心中のところにスルリと滑すべりこむ。女だわ、タマちゃん」

　一方の瑠璃は、美月とは対照的に感心しきりといった様子である。

「やっぱ恋ってのはタイミングね！」

　グッと拳を握にぎって力説する瑠璃だが、おそらく雑誌か知人からの聞きかじりの知識なのは明らかだ。

　年ねん齢れいイコール彼氏いない歴のはずだし。

　それでも、

「うん……そうだね。その通りだと思う」

　胸に手を当てて、美月は言葉を反はん芻すうするように頷く。

　中学に入る頃には、すでに美月は自分の想いをしっかりと自覚していたし、物心つく前から一いつ緒しよにいた幼おさな馴な染じみの気持ちも、なんとなく気がついていた。

　ドラマのような劇的なことはまるでなく、じんわりゆっくりと想いを温めて、自然とくっついて、そのままズルズルといつの間にか勇斗のお嫁よめさんになっている。

　そんなつまらなくも穏おだやかな未来は、運命のあの日、跡あと形かたもなく砕け散った。

　離はなれ離ばなれになり、声を聞くことしか出来ず、幼馴染以上恋こい人びと未満のまま、二人の関係は凍こおっている。

「ほんと……タイミング逃のがしちゃったらダメだね」







「メリークリスマース」

『……イヴな』

　電話口からなんとも眠たそうな声が聞こえてくる。

　現在、時刻は〇時〇〇分。日付が変わったばかりだ。もしかしなくても、眠っていたらしい。

　悪いことをしたかな、と思う一方で、今日だけは大目に見て欲しいとも思う。

　だって……

「勇くん、細かい」

『いや、そこは重要だろ』

「ふ～ん。そっか」

　どうやら相手も、ちゃんとわかってくれているらしい。電話口では何気ない口調を装よそおいつつも、美月は口元が緩ゆるむのを自覚する。

　欧米諸国はどうなのかは知らないが、ここ日本においては、クリスマスは家族で過ごす日、クリスマスイヴは恋人と過ごす日だ。

　いつもは使用時間に限りがある勇斗の邪魔にならないよう勇斗から電話をかけてくるのを待つ美月だが、今日に限っては彼女の方からかけたのはこのためだ。

　今日だけは、多少迷めい惑わくなのはわかっていても、どうしても「勇斗の一番最初に話す相手」になりたかったのだ。誰だれにも譲ゆずりたくなかったのだ。

『で、なんだよ？　まさかそれ言うためだけにこんな夜中にかけてきたんじゃねえだろうな？』

「え～っと、実は」

『おいっ！』

　少し怒おこったような、でも本当は全然怒っていない声だ。

　この微び妙みようなニュアンスも、美月には手に取るようにわかる。

『そういや、今日、っていうかもう昨日か。夜、電話つながらなかったな』

「あっ、ちょっと友達の家に行っていたから」

『……女、だよな？』

「うん、瑠璃ちゃん。彼女の従姉いとこのひとと話が盛り上がっちゃって」

『……その「いとこのひと」ってのも女、だよな？』

「格好いいひとだったよ！」

『答えになってないんだが？』

　ピーポ！　ピーポ！

　電話口から、無機質で無情な電子音が遠巻きに聞こえてくる。

『って、もう電池ねえし。くそ、夜中調べ物してたせいか。おい、とにかくその「いとこのひと」ってのが男か女かだけ教えろ！』

　必死な声が、どうしようもなく心ここ地ち好よい。

　唐突に、キュッと胸がせつなく締めつけられた。

　沙耶とあんな話をしたせいも、あるかもしれない。

　逢いたくて、仕方がなかった。

　抱き締めたい。

　抱き締められたい。

　キスしたい。

　キスして欲しい。

　想おもいがあふれて、止まらない。

　だが、それを伝えるのはどうにもはばかられた。彼かれの重荷には絶対になりたくない。

　だから、美月は液晶画面にそっと口を付けて、囁ささやくようにこう言った。

「ねえ、勇くん。『月が綺き麗れいですね』」

『ん、ああ。こっちもすげえ綺麗だよ。冬は空気も澄すんでるし。って、そんなことよりだなぁ！』

　やはり知らなかったらしい。

　少なくとも、中学までの文学少年からは程ほど遠とおい彼ならば、まず知ってるはずもないことだ。そしてこの二年半、実用的なことばかり調べていたのだから、知る機会などあろうはずもない。

　それはわかっていたけれど、わかっていたから言ったのだけれど、

「ば～か。馬ば鹿か馬鹿ばーか」

『な、なんだよ、いきなり!?』

「馬鹿は馬鹿だから馬鹿って言ったの、馬ー鹿」

『てめ、この数十秒の間にいったいどんだけ馬鹿って言いやがっ……』

　ぷつっ。つーつーつー。

　通話が切れる。

　どうやらあちらのほうの電池が切れたらしい。こちらもそれを見み越こしてはいたのだが。

「こっちはずっと心配しっぱなしなんだからね。これぐらい言わなきゃおさまらないっての……ぶぁ～～～～か！」

　最後にもう一度呟つぶやいて、勇斗との唯ゆい一いつのつながりである御神鏡を手に取る。

　ぽたぽたっと美月の瞳からこぼれ落ちた雫しずくが、鏡面で弾はじけた。ぼうっと、御神鏡が蛍ほたる火びのような淡あわい燐りん光こうを放ち始める。

　それでも錆さびて曇くもった鏡面は、彼女の顔を映さない。

　だから彼女は気づかない。

　まるで鏡に呼応するかのように、その双そう眸ぼうには鳥を象かたどったような金色の紋もん様ようがくっきりと浮かび上がっていたことを。
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INTERLUDE 4







「ほぉ、ここがイアールンヴィズか」

　町並みを眺ながめつつ、リーファは感かん嘆たんの声をあげた。

　例の『黒きもの』のお膝ひざ元もとだ。一度ぜひ訪れてみたかったのだ。

　面と向かってではなくとも、ちらりと遠目にぐらいその顔を拝んでおきたいところである。噂うわさによれば『悪評高き狼フローズヴイトニル』などとも呼ばれていると言う。年はそう自分と変わらないらしいが、きっと悪あつ鬼き羅ら刹せつのような顔をしているに違いない。

　それはさておき、今は車窓を流れる景色を堪たん能のうすることが先決だった。

「グラズヘイムとは随分と趣おもむきが違うのぉ」

　躍やく進しん著いちじるしい《狼》の族都だけあって、確かにこの街も栄えてはいるようだが、ユグドラシルでも最大の都市の一つである神都グラズヘイムの規模とは比べるべくもない。

　建物もグラズヘイムは泥どろ煉れん瓦が製のものが多かったのに対して、イアールンヴィズは木造のものが多い。人々の服装も実に簡素で飾かざり気けがなく、素そ朴ぼくなものばかりだ。

　また山間の土地だけあって空気もグラズヘイムよりかなり肌はだ寒さむく、ピンと張はり詰つめ硬こう質しつな感じがする。

　場所によってこんなにも違ちがうものなのか、とリーファは峻しゆん烈れつな感動に打ち震えていた。

　だが、なにより彼かの女じよの目を引いたのは、

「民たみの顔に、活気が満ちあふれておるな」

　という部分であった。

　グラズヘイムの人間は皆みな、どこか皮肉の陰かげを帯びていたように少女の目には見えた。

　繁はん栄えいを謳おう歌かしながら、今以上はなく、長い歴史の果てに制度は硬こう直ちよくし、既得権益層が蔓延はびこり、若者には夢も希望もない。皆、緩かん慢まんなる衰すい亡ぼうを肌はだで感じながら、どうしようもなく諦あきらめながら日々を生きている。

　だからだろうか、街全体が、暗く淀よどんでいたように思う。

　それに比べると、イアールンヴィズの民の顔には、希望があった。

　これからますます発展していく。立身出世の機会がそこら中に散らばり、今より未来はもっと素す晴ばらしいものになる、と信じて疑っていない。

　チクリと胸に小さな痛みが走り、少女は寂さびしそうにぽつりと呟く。

「ふふっ……やはり帝てい国こくなどもはや滅ほろびる運命にあるのやもしれぬ、な……」







ACT 4　空回りのふいご







　子は親に似るとよく言うが、《狼》では宗主パトリアークを筆頭に見た目と地位が一致しないことが多い。

　中でもイングリットはその最たる者と言えるだろう。

　南方の血が濃こいと思おぼしき小麦色の肌と、癖っ毛気味の赤い髪の少女である。吊つり目めがちの勝ち気そうな目は、どこか猫ねこを連想させる。

　着ている服は簡素で、ところどころに汚よごれも目立つ。

　いかにも町まち娘むすめが何かの間ま違ちがいで宮きゆう殿でんに迷い込んだといった風ふう体ていだが、イングリットは序列七位に列する押おしも押されもせぬ《狼》の大幹部である。

　それも《狼》に絶大なる富と数多くの勝利をもたらした立役者として、若頭や若頭補佐ほさと言った目上の者からさえ敬意を持って接される傑物中の傑物であった。

「おい、な～にコタツで丸まってんだよ？」

　だからというわけでもないが、この少女は父親であろうと横おう柄へいな口をきくし、それを苦笑とともに黙もく認にんされている。

　相手がまだ暗あん愚ぐでどうしようもない宗主ならともかく、現在の《狼》の宗主は歴代最高の名君であるともっぱらの評判だというのに、だ。

「いい御身分だな、てめ」

　むしろ宗主に対してが一番横柄かもしれない。

「おお、イングリットか。ほんといい出来だぜこれ。お前も入るか？」

　その肝かん心じんの宗主――勇ゆう斗とのほうも、まったく気にした風もなく軽けい妙みような口調で応じる。

　一方のイングリットは、ますますその顔を不ふ機き嫌げんそうにしかめていく。

「その様子だと、本気で忘れてるみたいだな」

「あん？　なにを？」

「ほ～う」

「あたっ！　あたた！　いきなりこめかみグリグリはないだろ!?」

「問・答・無用っ！」

「ぐあああっ！　て、てめぇ、俺おれは一応宗主だぞ！」

「ふんっ、知った事かよ」

「ちょっ、マジ痛い。マジ痛いからっ！」

「ほんと……お二人は仲がよろしゅうございますね」

　傍かたわらでは、勇斗の副官であるフェリシアが、なんとも達観した様子でずずぅっとお茶をすすっていた。

「いや、おい、フェリシア！　今のこの状じよう況きようを見てどうしてそういう感想が出てくる!?」

「そ、そうだそうだ！　フェリシアさん、目がおかしいんじゃないか!?」

「おかしい、と仰おつしやいましても……」

　フェリシアは改めて、勇斗のこめかみに両拳を当てるイングリットと、その手首を押さえ痛そうに顔をしかめる勇斗を見つめた後、クスリと笑う。

「どこからどう見ても、そのようにしか見えませんよ？」

「目ぇほんと大だい丈じよう夫ぶか、フェリシア!?」

「ええ、我ながらこの判断には自信があります」

　フェリシアは笑え顔がおできっぱりと言い切る。

　証しよう拠こに勇斗もぱっと見は嫌いやがりつつもどこか楽しげだ。知らぬは本人たちばかりで、傍はた目めには二人していがみ合いという名のじゃれあいをしているにすぎない。

　邪じや魔まするのは無ぶ粋すいというものだろう。主の本心をきっちりと汲くみ取とる、実に有能な副官の鑑かがみともいうべき判断だった。

　半年ほど前まではイングリットの勇斗に対する言動をしばしば注意していた彼女だが、最近はすっかり変わったものである。

　この辺り、元々その注意が、勇斗の威い厳げんを損そこなわないためであり、英雄王として絶大な支持を集めるまでになった今となっては、さほど気にしなくてよくなったという部分が大きい。

「～～っ！　ああもうっ。なんかシラけた。今回はこの辺で勘かん弁べんしておいてやる」

　そのなんとも生暖かい視線に耐え切れなかったらしく、早口気味にそう言って、イングリットは拳を離した。

　ようやく解放された勇斗が、こめかみを押さえつつ訊きき返かえす。

「勘弁って……だから俺が何をしたってんだよ？」

「……今日、ガラス細工を教えてくれって言ってきたの誰だったっけ？」

「えっ!?　……あっ！　あれって今日……だったっけ!?」

「だよっ！　朝からずっと待ってたってのに、お前はコタツでぬくぬくしてやがってよぉ」

「うっ、わ、わりぃ」

　ばつが悪そうに首をすくめ、勇斗は謝あやまる。

　決して今も遊んでいたわけではないのだが、約束を破ったことには変わりがない。

　それにイングリットとて、《狼おおかみ》の特務工房長として忙いそがしい身だ。その貴重な時間を割さいてもらって忘れていました、は言い訳のしようのない失態であった。

「あれ？　本日そのような予定があるなど聞いておりませんけど……」

　フェリシアが紙の束をパラパラッと捲めくりつつ、首を傾かしげる。

　途と端たん、勇斗が慌てたようにコタツから立ち上がった。今日は一段と冷え、先さき程ほどトイレに行く時などぶるぶると身体を縮こまらせてさえいたものだが、今は気にもならないようだった。

「と、とにかく！　約束していたのは本当だから。ちょ、ちょっと行ってくる。後のことは万ばん事じ任せた！　工房だし護衛は大丈夫だから！」

「え!?　あ、はい」

　コタツに入ったまま、ぽかんとした感じでフェリシアが相あい槌づちを打つ。

　それを確かく認にんして、

「んじゃ行くぞ、イングリット」

「お、おい、なんだよ!?」

　わけがわからないという風に目を瞬まばたかせるイングリットの背中をぐいぐいっと押して、勇斗はそそくさと執しつ務む室しつを後にしたのだった。







　イングリットの工房は、宮殿の外がい郭かくに増設する形で建てられている。

　工房の周りには煉れん瓦が積みの周しゆう壁へきが高く張り巡らされ、その外側にも親衛騎団ムスツペルの人間が絶えず交代で警備についている。

　入るためには宮殿内部からこれまた親衛騎団ムスツペルの精せい鋭えいが詰める屯とん所しよを二箇所も通過しなければならないという厳重な造りだ。かの『雌め狐ぎつね』クリスティーナさえ、侵しん入にゆうを諦あきらめたほどである。

　工房に入るには勇斗の印が押された許可証（粘ねん土ど板ばん）が必ひつ須すであり、持たない者は何人たりとも入ることは許されず、出る際にも入念な所持品の検査が課される。

　若頭のヨルゲンや舎しや弟てい頭フェリシアであろうと、この手続きを免まぬがれることは出来ない。

　また一度でも足を踏ふみ入いれた者は、《狼》の氏族の管理下に置かれる。

　実に厳しいが、必要不可欠な措そ置ちであった。

　なにせこの工房には、金銀財宝すら価値が霞かすむお宝が山のように眠っており、しかも次々と新たに生み落とされているのだから。

「おう、いつもご苦労さん」

「お疲つかれ」

　そんな厳戒体制を取っている場所だが、さすがに勇斗とイングリットの二人は、顔パスで出入りが可能である。

　実際に許可を出す人間と、工房の管理者なのだから、当然といえば当然だが。

「ん、なんか今日は静かだな」

　通路を歩きつつ、勇斗は小首をかしげる。

　以前来た時は、この先の工房からここまで金かな槌づちの音や掛かけ声ごえの類たぐいが響ひびいてきたものだ。

　呆あきれたようにイングリットが肩かたをすくめる。

「当たり前だ、今日はうちの工房、休みだぞ」

「あ～、そういやそうだったっけ」

　イングリットにガラスの器うつわを作りたい旨むねを伝えた際、弟で子したちの邪魔になるからと休日に教えてやると言っていたのを今いま更さらながらに思い出す。

　わざわざ休日を潰つぶして教えようとしてくれていたのに、それをすっぽかすとは我ながら酷ひどいことをしたものだと改めて反省しきりである。

「貴重な休日潰しちまって、ほんと悪かったな」

「別にいいって、もう。お前だって忙しかったんだろ」

　改めて勇斗が謝罪を口にすると、イングリットはニッと口の端を吊つり上あげて、八や重え歯ばを見せる。

　勇斗の不義理をまったく気にしていないようだった。なんともサバサバとしたものである。

「相変わらずお……姉あね御ご肌はだだなぁ」

　男前と口を滑らせかけたが、咄嗟に別の言葉にすりかえる勇斗。

　実に賢けん明めいな判断である。

　鎮ちん火かしかけているものに火種をぶちこむものではない。

「これでも今や弟子一〇〇人を抱かかえる親方だからな。でぇ？　なんだっていきなりガラス細工教えてくれなんて言ってきたんだ？」

「ああ、フェリシアやジークルーネの誕生日がそろそろだからさ。なんか手作りのものあげたいなって」

「……ほう、そんなもんのためにあたしに休日を潰させやがったのか」

　繰り返すが、鎮火しかけているものに火種をぶちこむものではない。

「なっ!?」

　見るからに表情を不機嫌にしていくイングリットに、勇斗は焦あせる。

　空気は冷たく乾かん燥そうしているはずなのに、イングリットを中心にゆらゆらと空気が揺ゆらいでいるように見えるのは目の錯さつ覚かくだろうか。

　とは言え、勇斗としても、譲れない一線が今回はあった。

「そ、そんなもんはねえだろ。二人にはいつも世話になってんだ。そりゃあお前には直接関係ないし、休日に付き合わせて悪いとは思うけどさ」

「～～っ！　……確かにあたしも言い方悪かったけどよ」

　ガシガシと頭をかきむしりつつ、イングリット。

　彼女も彼女なりになにやら釈しやく然ぜんとしないものはあるらしかったが、それでも自分の非を認めたらキチンと謝れるのが、彼女の美点であった。

「だからって、何が悲しゅうてせっかくの休みに他ほかの女への贈おくり物ものを作る手伝いをしなくちゃならないんだっての」

　とは言え、イングリットとしても譲れない一線が今回はあったのだった。







「あ、なんかこういう作業久しぶりだ」

　懐なつかしげにそうつぶやきつつ、勇斗は黒い石ころの山にスコップを突つき刺さす。

　次いで掬すくい上あげた石ころを、燃え盛る煉瓦積みの炉ろの中に放り込む。

　以前までと少しだけやり方は違うが、宗主パトリアークになる前は鉄の精せい錬れんで似たようなことを延々とやっていたものだ。

　冬だということもあるのだろうが、吹き付けてくる熱気がなんとも心地好い。

　ちなみに今使っているイングリットの第三工房は、四本の太い柱で支える四し阿あを戸板で塞ふさいだ形状となっている。この戸板は取り外し可能で、今も二面外してあり、換かん気きは完かん璧ぺきだった。

　もっとも工房の敷地周辺は城壁に囲まれているので、決して風通しが良いとまでは言えない。今は冬なのでちょうどいいが、夏場などはけっこう大変らしい。

　ダンダンダンッ！

「…………」

　勇斗の隣となりでは、イングリットがもう一つの炉の炎ほのおの色を見ながら、ふいごを踏んでいる。

　無言で。妙みように力強く。親の仇かたきのごとく。

　勇斗が熱しているのがガラスの加工に使う炉で、今、イングリットが見ているのが、ガラスの溶解炉――坩堝るつぼである。

　先程まで若い職人が番をしていたが、今はイングリットが引き継いでいる。

　良いガラスを作るには、一四〇〇度の高温で長時間溶かす必要があるため、この炉はここ半年間、たった一度しか止められていないらしい。ゆえにずっとこうして交代制で職人たちが番をしながら熱し続けているのだ。

「ああ、しっかし、我ながらなまってんなぁ。やっぱ時々は身体動かさなくちゃだめだな」

　軽い調子を作って勇斗は言う。

　実際、筋肉が悲鳴をあげているのが自分でもわかった。これは明日は間違いなく筋肉痛だろう、と。

　普ふ段だんのイングリットであれば、

「当ったりまえだろ。いつも机にかじりついてないで、たまには運動しろ。そんなんじゃそのうち病気になるぞ」

　といった感じで、口調こそきつくとも、いたわりのこもった言葉をかけてくれるものなのだが、

「…………」

　今日の彼女は不機嫌そうにふいごを踏むのみである。

　黙もく々もくと。

「あ～……」

　額から噴ふき出でる汗あせを拭いつつ、勇斗は途方に暮れたように嘆たん息そくする。

　工房に入ってからずっと、こんな調子である。

　先程までいたイングリットの弟子も、夜通しでガラス炉の番をしていただけに、あまり無理をさせるわけにもいかず帰らせていた。

　おかげでなんとも、居い心ごこ地ちが悪い。

　もしかしなくても、通路での話が原因だろう。

　ただ、いまいち何を怒っているのかがよくわからない。

　世話になっている人間にきちんと恩返しをするのは人として当然のことだと思うし、イングリット自身、そういう義理を重んじる性格だったはずだ。

　勇斗としては、ただただ困こん惑わくするしかない。

　まさにその、わからないことこそに、イングリットは一番腹を立てていたりするのだが、どうにもままならないものである。

　とは言え、このままこの空気の中で物を作るというわけにもいかなかった。

　物作りというものは、往々にして、製作者の精神状態が如実に作品に出るものである。

　こんな鬱々とした気分で作った物を、世話になっている二人に贈りたくはなかった。

「なあ、イングリット」

　意を決して、勇斗は呼びかける。

「……なんだよ」

　さすがに名指しされてまで、無視を貫く気はないらしい。イングリットはふいごを踏む足を止め、代わりにスコップを持ちながら声を返してくる。

「まあ、色々俺が悪かったんだろうけど、いい加減機嫌直してくれよ」

　お前らしくねえぞ、という言葉は飲み込む。

　二年前ならば、間違いなく口にしていただろう。そういう意味では、多少なりとも成長している勇斗である。

　特に今は、あのスコップは凶器となりえる。

「そんな舌先三寸の言い方で、どう直せってんだ」

　ガシッとスコップを黒い石の山に突き刺しつつ、イングリット。その突き刺し方が、どうにも今の彼女の機嫌を表しているようで、少々怖こわい。

　だが、これからのガラス制作が上手くいくか否いなかは、このイングリットの胸先三寸にかかっている。こんなことで挫くじけてはいられない。

「ほんと俺が悪かったからさ。頼たのむって」

「ふんっ」

　再度頭を下げるも、そっぽを向かれる。

　勇斗はめげずに回りこんで、パンッと手を合わす。

「ほんと頼むって。こんな空気、お互たがい嫌すぎるだろ。二人っきりだしなおさらさぁ」

「えっ!?」

　ぼんっ！　と突とつ如じよ顔を真っ赤にするイングリット。

　また何か地雷を踏んで怒らせたか!?　と戦々恐々とした勇斗であったが、

「ま、まあ、そ、そうだな。二人しかいないのに空気悪かったらきついよな」

　突き刺さったスコップから手を離し、もじもじとうつむきながら、イングリットも同意してくる。

　やはりそうだったか、と勇斗は得心する。

　彼女もそろそろ仲直りしたかったのだ、と。ただタイミングを逃して言い出せなかったのだ、と。

　相変わらず照れ屋なやつだなぁ、と内心ニヤニヤしている勇斗であったが、見当外れもいいところであった。

「そうだよ、そもそも二人っきりになるためにわざわざ弟子たちのいない休日にしたんじゃないか」

　イングリットはうつむいたまま、ぶつぶつと何やらつぶやき、うんうんと独り頷うなずく。

　傍で見ると少々怖い。

　だが、この手の癖は物を作る人間クリエイターにはよくあることである。

　勇斗の父親もそうだった。

　突如、何か画期的なアイディアが降ふってきてそっちに没頭するということが。こういう時は変に話しかけず、放置がお互いのためである。

　勇斗が生暖かく見守る中、イングリットの独り言は続く。

「こいつもあたしも忙しい身だ。こんな好機、作ろうたってそうそうない。これ以上時間を無む駄だにしてたまるか。うん、とりあえずこの馬鹿、あたしをどうも男扱いしてるところがあるから、まずはあたしを女だって認にん識しきさせることからだな！」

　バシッとイングリットが唐とう突とつに手のひらを拳で打つ。どうやら思考がまとまった現実に帰ってきたらしい。

「し、しかしあれだなー。あ、改めて二人っきりって言われると、て、照れるな！」

　バサバサッと顔を手で扇あおぎつつ、どこか棒読みな感じでイングリットは言う。二人っきりを多少強調して。

　対して勇斗のほうはしれっとした顔で、

「そうか？　俺はむしろ二人っきりで良かったと思うぞ」

「うえええっ!?」

　ぼぼんっ！

　ただでさえ赤かったイングリットの顔が、さらに赤くなる。

「な、なな、なんで？」

　妙に噛み噛みで、挙動不審気味にイングリットが訊いてくる。

　胸に手を当て、呼吸するのも苦しそうだった。

　それでも答えをせがむように、じぃっと熱い眼差しで、勇斗を見つめてくる。

　その尋じん常じようならざる様子に勇斗はすこしたじろぎつつも答える。

「いやだって、お前の弟子のいる前で、あんまり下手へたっぴなとこ見せられないだろ。宗主パトリアークが」

「……はいはい。わかってたよどうせそんなことだってことはさ」

「あー、あとはあれだな。お前に叱られてる格好悪いところもとても見せられないな」

「ふん、宗主パトリアーク様は体面保つのも大変だな」

　嫌いやみったらしくそう言って、イングリットはぷいっとそっぽを向く。

　止まっていた手を動かし、ガラス炉の方に黒い石をくべ出す。

「あーもうドキドキして損した。こういうやつだよどうせ。あたしのことなんてなんとも思っちゃいないんだ」

　不機嫌そうにぶつぶつ呟つぶやいているイングリットの背中に、勇斗はやはりいつもと変わらない声で何気ない口調で言う。

「でも考えてみりゃ宗主パトリアークの俺をどやしつけてくれるのなんて、もうお前だけか。ありがとな」

「ふぇっ!?　今なんて!?」

　一度すかされて諦めていただけに、完全に不意打ちだった。驚おどろきの声とともに、イングリットが慌あわてて振り返る。

　視線が、合った。

　その時のイングリットの表情は驚きつつも何かを期待した、まさしく花が咲いたようなと形容するのが相応ふさわしいほど、可か憐れんなものだった。

　勇斗は工房に来て初めて、妙に慌てたような表情を浮うかべ――

「ぐえぇっ！」

　――飛来する黒い石の雨に打ちのめされ、苦く悶もんの声を上げた。

　スコップに黒い石をすくったまま勢い良く振り返れば当然のことだった。







「っつー。青あざできてるぜ」

　腹部のさらしを解ほどき患部を確認しつつ、勇斗が痛そうに顔をしかめている。

　ユグドラシルでは貧弱な部類に入る勇斗だが、それでも毎日、散歩しているし、嗜たしなみ程度には剣けんの鍛たん錬れんも受けている。その腹筋はしっかりと割れ、引ひき締しまっていた。

「わ、悪かったな」

　ばつが悪そうに謝ってくるイングリットに、勇斗はひらひらと手を振る。

「いいっていいって。猿も木から落ちるってやつだろ」

「……猿はねえだろ。まあ、なんとなく意味はわかるけどよ」

「弘法も筆の誤りってことわざのほうが正せい鵠こくを射ているとは思うけど、こっちだと伝わらなさそうでさ」

「ふん。まあでも、顔に当たらなかったのは不幸中の幸いだったな。ジークルーネさんやフェリシアさんに殺されるところだった」

「いや、いくらあの二人だってこの程度で殺しはしねえだろ」

「だと、いいんだけどよ。あの二人の忠誠心は、お前関連だと時々怖いぐらいだし、な」

「ははっ」

　勇斗は少し引きつったような乾かわいた笑えみをこぼした後、真顔になり、

「でもまあ、俺ごときにほんと有り難いよ。だからせめて誕生日ぐらいなんか返したいなって」

「ごときなんて言うと、あの二人に失礼だぞ。あの二人の忠誠心はお前関連だと時々怖いぐらいだし、な」

　ニヤッと笑い、イングリットはあえて同じ言葉を繰り返す。

　どうやらもう、二人への贈り物を作ることにわだかまりを抱いてはいないようだった。

「ん、そうだな」

　結局なにを怒おこっていたのか、と疑問に思わなくもなかったが、寝た子を起こすこともないと判断した。

「さて、と。んー、あともう少しってところだなー」

　ガラス加工用の炉の中の炎の色を見つつ、イングリットはふいごを踏み、風を送る。

　イングリットの目は真しん剣けんそのもので、思わずドキンと勇斗の心臓が脈打った。物事に真剣に打ち込んでいる姿は、きらびやかに身を装うよりも、時に魅力的に映るものである。

　とは言え、表立ってそれを口にするのは照れくさい。

「そういやコークスの使い勝手はどうだ？」

　なので他にちょうど思いついたことを勇斗は訊く。

　先程から炉にくべていた黒い石のことで、石炭を蒸し焼きにしたものである。

　人類と石炭の関係は古く、古代ギリシャでは紀元前三一五年には鍛か冶じ屋やの燃料として使われていたことが記録に残されているし、ほぼ同時期の中国でも石炭を利用したと思しき遺跡が発見されている。

　とは言えその使用は限定的であり続け、人類の用いる燃料としては木材が近世まで主役を張り続け、石炭が大々的に利用されるのはイギリスで産業革命の起きた一八世紀まで待たねばならない。

「んー、かなりいい感じだよ。火力がかなり強いから最初は戸惑ったけどな」

「そっか。ならガラス製造の燃料はなるべくそっちに切り替えていくか。鉄の精錬もやってるし、あんまり木材にばかり頼るわけにもいかねえし、さ」

　肘置きに頬ほお杖づえをついて、ぼんやり炉を見つつ勇斗。

　ガラスの製造には、非常に大量の燃料が必要だった。

　古代から中世にかけて、ガラス工房は森に築かれ、その森の木を燃やし尽くしたら次の森に移るといった感じで、各地の森を転々としていたほどである。

　たたら吹きでも大量の木材を使用しているのだ。いくら《狼》の森林資源が豊富とは言え、これでは瞬またたく間まに消費し尽くしてしまうのが目に見えていた。

　幸い以前スルツェイ山に温泉旅行に行った折、活断層の一つに石炭層を見つけていたので早さつ速そくそれを利用することにしたのだ。イングリットにはせっかくの慰安中にまで仕事してんじゃねえよ、と呆れられたが。

「ったく、だからそういちいち宗主の仕事に結びつけるなっての。今は二人への贈り物、だろ？」

　そしてまた、今日もコツンと軽く頭をこづかれる。

　なぜかそれが、妙に心地よい。

「よし、んじゃ、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします。親方！」







「親方！　ガラス制作なのになんで紙と葦あしペンを持たされているんでしょう？」

　ガラス工房に来たにもかかわらず、執務室にいるかのように机とにらめっこの状態となった勇斗が手を上げて不満を表明する。

　しかも炉から離れているわ、戸板が外されているわで滅法寒い！

　それは文句の一つも言いたくなるというものである。

「ば～か。とりあえずどんなん作りたいか決めないと始まらねえだろ」

「あ～……」

　なんとなくこういうのを作りたい、みたいのは頭の中にはあった。

　だが、一朝一夕であっさりと作れるようになるほどガラス工芸も甘あまくはないだろう。実際、それなりに売り物になるものが作れるようになるまで天才イングリットでさえ一ヶ月、弟子たちは半年以上の月日を要したと聞いている。

　つまり、イングリットの手助けなしで思い通りのものが作れるわけがない。その引率者がどういうものを作るか知っておくのは、確かに必要そうだった。

「そこに見本も置いてある。こういうの作りたいみたいの想像して絵に描いてみろ」

「ん～、よし！」

　イメージ的なものはあったので、勇斗はすらすらと紙にイラストを描き上げていく。

　実父やイングリットほどの天てん賦ぷの才には恵めぐまれなかったが、それでもまあまあ手先は器用なほうである。かなり詳細な出来だ。

「こっちがフェリシアで、こっちがルーネのだ」

「ふむ、フェリシアさんのは一輪挿しの花瓶だな。ジークルーネさんのは……なんだこれ？　これじゃあ水がこぼれるだろう？」

　イングリットが眉まゆをひそめて難しい顔をする。

　彼女にこういう顔をさせるのを、実は勇斗はかなり気に入っている。してやったりと口の端を吊り上げ言う。

「風鈴っていうのさ。この棒の部分が風で揺れると……リンリンッて澄すんだ音を奏でるって寸法だ」

　どうにも花瓶やコップといったものを贈っても、ジークルーネのイメージに合わなかったのだ。

　風鈴を思いついた時には勇斗は思わず拳を握にぎりしめたものだ。本来は夏の風物詩ではあるのだが、この透明な音はとても彼女に似合う気がする。

　イングリットが感心した顔で頷く。

「へぇ。なるほど、面おも白しろいな。それグラズヘイムの貴族たちがこぞって買ってくれそうだ」

「って、おまえこそ、今日は商売のこと考えてんじゃねえよ」

「ちっ、うるさいなぁ。あたしはいいんだよ」

　イングリットはしかめっ面で横暴な事を言って、「あれをこーして、あーすれば、うん……」とどういうふうに作るのか考え始める。

「ん～、適当にこういうのって描いちまったけど、出来そうか？」

「ああ、問題ない。よし、炉のほうも頃合いだな。んじゃ作るとするか」







「吹きガラス製法では主にこの鉄てつ竿ざおを使う」

　水の入ったバケツの中から、太さは親指ほど、長さはエフィーリアや《爪つめ》の双ふた子ごの背と同じぐらいの鉄棒を取り出して、イングリットは勇斗に手渡してくる。

「こっちの細くなっているところが口をつけて息を吹き込むほう。こっちの真っ黒になってるところがガラスくっつけて炉に入れるほうな」

「ふむふむ」

「けっこう熱くなるからなるべく後ろのほうを持て」

「わかった」

「あとは指で絶えず回転させ続けろ」

「ん、こうか」

　親指と人差し指で、勇斗は竿さおを回転させる。

　それをイングリットは一いち瞥べつして、

「ん、そんな感じだ。じゃ、坩堝るつぼのほうに行くぞ」

　先程からコークスを入れて燃やしていた窯の上にはめ込まれた、ガラスの原料を詰めた素焼き粘土製の容器――坩堝をくいっと指さし、スタスタと先導するように近づいていく。

　鉄製の大きく真っ黒なピンセットで坩堝の蓋を開くと、丸い穴からはドロドロに溶解したガラスがオレンジ色の輝かがやきを放っているのが見えた。

「よし、じゃあその鉄竿を突っ込んで溶けたガラスを鉄竿に巻きつけろ。さっき教えた感じで回しながら、な」

「おう！」

「いい感じいい感じ……って、うん、そんなもんかな。じゃあ今度は加工炉のほうに持ってこい」

「お、おう」

　おっかなびっくりという感じで、勇斗は竿を引き抜いて、先程、自分で火を入れてコークスで熱した加工炉のほうへと持っていく。

「ほらほら、回転忘れてっぞー」

「あっ！」

　坩堝の蓋を閉め直したイングリットが注意してくる。

　どこかニヤニヤと底意地悪い笑みを浮かべながら。

　慌てて勇斗は回転を始めるのだが、重力に引かれて、すでにガラス種は綺き麗れいな球体を描かずぐんにゃりとネジ曲がってしまっている。

「お、おいこれ、もしかして失敗？」

「はははっ、ま、最初はみんなそんなもんだよ。どれ、貸してみ」

　ひょいっとイングリットは鉄竿を勇斗から奪い取り、回しながら加工炉の中に突っ込み、次いで加工炉の隣に置かれた鉄板を敷いた机の上でコロコロと器用に角度を変えながら回しては、また加工炉に、鉄板机に、と繰り返していく。

「ほれ、綺麗な丸になったろ」

「おー」

　思わず拍はく手しゆする勇斗である。

　その手並みはもはや熟練の域にあるようにさえ勇斗には見えた。実際に彼かの女じよがガラス工芸に関わっているのは半年足らずであるはずなのに、だ。

　やはりあの手は、「魔法の手」とでも言うしかない。

　日本刀の制作も、みるみるうちに勇斗から知識と技術を吸収し、すでにその腕前は勇斗を超こえてしまっていた。

　小学生の時から父の手伝いをしてきた身としては、つくづく才能の差というものを思い知らされる。

「じゃあ次はガラスに息を吹き込むぞ。そら吹け。思いっきりな」

「ふ～っ！」

「まだまだ。全然膨らんでねえぞぉ？」

「ふ～～～～っ！」

「まだまだもっともっと！」

　マジかよ!?　と内心驚きを隠せない勇斗。

　彼かれとしてはそれはもう思いっきり全力で吹き込んでいるのである。なのに確かに彼女の言うとおり、ガラス種は全く膨らんでいないのだ。

「相変わらずトロいなぁ。お前。ここでこんな失敗したやつお前が初めてだぞ」

「うぐっ」

　それはそのひとたちが天才イングリットにその才能を直に評価され弟子と認められた才人ばかりだからだ、とか内心思ったりした勇斗だが、口にすればみじめになるだけなので押し黙る。

「どれ、またちょっと貸してみ」

　再び鉄竿を奪われ、イングリットが手本とばかりに息を吹き入れる。

　さほど強く吹いたようには見えなかった。

　しかし、きっちりとガラスは膨らんでいる。

「ま、こんな感じよ」

　イングリットはそのまま加工炉にガラスを突っ込んでくるくると回しながら、得意げに八重歯やえばを見せる。

　なんとなく勇斗は面白くない。

　だが、その手際にはケチのつけようがない。

　だから――

「あのなぁ、イングリット」

「ん？」

「あんまりそういうことするなよ？」

「んん？」

「いや、それ、一応、俺おれが口つけてるしさ」

「ぶふっ！」

　ぼぼぼんっ！

　イングリットの顔が三度真っ赤に染まる。

　しかし炉のすぐそばに彼女はいたため、勇斗には炉の炎で照らされているようにしか見えない。

「お前だって一応、女なわけだしさぁ」

「一応ってなんだ、一応って！」

「友人としてやっぱ心配なんだよ」

「……友人、ね」

「俺、お前のことは本当に大事な友だちだって思ってんだよ。最高の相棒だって。だから俺は気にしないけど」

「気にしろよ」

「変な勘かん違ちがいする奴やつもでてくるかもしれないしさ」

「お前がしろよ」

「そういうことはやっぱさ、好きなやつとだけにしろな」

「だからしたのはお前だけだっての」

「さっきからなんだよ、ブツブツと。はっきり言えよ。言い返せないからってそういう態度はちょっとないんじゃないか？」

　同い年ではあるが、どこか兄的な心境で勇斗がそう注意すると、イングリットははあっとため息をつき、ちょいちょいっと人差し指でこっちにこいと合図してくる。

　ごおおおおっと炎の燃える音が響いている。もしかするとそのせいでお互い声が聞き取りにくかったのかもしれない。だとしたら勘違いで悪いことを言ったか、と思いながら勇斗は不用意に近づく。

　獲物が間合いに入るや、イングリットはすかさず耳を引っ張り叫さけぶ。

「お前ほど不器用なやつはこの工こう房ぼうには出入りしてねえからそんな心配無用だって言ったんだよ！」







「あの野郎。わかってはいたが、あたしのことを全っ然、女だと思っていやがらねえ」

　くるくるくるくると鉄竿を炉の中で回しながら、イングリットは憎にく々にくしげに吐はき捨すてる。

　勇斗は少し離れた後ろの作業椅子にぽつねんと座すわっている。あそこで鉄箸や鉄ベラを使ってガラスの形の細部を整えるのだが、初心者にそんなことができるはずもないのでちょっと体験的に触らせてやるだけである。

　とは言え、今はそんなことはどうでもよかった。

「頭では一応、あたしが女だってことぐらいはわかってるみたいだが、マジで一応っつーか、少なくとも恋愛対象としてはまるで見てやがらねえ」

　二人でガラス作りという行こう為いにすっかり夢中でまたもや失念していたが、よくよく考えれば、今回二人っきりになった目的は、繰り返すが勇斗に自分を女として意識させることだったはずだ。

「ことここに至っては、あの野郎もなまなかなことでは認識を変えねえだろう。あ、荒療治が必要だな」

　イングリットも決意を固める。

　ちょっとぐらい恥はずかしくても我慢する、と。

　そうでもしなければ、二人の関係は一歩も進みそうにない。四の五の言ってはいられなかった。

「よし、ユウト。そこに真っ黒な紙があるだろ」

　振り返ったイングリットは、くいっと顎あごでモノを指し示す。

「ああ。この何枚か重ねたやつだな」

「それを片手で持って広げてろ」

「お、なんかすっげえ濡ぬれてる」

「じゃねえと熱いだろうが」

　言って、イングリットは真っ赤に燃えるガラス種を紙の上に置く。

　右手のひらで鉄竿を転がしつつ、左手を紙を持つ勇斗の手の下に添そえる。

　ギュッと力を込め、勇斗の手を握りながらガラスの形を整えていく。

（ど、どうだっ!?）

「おおおっ！　なんか今、ちょっと火花飛んだぞ！」

（くっ！　全然気にしてやがらねえ！）

　まあ、このぐらいはイングリットも想定の範はん囲い内ないである。

　まだ小手調べといったところだ。次からが本番である。

「よし、もっかいガラス種巻きつけて、っと。ほら、ユウト。今度はお前が竿操って形整えてみろ」

「う、うぇえ!?　俺にできるのか？　なんかすげえ難しそうだったけど」

「何事も慣れだよ。お前も知ってんだろ」

「あ、ああ。そうだったな！」

　最初自信なさげな勇斗だったが、力強く頷き、ニヤッと口の端を吊つり上あげる。

　鉄の精錬、ロータリーカーン、水車小屋、そして日本刀。どれも最初はひどいものだった。勇斗とイングリットの二人は、何度も何度も試行錯誤を繰り返して、やっとまともなものが作れるようになったのだ。

　何事も最初から上手くいくものではない。だが、その最初の一歩を踏み出さねば、何事も為なせないことを、彼はよく知っているのだ。

「がんばれ、お前ならできるって」

「よぉし、やってやる！」

　意い気き揚よう々ようと勇斗は鉄竿を受け取る。

　今でこそ例の事件や宗主パトリアークなどやっているせいで深慮遠謀なところが目立つ勇斗であるが、元々根は熱い男であり、物を作るのが好きな男でもある。

　ちょっと煽あおっただけですっかり熱中していた。

「くっ、このっ！」

　とは言えやはり、熱意だけではどうにもならないものがあるのが現実というものである。

　だいたい、この工房で育ったイングリットの弟で子したちとて、あふれる熱意で寝食を忘れるほどにガラス作りに没頭し、それでも売り物を作れるようになるまで半年以上の月日を要したのだ。

　初心者の勇斗では、どれだけ集中し丁てい寧ねいにやっても、みるみるうちに形が崩れていくのは自明の理であった。

「こ、こうするんだよ」

　イングリットはギュッと勇斗の竿を握り、操ってみせる。

　背中越しに。

　イングリットの胸は決して小さくはない。

　それはもちろん、フェリシアなどとは比べるべくもないが、平均かそれ以上にはあると自負している。

　それを形が変わるぐらい、めいっぱい押しつける。

　胸部はまさに、女性の象徴ともいうべき部位である。さすがにここまでやれば勇斗も自分を女だと認識するはずとイングリットは確信とともにその顔を覗いてみた。

「こ、こうか！　うううっ！　むっずいなぁ。んっ！」

　勇斗はそれはもう真剣そのものな顔で、ただひたすらガラス細工に集中していた。

　背中の感かん触しよくなど、まったく意識の外のようだった。

　弟子としてならベタ褒めしたくなるほどの素す晴ばらしい集中力であるが、とりあえずイングリットは一発その頭を小突いておいた。

「いって！　いきなりなにしやがる!?」

　我に返った勇斗がなにやら文句を言ってくるが、完全無視である。

　熱したガラス種で焼きごてしないだけ、感謝してほしいぐらいだった。







「おっしゃー！　終わったーっ！」

　両りよう腕うでを天に衝つき出だし、伸びをするように勇斗は吼ほえる。

　フェリシアの一輪挿しの花瓶は、翡ひ翠すいを溶かした黄緑色が螺ら旋せんを描くように下から上にかけて流れ、その周囲には金の粒が散らされている。

　ジークルーネの風鈴には、コバルトを溶かした濃こい青が流れる表面に、こちらは銀色の粒が散らされている。

　別途作られた細いガラス棒には中に、空洞が作られている。二つのガラスをくっつけることで穴を作るという昔ながらのビーズ作りの方法を応用したものだ。

　散らした金も銀も、ユグドラシルでは極きわめて貴重ではあったが、やはり二人のイメージを考え奮発したのだ。してよかったと出来上がった品を見てつくづく思う。

「二つとも、なかなかに良い出来じゃね？」

「ま、作ったのはほとんどあたしだしな。当然っちゃ当然だろ」

　へっ、とそっぽを向いて嘲ちよう笑しようめいたものを吐き捨てつつ、イングリット。

　あの後も彼女なりにあの手この手で勇斗に女を意識させようと試みたのだが、その全すべてが空振りに終わったのだから、やさぐれるのも当然といえば当然だった。

「うっ、確かになぁ。これじゃあほんと、俺の作品っていうよりイングリットの作品だ」

　そんな理由なぞ露も知らない勇斗は、先さき程ほどまでの興奮から一転、ガクンと肩かたを落とす。

　そして、ムカついてはいても、本気で落ち込んだ人間を無視できないのが、なんだかんだで優やさしいイングリットである。

「馬ば鹿かっ。冗じよう談だんだ。どっちも形とか模様とか考えたのはお前だろ。息吹き込んだり、形整えようとしたり、ちゃんとお前の心がこもってるよ。大事なのはそこだろ」

「……うん、だといいな」

　二つの作品が収まった窯に眼をやりつつ、勇斗がしんみりと頷く。

　出来上がったばかりのガラス細工は、外気にそのまま晒さらしておくとそのうち割れてしまう。なので温度の低い別の窯に入れ、これからゆっくりゆっくり冷ましていくのだ。

　完成は数日後といったところか。

「ふぃー、ま、おつかれさん」

　一仕事終え伸びをするや、ついでイングリットは服の胸のあたりを掴つかみ、バッサバッサとはためかせて冷たい空気を入れる。

　普ふ段だんはこんなことはしないのだが、慣れない色仕掛けなどをやったせいで照れと羞恥で無駄に身体がほてってしまって暑くて仕方なかったのだ。

　勇斗に対する気安さもあった。

　しかし――

「イングリット！　お前なにやってんだよ!?」

「へ？」

　何かやったっけ？　と思いつつ勇斗のほうを振り返ると、彼はなにやら妙みように慌てた感じで目の辺りを手で覆っている。

　ちなみに指の隙すき間まはしっかりと空いている。

　すぐにピンとくるイングリット。

「ん～、なんだよ？　気にしないんじゃなかったのかぁ？」

　イングリットはにま～っと意地の悪げな笑みを浮かべつつ、勇斗ににじりよる。

　もちろん胸の谷間を強調する、前まえ屈かがみの姿勢で。

「だ、だからってだなぁ！」

　顔を赤らめうろたえる勇斗。

　作業中はガラスに集中しきっていた勇斗も、さすがに終わった今は他ほかに意識が向くようになったらしい。

「～～♪」

　鼻歌とともにイングリットはするりと勇斗の腕を取り、自らの腕を巻き付け、勇斗にしなだれかかる。

　当然、勇斗の腕には彼女のふくよかな胸の感触が伝わっているはずだ。

　普段のイングリットであれば、羞恥が邪じや魔まをしてとてもこんなことは出来なかっただろう。だが今は、先程までの色仕掛けの数々で感覚が麻ま痺ひしていた。

「お、おいっ!?」

「なんだよ。あたしとお前は相棒、だろ。これぐらい、いいじゃないか」

　ますます慌てふためく勇斗に、いい気味だと内心ほくそ笑みながらイングリット。

　これまで散々やっても反応せず、自分の女としての魅力に自信を失いかけていたのだ。

　せいぜい慌てふためいてもらって、自尊心を多少は回復させてもらおう。

　さて、次は何を――

「イングリットっ！」

　突とつ如じよ、勇斗が叫び、ガシッとイングリットの両りよう肩かたをつかむ。

　肩をつかむ力は、かなり強い。

（や、やばい！）

　挑発しすぎたか、とイングリットは身体をこわばらせるも……

「お前には、いつかはっきり言わなくちゃって、思ってた……」

「あっ……」

　勇斗の言葉に、身体に甘い痺しびれが疾はしり、抵抗する力が抜けていく。

　代わりに心臓が、痛いぐらいに早く脈打ち始める。

　こいつもあたしのことを……？

　やっぱり半年間ずっと、一いつ緒しよにいたから、かな。

　でもこいつには故郷に好きなひとがいたんじゃなかったっけ？

　まあ、こいつほどの器量なら女を一人に絞る必要なんて、ないよな。

　加速した思考が、ぐるぐるぐるぐるとイングリットの頭の中を一いつ瞬しゆんでかけめぐる。

　それでも、彼女の答えは決まっていた。

「な、なんだよ？」

　だから意を決して訊きく。

　勇斗はゆっくりとその唇くちびるを開き、

「お前、がさつすぎる」

「……へ？」

「さっきも俺が口付けたとこに平気で口付けるし」

「あ、えと……こくは……」

「よくよく考えたら、なんか作業中も俺に胸とかくっつけてなかったか？」

「え、うん、それはだから……」

「お前なぁっ！　もうちょっと自分が女だって意識しろよ！」

　……。

　…………。

　ごうっ！　イングリットの身体から、凄すさまじい勢いで蒸気が噴き出した。

「お前にだきゃあ……」

　ズシャッとイングリットの左足が、床ゆかに敷しき詰つめられた石材を力強く踏みしめる。

　あらん限りの力で拳こぶしは握りしめられ、腰こしは捻ひねれるだけ捻った。

　その力を魂の叫びとともに解放する。

「言われる筋合いはねええええええええええ！」

　どごおおおおおおおおおん！

　全身のバネと、腕わん力りよくと、そして《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のありったけの神力アースメギン、全てを叩たたき込こめた渾こん身しんの拳が勇斗の顎を撃ち抜く。

　勇斗の足が床から五〇エレは浮かぶ、まさに会心の一いち撃げきであった。

「ふんっ！　ガラス炉ろの当番呼んでくる！　それまで後片付けでもしてろ！」

　大の字になって床にぶっ倒れ目を回す勇斗を無視して、イングリットは大股開きで工房を去っていく。
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　怒気を噴き出しのし歩くその姿は、精鋭中の精鋭たる親衛騎団ムスツペルの衛士たちがビクッと身体を震ふるわせて、道を譲るほどの迫力だったという。

「っつ～っ！　あんなんじゃほんと嫁の貰もらい手て見つからねえぞ！」

　一方、イングリットが立ち去った工房では、勇斗もガクガクする顎を押さえつつよろよろと立ち上がっていた。

　ふと、そんな勇斗の目にあるものが留まる。

　そのバケツの中には、無造作にガラスの容器が積まれていた。どれもどこか割れたりヒビが入ったりしている。

　どうやら制作の過程で発生した失敗作の類たぐいのようだった。ガラスは粉砕して溶解すればまた再利用が可能なので、こうしてまとめられているのだろう。

　ふと、勇斗の脳のう裏りによぎるものがあった。

「ふむ、ここはやはり、俺がちっとばかし一肌脱ぬいでやるしかないようだな」







「おはよう、イングリット。今日もいい朝だな！」

　翌朝、勇斗は工房へと向かう通路でイングリットを捕まえ、ニコニコと挨あい拶さつした。

　対するイングリットは、露骨に眉をひそめ、それはそれは嫌いやそうな顔だった。

　最高に不ふ機き嫌げんそのものである。明らかに昨日のことが尾を引いているようだった。

　ぷいっとそっぽを向いて父親に挨拶さえ返さず、イングリットは勇斗の脇わきをすり抜けていく。

「おいおい、待てって」

　慌あわてて勇斗はイングリットの肩を掴むが、

「……ふんっ！」

　思いっきり払はらいのけられる。

　なかなか重症である。

　宗主パトリアークとして、これは少々よくない傾向だった。

　イングリットはこれからの《狼おおかみ》の発展に、必要不可欠な人材である。宗主パトリアークに愛想を尽かして出て行かれなどすれば、その損害は計り知れない。

「だから待てって」

　勇斗はめげずにイングリットの前に回りこむ。

　しかも狭い通路に両手両足を広げ、完全に通さぬ構えである。

　イングリットはますますその顔をしかめたが、はぁっと嘆たん息そくする。

「なんだよ？　なんか用かよ？」

「昨日、怒らせたみたいだからさ。その詫わびっつーか」

「それなら昨日のうちに受け取っただろ」

　イングリットはひらひらっと手を振ふって、じゃあもう話は終わり、と言いたげな態度を崩そうとしない。

　彼女の言うとおり、勇斗は確かに昨日のうちに謝罪をしていたが、今の彼女の態度を見る限り、許してくれていないことは明らかである。

「いや、言葉だけじゃあれだから、さ」

「ふん、物で釣ろうってかぁ？　おお、面白いじゃねえか。さぞこの天下のイングリット様をうならせてくれる逸品なんだろうなぁ？　グラズヘイムの名工ヴェルンドか、それともミズガルズの天才兄弟ブロックとエイトリの作か？」

「そんなの昨日、今日で手に入れられるかよ」

　勇斗は呆あきれたように肩をすくめる。

　どちらもユグドラシルで五本の指に入ろうかという当代の名工たちの名であった。

　とは言えおそらく、目の前の女性のほうが、そんな彼らの一段も二段も上を行っていることを勇斗は信じて疑わない。

　だから、そんな彼らの品を渡したところで、おそらくイングリットは機嫌を直してなどくれない。むしろ逆に怒りだしさえするかもしれない。

「大事なのは心……なんだろ」

　言って、勇斗はイングリットへと拳を突き出し、その眼前で開く。

　そこにあったのは、ガラスの珠たまだ。

　ただし普ふ通つうの球形ではなく、夜に見る蛍ほたる火びとでも言おうか、尻尾しつぽのようなものが付いている。

　色は透明。だが、不純物が色々混ざっているのだろう。陽光を浴びるたび、次々と色を変えていく。

「勾まが玉たまってんだ。一応、俺が作った」

　二一世紀にも残るガラスの成形技法の一つに、バーナーワークというものがある。

　ガラスは紀元前四〇〇〇年頃にはすでにその存在を知られており、その最初期段階に装飾品などに用いられていた製法だ。

　失敗作の山の中にあった棒ガラスをくすね、コタツに使っていた火ひ鉢ばちで炙あぶって溶かし、粘土で作った型に流し込んでと、夜なべして作ったのだ。

　最初期の技法だけあって、素人しろうとの勇斗でもなんとかかんとかそれなりの物を作ることが出来た。

「首からかけられるように、紐ひもも通してあるんだぜ」

　勇斗は得意げに、もう一方の手で勾玉の大きい部分に開いた穴を指さす。鉄の細い芯しんに草を巻きつけ、熱い内に差し込むことで穴を開けたのだ。

「昨日怒らせておいてまた言うのもあれだけどよ。少しは自分を装うことにも気を配れ。せっかくその、なんだ。元がいいんだからさ」

　ぷいっと勇斗もそっぽを向きつつ言う。

　さすがにこの台詞を面と向かって言うのは照れたのだ。

「ま、まあ俺なんかが作った安物じゃ飾ったって高がしれてるけどな！」

　おどけて自虐も入れておく。

　そうでもしないと顔から火が出そうなのだ。

「……ふんっ！」

　イングリットはバッと勢いよく乱暴に勾玉に手を走らせ、そこで動きを止め、ゆっくりと丁寧に、おそるおそるといった体で勾玉を握りしめる。

　そして自らの首の後ろでいそいそと紐を結び、照れた顔ではにかむ。

「ど、どうだ？」

「お、おう。似合ってるぞ。それならきっとモテる！」

　勇斗も妙な気恥ずかしさを覚えながらも、グッと親指を立てる。

　どうにもなんというか、勝手が違ちがう。

　目の前ではにかむ女の子が、自分の知っている人間じゃないみたいで戸惑ってしまう。

「別に、モテたいとか思ったことないしなぁ」

　だというのに、イングリットは艶のないことを言う。

　まったくもったいない。ここは親として、自覚を促さねばならないだろう。

「おいおいお前も年頃だろ。いつまでも物づくり一筋ってわけには……」

「いいんだよ、あたしは一途なんだ」

　勾玉をすくいつつ、イングリットが笑う。

　彼女のチャームポイントである八や重え歯ばを見せて、それはもう快活に。

「さぁて、そんじゃ今日も一日、お仕事がんばりますかぁ！」







INTERLUDE 5







「は～～～～～～～、これはなんとも心ここ地ちよいものじゃのぅ」

　リーファはなんともだらしなく相好を崩くずした。

　だが、それを指摘するべき、ファグラヴェールより付けられた従者であるエルナとスィールも同様にほわ～んと夢心地な表情を浮うかべていた。

　ここはイアールンヴィズの東部地区に最近作られた高級宿屋の一室である。その部屋の中央に据えられたコタツなるものに足を入れたら、こうなったのだ。

「いつまでもここでゴロゴロしていたいのじゃ～。ふにゃ～……っていかんいかん！　昨日も一昨日も同じようなことを言っておったのじゃ。限られた時間をこれ以上寝ねて過ごすのは骨を折ってくれたファグラヴェールにも申し訳が立たぬ」

「あっ！」

「そ、そうですね！」

　エルナとスィールも、敬愛する宗主パトリアークの名に我に返ったようだった。

　リーファも満足気にうむと頷うなずき、

「よし、では今夜は酒場とやらに行ってみようと思う」

「「いけません！」」

　一いつ顧こだにされることなく要望を却下され、なんとも不満そうに渋じゆう面めんになるリーファ。コロコロと良く表情の変わる少女である。

「なぜじゃ。酒場には自然と情報が集まると聞いたぞ。時間も限られておる。見聞を広めるのにこれほど最適な場所もあるまいて」

「それはそうですが、酒場は男たちが集う場所です。酒に酔よっ払ぱらってタガも外れやすくなっておりましょう。女三人で向かえば、荒事に巻き込まれるのは必定かと」

「そうです。物珍しさもあり、からんでくる酔客も多いかと」

「おぬしらが守れば良いだけじゃろう。一度でいいから行ってみたいのじゃっ！」

　説得してくる二人の言葉を、リーファは頑として突っぱねる。

　外に出る機会など、もう二度とないやもしれぬのだ。ここであっさりと諦めて、後で後こう悔かいを引きずるようなことはしたくなかった。

　しかし、彼女たちもリーファの安全をファグラヴェールより一任されている身である。こればっかりは聞き入れるわけにはいかないようだった。

「だめです、我らエインヘリアルといえど多勢に無勢では守りきれるか。危険すぎます」

「はい、いけません！　リーファ様はこのユグドラシルで最も神聖で尊き血統をつなぐ方。我慢してくださいませ！」

「む～～っ！　これだけ頼たのんでも駄目かえ？」

　頬ほおを膨ふくらませ唇まで尖らせて、リーファは確かく認にんするように問う。

　従者たちも無言のままこっくりと重々しく頷く。

「そうか……」

　リーファは意気消沈したようにがっくりと肩を落とし――

「《レージング》！」

　――たかと思った瞬しゆん間かん、二人の従者の胸にそれぞれ手を置き、力ある言葉を放つ。

「「なっ!?」」

　従者たちが驚おどろきの声とともに、コタツにへなへなっと突っ伏した。

　身体の自由を縛しばる秘法だった。

「くっ……油断した……っ！」

「だが、この、程度で……」

　それでもなお、エルナとスィールはガシッとコタツの縁に手をかけ、絞りだすような声とともに起き上がってくる。

「おお、さすがはファグラヴェールが付けてくれたエインヘリアルたちじゃな。肌はだに直接《レージング》を打ち込んだというのに、まだ動けるのか。なら……これでどうじゃ？　《グレイプニル》！」

「「ぐっ!?」」

　ガクンと突とつ然ぜん腕うでの力が抜ぬけ、再びコタツに突っ伏す二人。今度は起き上がることもできないようだった。

《グレイプニル》――異質な存在を囚え縛り付ける、エインヘリアル捕縛用の秘法である。

「ふぅっ、さすがに儀式なし、詠唱なしでの秘法二連発はくたびれるわ」

　ふぁさっとリーファが汗あせに濡れた前髪をかき上げる。

　瞬間、二人の顔に再度、驚きよう愕がくが疾り抜けた。

「っ！　そ、それ……は……っ！」

「まさか……っ！」

「ん？　なんじゃ、おぬしらも知っておるはずじゃろう？」

　クスクスとなんともおかしそうにリーファが笑う。

　傲ごう然ぜんと二人を見下ろすその双眸には、ぼうっと金色の紋もん章しようが浮かび上がっていた。







ACT EX　シャールヴィの受難な日々







「それでは皆みな様さま、手締めをお願い致します。よーお……」

「「「おめでとうございます!!」」」

　神儀使アレクシスの掛かけ声ごえの下、パチパチとまばらに拍はく手しゆが祭儀場に巻き起こった。

　本日は《豹ひよう》宗主パトリアークフヴェズルングと《雷いかずち》宗主ステインソールの兄弟固めの誓せい盃ばい式しきの日であった。

　両氏族とも、ユグドラシルでも指折りの強国である。本来であれば、事前にほうぼうに触ふれを出だし、人を集め、民たみにも特別に酒を振ふるまい盛大に祭りを催もよおしてもおかしくない。

　だが実際には、街の民は慶けい事じがあったことすら知らず普ふ段だんと全く変わらない日々を送り、祭儀場に集まった人間も一〇人に満たない。

　その格から鑑かんがみれば、あまりに寂さびしい限りと言うしかない式であった。

　それも仕方ないといえば仕方なかった。

　この盃さかずきは、当分は表おもて沙ざ汰たにするわけにはいかないのだから。

「これからよろしく頼たのむ、兄弟」

　式を終え、立ち上がった仮面の男――フヴェズルングは、スッとステインソールへと手を差し出した。

　ユグドラシルにおいて盃とは神聖不可侵なものである。少なくとも建前上は、互たがいが互いを認め合って初めて交かわされるものである。

　そのような場で素す顔がおを晒さらさぬなどはなはだ無礼であると言わざるをえない。事実、式に参加した《雷》の面々からは表立ってはなかったものの、裏では文句の声も少なくなかった。

　だが、そのような形式や体面などといったものは、ステインソールにとっては「細けえことはどうでもいい」で済む些さ事じに過ぎないようだった。

　彼かれにとって重要なことは唯ただ一ひとつ――

「ああ、よろしくな」

　赤髪の青年が悪戯いたずらっぽく笑いながら、ギュッとフヴェズルングの手を握にぎってくる。

「っ！」

　途と端たん、フヴェズルングの口元に浮うかんでいた笑えみが、消える。

　込められた力が、友好的というにはあまりに強すぎた。

（ふん、こいつなりの挨あい拶さつというわけか）

　五分の兄弟分と言っても、二人が会ったのは今日が初めてである。ただただ敵の敵は味方という、多分に政治的な色合いの強い盃だ。

　これから組む相手が実際にどれほどのものか、試ためしてみようというのだろう。

　虎とらの心を持つと称しようされる男らしい、実に頭の中まで筋肉なやり口だ。

　だが、フヴェズルングとしても、ユグドラシル最強と謳うたわれる男の力の程ほどを知る願ってもない機会であった。渾こん身しんの力を込めて握り返す。

　外交の場ではあるまじきことに手加減一いつ切さい抜ぬき、それこそステインソールの手を握り潰そうかという勢いであらん限りの力を振り絞ったのだが、

「ん～……この程度か？」

　ステインソールがフヴェズルングにだけ聞こえる声でつまらなさそうにつぶやく。

　はったりではなく、本気で失望しているようだった。

（チッ、やはり腕わん力りよくではまったく敵かなわんな）

　フヴェズルングの力は常人に比べればはるかに強いが、エインヘリアルとしては中の下といったところだ。

　決して強いほうではない。だがそれを補って余りある能力を、《千幻の道化師アルスイオーヴ》は持っている。

　ゆえにフヴェズルング個人としては、こんな単純な力比べに負けたところで別段気にするほどのこともないのだが、

（宗主パトリアークとして、なめられっぱなしというわけにもいかんか）

　格下と侮あなどられれば、今後の作戦行動にも支障が出かねない。

　フヴェズルングは息を吐はくとともに手に全神経を集中し、

「んん？　おおっ!?」

　突とつ然ぜん、グラリとステインソールが体勢を崩くずし、その場でたたらを踏ふむ。

「おや、どうされた、赤髪の兄弟。立ちくらみか？」

　相手を見下ろし、フヴェズルングは冷れい笑しようしてみせる。

　見上げるステインソールは、何が起こったのかわからなさげに目をしばたたかせていたが、やがてにま～っと楽しげで獰どう猛もうな笑みを浮かべたかと思うと、手を離はなしバンバンッとフヴェズルングの肩かたを叩たたき出だす。

「なかなか味な真ま似ねするじゃねえか、仮面の兄弟。以前、痩やせ狼おおかみみたいなやつから似たようなことをやられたのを思い出したぜ」

「さて、なんのことやら」

　痩せ狼みたいなやつには心当たりがあったが、フヴェズルングは肩をすくめてとぼけてみせる。

　力に力で対たい抗こうしたところで、この化物に敵うはずもない。

　かつての師であった《狼》の先代『最も強き銀狼マーナガルム』から盗んだ柳やなぎの技法。フヴェズルングはそれを応用して力の流れを器用にずらし、ステインソールの重心を崩してみせたのである。

「さて、名残なごり惜おしくはあるが、長旅で少々疲つかれが溜たまっている。今日はここらで失礼させていただこう」

　用は済んだとばかりに外がい套とうを翻ひるがえし、フヴェズルングはステインソールに背を向け、その場を後にする。

　しばし歩き、周囲に人ひと影かげがなくなったことを確かく認にんしてから、

「ふん、噂うわさには聞いていたが、正しよう真しん正しよう銘めいの化物だな。まさかこれほどとは……」

　ズキズキと痛む右手を見下ろし、忌いま々いましげに吐き捨てる。

　技を用いてなんとか一いつ矢し報むくいはしたが、所しよ詮せん、相手が油断していたからなんとかなっただけのことだ。

　握った瞬しゆん間かんに、圧あつ倒とう的てきな力の差をまざまざと感じさせられた。所詮は余興、おそらく本気の半分も出してはいなかっただろう。

　その気になれば、小細工を弄ろうする間さえ与あたえず、フヴェズルングの手を骨ごと握り潰すことができたはずだ。

　フヴェズルングとしてはまさしく、大口を開けた虎のあぎとに手を突っ込んでいるような心境だった。

　だが一方で、奇き貨かともいうべき確信も得られた。

「あやつならば、あの鬱うつ陶とうしい荷車の壁かべも容易に砕くだくことができよう」

　確かに先の戦では、秘法の力を借りることでなんとか荷車を飛とび越こえてみせたが、あの方法では数十騎が限度だ。それでは勝てない。しかも二度は通じない奇き策さくの類たぐいである。

　ゆえにこそ、まさかあの小こ僧ぞうもこの短期間で《豹》が新たな攻こう略りやく法ほうを手に入れているなどとは思ってもいまい。

　今日の盃が秘ひ密みつ裏りに行われたのも、すべてはあの小僧に妙みような対策を講じさせないためである。

「くくくっ、春が待ち遠しいわ」

　できるなら早々に攻め込んでやりたいところではあったが、《豹》も《雷》も、敗戦の傷きず痕あとは決して小さくはない。だからこの冬は、傷を癒いやしじっと力を蓄たくわえることに専念する予定だ。

　そして、万ばん全ぜんの態勢を整えて、今度こそあの忌々しい小僧の息の根を止めてやるのだ。

「今はつかの間の平へい穏おんを楽しむがいい、ユウト。ふふふ、ふははははは」







「兄弟盃を交わしたばかりの相手に喧けん嘩かを吹っかけるとか、いったい何を考えていらっしゃるんですか!?」

「だ、だから悪かったってば」

《豹》の宗主パトリアーク一行を見送った後、ビルスキルニルの宮きゆう殿でんの一室では、シャールヴィがステインソールに雷かみなりを落としていた。

　宗主パトリアークとは一家一門の総領であり、その氏族において唯ゆい一いつ絶対の存在である。

　親が黒と言えば白でも黒であり、親が命じれば、死地であろうと文句も言わず飛び込まねばならない。それが盃の誓ちかいである。

　だがことこの《雷》の氏族においては、子に説教される父親というのは、日常茶飯事だったりする。

「まったく。火のないところに煙を立てるだけならともかく、なんで火を点けてはいけないところにまで放火しようとするんです!?」

「あ～、え～っと……なんか面白そう、だから？」

「はああああああああああああああああああああああああ」

　シャールヴィの口から、それはそれは長く重い溜息が漏れる。

　次いで、自らの眉間を親指と人差指でつまみ、小さく首を振る。

　まだ二〇代半ばだというのに、彼の眉間のしわが消えないのは、多分に父親のせいによる気苦労の多さに起因することは間ま違ちがいなさそうだった。

「貴方は出会った頃と、本当に何も変わりませんね……」

　しみじみと言って、シャールヴィは過去に想おもいを馳はせる。

　一種の現実逃避であった。




　◆




　七年前。

　当時の《雷いかずち》は隣りん国ごく《蛇》と抗争状態にあり、シャールヴィは国境沿いの砦とりでの守将の任に就ついていた。

　川を挟んだ先には《蛇》側の砦があり、お互たがい決め手がなく、小競り合いと言う名の牽けん制せいを繰り返す日々が一年ほども続いていたある日、族都のほうから一人の少年が配属されてきた。

　その日のことは、今でも昨日のことのようにシャールヴィは思い出すことが出来る。

「おう、あんたがこの砦の長のシャールヴィか。俺はステインソールだ。よろしくな！」

　言うまでもないが、第一印象は最悪だった。

　シャールヴィは弱じやつ冠かん一八歳ながら、エインヘリアルならではの他に隔かく絶ぜつする武勇と、そのいかにも豪ごう快かいな体たい躯くには似合わぬ細やかな実務能力の高さから、氏族内でも評判が高く、すでに幹部の末席に名を連ねていた。

　対して当時のステインソールと言えば、将来を嘱望されてこそいたが、まだ誰だれの盃も受けていない、すなわちまだ正式な《雷》の氏族の人間と認められていない半人前に過ぎない。

「小こ僧ぞう、どうやら目上に対しての礼儀がなっていないようだな」

　そんな不遜極まりない赤髪の少年を見下ろして、シャールヴィはドスのきいた声で応じる。

　シャールヴィはユグドラシルでは類を見ないほどの大柄の筋骨隆々の巨きよ漢かんであり、対して当時のステインソールはまだ一三歳、成長期真っ盛りの少年である。まさしく大人と子供とも言うべき体格差が二人の間にはあった。

　並の神経の持ち主であったならば、この圧倒的な威圧感に震え上がっていたことだろう。

「目上？　この渡世は力こそが全てだろう？　あんたは俺より強いのか？」

　だが赤髪の少年は、何の気負いもなく、あっけらかんと問い返してくる。

　この少年が世にも珍しい二つのルーンを持つ「神童」だという評判は、シャールヴィも幾度となく耳にしていた。

　ここまで無礼千万なクソガキだったとは知らなかったが。

　なるほど、周りの大人がちやほやしすぎて、すっかり増長しきっているらしい。

「ならば試してみるか？」

　安い挑発ではあったが、シャールヴィは乗ってやることにした。

　こういう生意気なガキは、多少痛い目をみて世の中の厳しさというものを知ったほうが、将来のためである。

　なにより数百という若わかい衆しゆを預かる組長として、こんな小僧に舐なめた口を叩かれていては示しがつかない。

「おっ、ほんとか!?」

　ワクワクと好奇心に満ちた表情でステインソール。

　こういうところはなんとも子どもらしい。まだまだやんちゃさが抜け切らぬ悪ガキといったところか。

「ああ。だが、やるのはこいつでだ」

　シャールヴィはグッと握にぎり締しめめた拳をステインソールの眼前へと突きつける。

　シャールヴィはこの当時でも《雷》で三本の指に入るであろう並外れた武勇の持ち主であったし、まだ身体も未成熟な年端もいかない小僧に遅おくれを取るはずもないという確固たる自負があった。

　とは言え、世界に三人もいないと言われる双紋のエインヘリアルが相手だ。手加減できる余よ裕ゆうがあるかはわからない。

　宗主おやじから預かった大事な「氏族の宝」でもある。万が一にも殺したりしてしまうわけにはいかなかった。

　後から思えば、なんと見当違いも甚だしい事を考えていたのだと、当時の自分の馬ば鹿かさ加減に頭を抱えたくなるシャールヴィである。

　そう、まったくもって馬鹿というしかない。

　相手は人間の姿をした猛獣である。

　素手で戦おうなど無謀以外の何物でもなかったのだ。







「……はっ！」

　気が付くと、シャールヴィは土気色をした天てん井じようを見上げていた。

　しみの場所に見覚えがある。

　この砦の主、すなわちシャールヴィの居室だ。どうやら今の今まで自分は眠ねむっていたらしい。

「夢、か？　……っつ～～！」

　起き上がろうとして、背中と後頭部に激痛が走り、悶絶する。

　その痛みが、いやがうえにも気を失う前の記き憶おくを鮮せん明めいに蘇らせた。

　完膚なきまでの惨敗だった。

　野生の獣のごとき敏びん捷しよう性せいでこちらの攻こう撃げきを全すべてかわし。

　それならば、と口での挑発でなんとか力比べに持ち込んではみたが、それもあっさりと押し負け、ついには自分の半分ほどの体重もない小僧に、軽々と投げ飛ばされた。

　その先の記憶がない。

「あら、目が覚めたのです？」

　扉とびらが開き、入ってきた少女がわずかにその目を瞠みはらせた。

　緩やかなウェーブのかかった金色の髪を腰ほどにまで伸ばし、その口元には気品にあふれる微笑ほほえみが浮かぶ。

　いかにも淑しゆく女じよと言う言葉が似合う少女であるが、

「無様に負けたんですってね、兄さん。それもワタクシと同い年の子に。今、砦ではその話で持ちきりでしてよ」

　チクチクとその言葉には棘とげが生えていた。

　その穏おん和わな笑みで細められた目の奥には、冷れい徹てつな光が宿る。

「わざわざ止とどめを刺さしにきたのか、レスクヴァ？」

　げんなりとシャールヴィは顔をしかめる。

　血の繋がった実の妹ながら、シャールヴィは彼かの女じよが苦手であった。

　どうにも得体が知れぬ空恐ろしさを感じるのだ。

「嫌いやみの一つぐらい言わせてくださいな。不ふ甲が斐いない兄さんのせいで、ワタクシの計画は大幅な遅延を余儀なくされたのですから」

　ふうっと小さく嘆息する。

　その仕草ひとつとっても、やはり優ゆう雅がさが漂ただよう。だが言葉には労いたわりはなく、ただただ侮蔑が篭もっている。

　なんて性格の捻くれた嫌みな女だ、とシャールヴィは内心嘆かずにはいられない。

「俺を次代の宗主パトリアークに、だったか。そんな器うつわではないと前から言っているだろう」

　自じ嘲ちようするように、シャールヴィは肩かたをすくめる。

　この砦に篭もる五〇〇の兵士たちをまとめるだけでも四苦八苦しているのである。氏族全体を背負って立つなど荷が勝ちすぎているというのが彼の実感だった。

「兄さんは自分を過小評価しすぎですね。武勇に著いちじるしく秀で、まだ若いのに細やかな配慮が行き届き、部下からの信望も厚い。このまま順調に行けば、間違いなく後継者候補の一人にはなれたはずですのに……」

　困ったように傾かしげた首を、手で支えるレスクヴァ。

　言外に、今回の失態でそれが遠のいた、と含んでいるのがわからないほど、シャールヴィは鈍感な男ではない。

　とは言え、自分勝手な期待をかけられ、それを裏切られたと責められても、シャールヴィとしては心外以外の何物でもなかった。

「なら宗主にはお前がなればいいだろう。俺なんかに頼らずに」

「ワタクシは人から好かれるタチではございませんから」

　きっぱりと、それでいて淡たん々たんとレスクヴァは言い切る。

　自覚はあるんだな、と思わず吹き出しそうになったシャールヴィだったが、なんとか堪えた。

　しかし、レスクヴァにはバレバレだったようで、

「なんです？　これでも自分のことはよくわかってるつもりです。ワタクシは若頭か若頭補佐ほさあたりで宗主パトリアークの威を借りつつ辣腕を振るうのが相応、と」

　七年後、ステインソールの下、《雷》の若頭として行政面を一手に取り仕切っているのが他ほかならぬレスクヴァであり、この言はまさしく現実のものとなるのだが、神ならぬシャールヴィがそんなことを知るはずもなく、一笑に付した。

「ふん、一三の小こ娘むすめが随ずい分ぶんと大口を叩くものだ」

「あら、一三の小僧に手も足も出ずにこてんぱんにのされたのはどなたでしたっけ？」

「ぐっ！」

　思わず言葉に詰つまるシャールヴィ。

　最も痛いところをすかさず突ついてくるあたり、実に小賢しい妹である。

　彼女もまたシャールヴィと同じくエインヘリアルであり、《歯ぎしりするものタングニヨースト》のルーンを持っているのだが、なぜか歯ぎしりさせられるのはいつもシャールヴィのほうだった。

「まったく……いくら相手が子どもだからとてさすがに油断しすぎです」

「油断なんぞ欠片かけらもしとらんわ」

「……え？」

「あれは正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。とても俺の手には負えんよ」

　言って、シャールヴィは自嘲するように鼻を鳴らす。

　氏族内でも三本の指に入る腕前と称賛されていた自分が、一三歳の子どもにまさか手加減されても敵かなわないなど、もはや笑うしかないではないか。

「おっ！　ようやく気がついたのか！」

　噂うわさをすれば、件くだんの少年が底そこ抜ぬけに明るい声で入ってきた。

「やっぱり俺のほうが強かったな！」

　ニカッと無邪気に口の端を吊つり上あげるその様は、まさにガキ大将という言葉がよく似合った。

「というわけで自由にやらせてもらうぜ？」

「……さすがにそういうわけにはいかん」

「はあっ!?　おいおい、俺の勝ちだったろう!?」

「ああ、あの喧嘩は文句なしでお前の勝ちだ。だが、だからといってお前に好き勝手に動かれては、他の者に示しがつかん。統制が乱れ、士気も下がる。みすみすそんな状じよう況きようを招くわけにはゆかぬ。この砦にいる間は俺に従ってもらう」

　きっぱりとシャールヴィは言い切る。

　喧嘩を買っておいて、今いま更さらこんなことを言うのは不格好だと、百も承知のことだ。

　それでもシャールヴィとしては、宗主パトリアークから砦を任された以上、いつ敵が攻せめてきてもいいよう、万ばん全ぜんの状態を整えておく責任がある。

　敗北すれば、砦の守兵五〇〇はもちろん、国境沿いの村々にまで危機が及ぶ。多少の恥はじなど気にしている場合ではなかった。

　そんな真しん摯しで責任感にあふれたシャールヴィの言葉は、

「あ～……よくわかんねえけど、まあ、細けえことはどうでもいいや」

　目の前の赤髪の少年の心にはまったく届くことはなかった。

「ぜんっぜん細かいことではないんだがな……」

　がっくりと肩を落としつつシャールヴィ。彼に言わせれば、砦全体の浮沈に関わる一大事である。

　起きたばかりだというのに、疲労感が半端なかった。

「要はあれだろ？　あの《蛇》の砦を俺が落としてしまえばいいだけの話だろ？」

　窓の外に遠くたたずむ砦を、くいっと親指で指し示しつつ、ステインソールが自信満々に言う。

　子分たちからは寛容で懐の広い組長と慕したわれるシャールヴィもさすがにこの物言いにはカチンときた。

「ふざけるな。この砦にいるのは皆みな、俺の子分孫分だ！　多少腕っ節が立とうとお前のような戦場に立ったこともない素人に一兵たりとも貸す気はないからな！」

　越権行為もはなはだしかった。

　まったく族都の幹部どもは何をやっているのか、とシャールヴィの憤慨はステインソール以外にまで飛び火していた。

　確かに戦闘能力はズバ抜けてはいるが、いくらなんでも甘やかし過ぎだろう、と。

　こめかみに青筋さえ浮かべて激怒をあらわにするシャールヴィに、ステインソールはきょとんと目を丸くした後、苦く笑しようしつつ手を振ふる。

「あん？　違う違う。お前の子分なんか一人も借りねえよ。言い直すな。あんな砦、俺だけで落としてきてやるよ」

　砦を指していた親指で、今度は自分を指し示し、赤髪の少年は実に彼らしい不敵で獰どう猛もうな笑みを浮かべた。







「がつがつがつがつがつがつ」

　絨じゆう毯たんいっぱいに並べられた料理の数々が、瞬またたく間まにステインソールの胃い袋ぶくろの中へと納められていく。

　パンには多少なりとも砂じや利りが混ざっているはずなのだが、吐き出しもしない。

　この少年が持つ二つのルーンのうち、一つは《粉砕するものミヨルニル》である。砂利ごとき歯で噛み砕くことなど造作もないことのようだった。

「ふぃー、食った食った。最後はこれで締めないとな」

　牛乳がなみなみと注がれた一エレ（初代神帝テイウダンスヴォーダンの肘から中指までの長さ＝五一七・二ミリ）ほどの水差しを掴つかみ寄よせ、ぐいっと豪快にあおる。

　そのままごくごくと一気に飲み干して、ぐいっと腕で無造作に口元を拭う。

「さぁて、腹ごなしがてら行ってくるとすっかぁ！」

　ぽいっと水差しを給仕の端はした女めに放ほうり、ステインソールは立ち上がった。

「行くって、どこにだ？」

　この少年の健けん啖たんぶりに呆あつ気けに取られていたシャールヴィが、思わず問い返す。

「どこって、さっき言っただろ。《蛇》の砦を落としに行くんだよ」

「一人で、か？」

「ああ」

「どうやって？」

「それは見てのお楽しみってところだな！」

　トントンと鞘さやに収まった大剣で肩を叩たたきつつ、ステインソールは不敵に笑う。

　なんとも自信ありげである。

　たった一人で砦を落とすなど、シャールヴィには正直、絵空事としか思えない。

　だが先さき程ほど、この少年には常識は通用しないことを思い知ったばかりである。もしかすると、シャールヴィには想像もつかない奇き策さくで本当にどうにかしてしまうのではないかという期待感も拭い切れなかった。

「そうか。一人でやるといってもそれなりに準備は必要であろう。何か用立てて欲しいものはあるか？」

「ん～？　じゃあ、あんたの背と同じぐらいの丸太を一本頼む」

「丸太？　それだけでいいのか？」

「ああ、十分だ」

「わかった。しばし待て」

　シャールヴィは子分に言いつけて、すぐさま注文の品を用意させる。

　攻城用には必ひつ須すの代物である。倉庫から運んでくるだけで済んだ。

「とりあえずこれをどこに持っていけばいいんだ？」

「いや、もういいよ。あとは俺がやる」

「俺がやるって、こんなものお前一人では……」

　シャールヴィが言葉を言い終えるより早く、ステインソールは兵士たちが四人がかりで運んできた丸太をひょいっと片手で持ち上げ、肩に担ぎ上げる。

　パクパクと、シャールヴィを始め、その場にいた者たちは驚きのあまり声を発することも出来ない。

「じゃ、またな～」

　ひらひらと背中ごしに手を振るステインソールを、シャールヴィ一家はただただ呆ぼう然ぜんと見送ったのである。







　我に返るや、シャールヴィは慌あわてて妹のレスクヴァとともに城壁側の物見台に登り、ステインソールの行方を追った。

　砦の主として、しなければならない仕事は残っている。間抜けに気を失っていた分だけ遅れている。

　だが、あの規格外の少年がいったい何をやらかすつもりなのか、そしてその結果、いったい何が起きるのか、その好奇心のほうがはるかに勝った。

「どれ」

　じぃっと目を凝らして、辺りをうかがう。

　幼少時、羊飼いだったシャールヴィは、家畜を猛獣から守るため常に遠くを見つめることを強いられる生活を送ってきた。それゆえ彼の視力は《雷》の中でも飛び抜けていた。

　二一世紀においても、同じような生活を送っているアフリカのマサイ族が、三・〇～八・〇という驚異的な視力で有名である。

「むっ、いた」

　間もなくして、シャールヴィはステインソールの姿を捉とらえる。

　赤髪の少年は、ちょうどギャールプ川に差し掛かったところだった。

　アールヴヘイム地方、ヴァナヘイム地方に恵めぐみをもたらす母なるケルムトの支流の一つで、《雷》と《蛇》、二つの氏族の勢力の境目でもある。

　濡れるのもいとわず、ステインソールは川の中へと足を踏ふみ入いれていく。

「おいおい、見つけてくれと言っているようなものじゃないか」

　向こう岸には、《蛇》の見張り役の兵士たちが巡回している。砦の物もの見み櫓やぐらからも監視されているはずだ。

　丸太などを担いだ男が目立たないはずがない。

　たちまち十数人からの《蛇》兵が現れ、川半ばほどに到とう達たつしたステインソールに向けて矢の雨を浴びせかける。

　丸太を担ぎ、水流に足を取られた状態ではかわすことも防ぐことも不可能だ。

　まさしく絶体絶命に思えたのだが、

　ブゥンブゥン！

　丸太を振り回し、降りかかる矢の全てを払はらいのけてしまう。

「な、なんつー膂りよ力りよくだ……」

　開いた口が塞がらないシャールヴィである。

　大の男が四人がかりで運んできた代物を、ああも自由自在に操あやつるなどこの目で実際に見たはずなのに信じられない。

　あまりの事態に、《蛇》の兵士たちも棒立ちになる。

　そこにステインソールは丸太を思いっきり投げつけた。五人からの兵士を巻き込み、問答無用で押し潰す。

　それがダメ押しとなった。

　目の前にいるのは、見た目こそ人の姿をとってはいるが、明らかに化け物・怪かい物ぶつの類たぐいである。

《蛇》の兵士たちはある者はへなへなと腰こしを抜かし、またある者はステインソールに恐れをなして武器を捨てて逃走し始めた。

　その隙すきに、ステインソールは悠々と川を渡り切ってしまう。

「う～む、クソ生意気なガキだが、これは大した奴やつだと認めざるを得んな」

　感じ入ったようにシャールヴィが唸うなる。

　まったくもって鮮やかな、惚れ惚れするような手並みである。一度戦って、その強さのほどは身をもって味わっていたが、それでも想像のはるか上をいく強さだった。

　現在、《雷》では彼ステインソールの実兄ヴィングソールが最強との誉ほまれ高いが、この規格外の少年のほうが明らかに強い。

　これほどの戦士が、あそこまで自信満々に落とすと言い切ったのだ。きっと何か手があるのだろう、とシャールヴィは期待を強めたが、

「って、なんでまた真正面から突っ込む!?」

　ことごとく、あの赤髪の少年はシャールヴィの予想を裏切ってくれるようだった。

　前述のとおり、もはやステインソールの武勇は疑うべくもない。

　だが、これはいくらなんでも無む茶ちやがすぎるというものだ。

　確かに向こう岸の《蛇》の砦は、煉れん瓦がを高々と積み上げた堅固な周壁に守られた族都などと比べれば、規模も小さく頼りない。

　それでも砦の中には数百人からの兵士が詰めているのだ。当然というべきか、今や石垣には弓兵たちが張り付き、隙すき間まからステインソールへと矢の雨を降らし始める。

　いかに丸太を振り回そうと、あれだけの数の矢を同時に射掛けられては、さすがに防ぎきれるものではない。

　まさに絶体絶命かと思えたが、

「っ！　奴は本当に猛獣か何かか……っ!?」

　彼は腕わん力りよくだけではなく、脚力も人間離れしているようだった。

　ステインソールは右に左に俊しゆん敏びんに駆け跳ね、矢の雨のことごとくを回かい避ひしていく。

　一いつ矢しとてかすらせもしない。

　まさにその動きは雷いかずちの如し、あまりの迅はやさに弓兵たちも的を絞り切れないようだった。

　しかも、丸太を担いだままでこれだ。身軽の状態ならば、いったいどれほどの動きを見せるというのか。考えるだけで空恐ろしい。

　ついで、

　ドォォン！　オォン……オォン……

　地響きのような重低音が、やまびこのような余韻とともに響いてくる。

　ステインソールが《蛇》の砦の城門に丸太を叩きつけたのだ。

　それはいい。それはいいのだが、シャールヴィはまたもや我が目を疑う。

　視力には自信があったはずなのに、今日ほど自分の目を信じられなくなったのは生まれて初めての体験であった。

　丸太を組んで作ったいかにも物々しい城門が、たった一いち撃げきで木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っていた。

　これは同時に、砦を守る《蛇》の城兵とシャールヴィの常識が崩ほう壊かいした瞬しゆん間かんでもあった。

　確かに城壁や城門の破は壊かいには、丸太をぶつけるのが常道だ。だが打ち壊すには、本来は何十回もぶつけなければならないはずなのだ。

　だからこそ、その間、敵の攻撃を一方的に受け続けることとなり、被ひ害がいも甚大となり、城や砦を力づくで攻め落とそうとするのは下策と言われるのである。

「つくづく……非常識な奴め！」

　開いた口が塞がらないとはこのことである。

　これはもう、籠城戦の戦術を根底から覆す存在と言うしかなかった。

　七年後、《狼おおかみ》の宗主パトリアーク周す防おう勇ゆう斗とが平衡錘投石機という文明の利器を用いてようやく行ったことを、この赤髪の少年は己が腕力だけで成し遂げたのである。







「急げ、急ぐのだ！　あの小僧を失うわけにはいかん！」

　五〇〇の手勢を率い、シャールヴィは大地を疾駆していた。

　被害を被ることなく川を渡りきり、砦まであと少しというところまで辿たどり着ついていた。

　川の向こう岸の砦を落とすことは、《雷いかずち》の長年の悲願であった。そしてそれに今や手がかかっているといっても過言ではない。

　だが、シャールヴィの心に押し寄せていたのは高揚感ではなく、ただただ後こう悔かいの波だった。

「そのまま飛び込むヤツがあるか！　猪いのししか、まったく！」

　忌いま々いましげにシャールヴィは吐はき捨すてる。

　城門を破壊しただけで十分すぎるほどの戦果なのだ。一いつ旦たん引いて、シャールヴィたち本隊の到着を待てばよかろうに、あの少年の頭には、直進の二文字しか存在しないらしい。

　形式としては、あの赤髪の小僧は、シャールヴィが宗主パトリアークから預かった大事な大事な『氏族の宝』である。

　このまま死なせでもしたら、シャールヴィがこれまで築き上げてきた栄えい誉よが地に落ちかねない。

　喧嘩に負けた腹いせに一人敵地に向かわせた狭量な男と、いやがうえにも触れ回られることになるのは避けようがないからだ。地位を巡って水面下でしのぎを削っている相手もいる。真相はどうあれ、このような絶好の失態を見み逃のがすほど甘あまくはないはずだ。

　この手の裏での暗躍を得意とする実妹のレスクヴァとて、ここまでの大事を揉もみ消けすことはできないだろう。

　だが、自分の保身以上に、シャールヴィの心を占めていたのは、ここであの少年が命を失うのは《雷》にとって大いなる損失である、という想いであった。

　今はまだ若いためにやんちゃが過ぎるが、もう少し経験を経へて思慮というものを覚えれば、きっと将来、《雷》の氏族を背負う頼もしき宿将へと成長するはずだ。

「間に合ってくれよ……」

　本来であれば、間に合うはずもない。

　念のため、前もってレスクヴァに言い含めて出しゆつ撃げきの準備を整えさせておいたおかげもあって、一刻（約二時間）も経たずにここまで兵を進める事ができた。

　とは言え、いかな化け物のような強さを誇ほこるあの赤髪の少年とて、数百もの兵士に囲まれて一刻も生き延びられるとは思えない。

　思えないのだが、

「よりにもよって、なんてところにいやがる……」

　シャールヴィの口に思わず会心の笑えみが浮うかぶ。

　そこには一いつ切さい驚おどろきはなかった。

　当然だ。

　これまで散々、ハズレにハズレた彼かれの予想だが、ここにきてようやくズバリ的中したのだから。

　バサバサと風にあおられて、砦中央、最も大きな屋根の上で旗がなびいている。

　つい一刻前までは、《蛇》のそれがはためいていたはずだが、今は《雷》のものに取って代わっていた。いずこかから調達してきたらしい白い布に、人の血で《雷》の紋もん章しようが描かれている、なんとも凄絶な代物であった。

　目を凝らして砦の中に目を向けると、辺りにはおびただしい数の死体が転がり、生き残っている兵士たちも青ざめた顔でその場にへたりこみ、完全に戦意を喪失しているようだった。

「おう！　どうだ？　俺おれ一人で落とせたろ？」

　砦の前に辿り着くや、聞き覚えのある声が頭上から降ってくる。ほんの数刻前に訊きいたばかりのはずなのに、妙みようにシャールヴィは懐かしく感じた。

　見上げると、髪だけではなく、全身を赤く染め上げて、少年はなんとも生意気な笑みを浮かべていた。実に子供らしく、勝ち誇っているのは明らかだ。

　さすがに顔には汗あせの珠たまがびっしりと浮かび、吐と息いきも荒く肩で息をしている有り様だったが、それでも、血色はすこぶる良い。

　ほとんどが返り血で、どうやら大した怪け我がはしていないようだ。

「全く化け物め」

　何度目になるかわからぬ感かん嘆たんの言葉である。

　だが、その口元には苦笑が浮かぶ。この男に関しては何が起ころうと驚くほどではない、という達観の域にまで彼はすでに到達していた。




　◆




　……到達したつもりだったのだが、まだまだ甘かった。

　あの後も結局、かすり傷ひとつ負っていなかったことが判明し、「神よオイオイテユール」とさすがに呆れて天を仰いだものである。

　そう、まるで昨日のことのように思い出せるが、すでにあれからもう七年もの月日が流れているというのだから、シャールヴィは内心驚きを禁じ得ない。

　朝起きたら牛乳飲んで朝飯食って体操して出撃して、昼飯食って牛乳飲んで出撃して、晩飯食って牛乳飲んで出撃していたら、気がつけばステインソールは宗主パトリアークとなり、自分は若頭補佐ほさなんて重職に就いていた。

　ただ思い返してみると、七年の間に色々あったような気はする。

　まだ先代が宗主だった頃、《蛇》との会戦で敗北し総崩れとなった折には、絶望的な状況の中、わざわざ殿しんがりを志願した命知らずとともに迫り来る敵を撃げき退たいし見事生還した、なんてこともあった。

　北の大国《蹄ひづめ》の襲来時には、ケルムト川を渡わたってくる敵方の船に乗り込み、沈めては次の船に飛び移り、沈めては次の船に飛び移り、なんていう離れ業を魅せつけられた。
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　長年の宿敵《蛇》との最終決戦の際には、「鹿しかが降りられるところを俺が降りられないわけがない！」とか寝ねぼけたことを言い出して、絶壁の崖がけから駆け下りるなどという無茶無謀をやらかす馬鹿もいた。

　すべてステインソールのことだが。

「ふ～～～～～～～～～～～～～」

　思わず、長い長い溜息が、シャールヴィの口から漏もれる。

　どうやら自分は、とことんステインソールの無茶無謀に付き合わされる星の下に生まれ落ちてしまったらしい。

　ついでに尻拭いも、いつの間にやらだいたい彼の役目になっていた。おかげでまだ二〇代だというのに、胃痛に悩なやまされる日々である。

「ん？　なんだよ？」

　ステインソールが不審そうに眉まゆをひそめて訊いてくる。

　シャールヴィはまじまじとかつての弟にして、今は父となった青年を見つめて、悪戯いたずらっぽく笑って言う。

「いえ、昔を思い出したら、ちょっと貴方あなたを殺したくなったのですが、どうやったら殺せるのかな、と」

　なにせ敵国であるはずの《角》の族都に単身乗り込んでも、エインヘリアル七人に取り囲まれても、しまいには洪こう水ずいに飲み込まれても、「あー、死ぬかと思った」とか言いながら、けろりと生還した男である。

　正直、シャールヴィの想像力では、仕留める方法が本気で思い浮かばないのだ。

「ははっ、わりいな。いつも迷めい惑わくをかけっぱなしで」

「ご自覚があるのでしたら、もう少し俺の諫かん言げんも訊いてもらえると有り難いんですがね？」

「時々は聞いてるじゃねえか」

「ええ、本当に時々、ね」

　これまで散々世話を焼いた甲か斐いもあり、最近ではこの自由気ままな青年もシャールヴィの進言を多少は聞いてくれるようになったのは確かだ。

　あくまで多少は、だが。

　どれだけ注意を促したところで、こっちのほうが面おも白しろいとか思えば、あっさりと言いつけを破って暴れるに違ちがいないのだ、この男は。

　結局のところ、この青年の本質は、どこまでいっても『クソガキ』なのである。おそらく一生変わることはないだろう。

「まあ、そんな細けえことはどうでもいいだろ」

「ああ、そうですか」

　お決まりの台詞せりふに、やれやれとシャールヴィは肩をすくめる。

　彼の受難の日々は、まだ当分は続きそうだった。

　だが一方で、この青年と一緒にいると、どうしようもなく胸が熱くなるのもまた偽りようのない事実である。

　先の戦においては、洪水などというまさしく驚天動地の奇策にしてやられたが、同じ手は二度と通用しない。

《豹》からの贈り物により、《雷》の兵もさらに精強となった。

　次の戦いに思いを馳せ、シャールヴィは父とよく似た獰猛な笑みを浮かべる。

「ふふっ、《狼》の宗主よ。この怪物を再び退けられるものなら退けてみるがいい」







EPILOGUE 1







「ん、ちょうどいいところに。ちょっと夜の街を散歩するから付き合ってくれないか？」

　聖塔フリズスキヤールヴで美み月つきと会話を交かわした帰り道、勇ゆう斗とは《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルである少女を見かけ、そう呼びかけた。

「良い子はそろそろ寝る時間なんですが？」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだな」

　顎あごをしゃくって、城門のほうへと勇斗は歩き始める。

　その後ろをやれやれという感じにクリスティーナが付いてくる。

「ワタシとしては眠っている良い子を愛めでたいのですがね」

「そう言わず付き合えよ」

　普ふ段だんの彼からすると、少々強ごう引いんな物言いではある。

　生き真ま面じ目めさと我慢強さにおいて、子分たちから心配されるほどの勇斗であるが、そんな彼でも、気分転換でもしないとやってられない日ぐらいはある。

　今日、美月から聞かされた話は、少なからぬ衝しよう撃げきを彼に与えていた。

　自分がフェンリルであり、ヨルムンガンドであり、そしてユグドラシル全てを焼き尽くす漆黒の炎ほのおの巨きよ人じんスルトであるかもしれないなど、荒こう唐とう無む稽けいすぎてそう簡単に受け入れられるものではない。

　そもそも彼に、ユグドラシルを焼き尽くすつもりなど毛頭ない。

　だから気にしないことにしたのだが、どうにも頭にこびりついて離れてくれない。

　言われてみれば、確かに自分のたどった道筋は、まさに終末そのものなのだ。

　このままいずれ、自分はユグドラシルを破壊と絶望の刻へと導くのだろうか。

　それはつまり、二一世紀へと帰れないことを意味する。

　しかも、だ。

　美月は言葉を濁してはいたが、ユグドラシルに終末をもたらす怪物たちの末路が決して明るくないことを、勇斗は知っていた。

　つまり、未来に待っているのは、無惨な死ということになる。

「う～～、今日はほんと冷えるな」

　ぶるるっと身体を震ふるわせる。

　果たしてそれが寒さだけによるものなのかどうかは、彼にもわからなかった。

　きゃんきゃん、きゃんっ！

「ん？　おっ、ヒルドールヴじゃないか」

　愛らしく吠ほえながら、足にまとわりついてくる仔こ狼おおかみに、勇斗は破顔してその頭を撫でてあげる。

　山賊討伐に向かったジークルーネが連れ帰ってきたガルムの仔だ。今はまだそこらの子犬と変わらぬ大きさで可愛かわいらしいものだが、いずれは獅し子しや虎とらすら匹敵する巨きよ大だいな狼に育つのだという。

　一〇万年前に絶滅したというダイアウルフの成せい獣じゆうは実に三六〇キロにも及んだというが、その末裔か何かだろうか。

　二一世紀でもカナダで一〇〇キロ近い大きさの化け物狼が発見されたことがあるが、まさかそれ以上のものが普ふ通つうに棲せい息そくしているとは正直、驚きである。

《妖精の銅アールヴキプフアー》と言い、やはりユグドラシルはどこか普通ではない。

「よし、どうせだしお前も夜の散歩についてくるか」

　わんっ！

　勇斗の言葉がわかったわけでもないのだろうが、ヒルドールヴは嬉うれしそうに一吠えして、グルグルグルグルッと勇斗の周りを駆かけ回まわりながら、付いてくる。

　なんとなく、犬は喜び庭駆け回り、というフレーズが頭に思い浮かぶ勇斗だった。

「しかしお前、人懐っこいなぁ」

　少し前まで野生で育っていたとは思えないほどである。ジークルーネを始めとして、かなりの人に優やさしく可愛がられたからだろう。

　たとえ将来、獅子や虎のごとく巨大になると言っても、今は可愛いものだ。宮きゆう殿でんの人気者となるのは、まさに当然の帰結と言えた。

　二一世紀に生まれた格言、「可愛いは正義」である。

「それにしても、昼はあんだけ賑にぎわってたのに、夜はほんと静かなもんだな」

　城門を出たところで、月が照らし出す街を見み渡わたし、しみじみと勇斗は言う。

　あれだけ人が絶え間なく往来していた大通りには人っ子ひとりいない。家々からも明かりは漏れておらず、まるでゴーストタウンにでも迷い込んだと錯さつ覚かくしてしまいそうである。

「夜なんだから当たり前じゃないですか」

　クリスティーナが淡々と返す。

　この静まり返った街に、なんの感慨も抱いてはいないようだった。

「いやぁ、俺のいた国じゃ、夜でもやったら明るい街があるんだよ」

「それはまた随分と豪勢な国ですね。さすがはお父様の母国といったところでしょうか？」

「まあ、確かに世界的に見ても豊かな国だったみたいだけどな」

　そんな他愛もない雑談を繰くり返かえしつつ、二人と一匹はあてもなくぶらぶらと大通りを歩いて行く。

　やはりこういう日は、人と話すに限る、と勇斗は思う。独りでいるとどうしても悪い考えが堂々巡りしてしまう。

　それにクリスティーナとの会話は、やりとりも軽けい妙みようになり、自然と笑みがこぼれる。

　笑いは何よりの心の清涼剤だった。

「ぐあっ！」

　どかっ！　どたぁん！

　不意に、遠くから野太い男の苦く悶もんの声と何かが激しくぶつかり合うような音が夜風に乗って響いてくる。

「この先の酒場からのようです。どうしますか？」

　大通りから左手に伸びる細い路地を指さしつつ、クリスティーナ。

　酒場で喧けん嘩かが起きるのはよくあることである。

　そんなことにいちいち宗主パトリアークが首を突っ込むものでもないだろう。余計に騒ぎになるだけの可能性も高い。

　とりあえず今回は放置の方針――

「気き易やすく触れるでないわ、下郎がっ！」

「なにぃっ!?」

「まったく聞いていた以上に酷ひどいところじゃな。下品で低俗な連中しかおらん」

「ああんっ!?　何様か知らねえが調子に乗ってんじゃねえぞ、クソアマァッ！」

　――というわけにはいかないようだった。

　今響いてきたのは、明らかな女性の声だった。それもかなり年若く、気位も高そうな口調である。

　あんな態度では、収まるものも収まらない。否いや、それどころか、明らかに他ほかの酔客にまで喧嘩を売っている。

　さすがにこのまま見過ごすのは、寝覚めが悪そうだった。というかどうなったのか気になってそもそも眠れそうにない。

「ちっ、これもまあ何かの縁えんか。クリス、行くぞ」

　舌打ちするや、勇斗は声のしたほうへと駆け出した。

　ほどなくして、明るく燃え盛る松たい明まつの炎を視界に捉える。酒場の看板を掲げた店の前には、一〇人ほどの人だかりができていた。

　飛び交う声も荒く、まさに一触即発の状じよう況きようのようだった。

「待て待て！　お前ら落ち着け！」

　勇斗はとりあえず手近な人間の肩かたを掴んで声をかけるも、

「あぁん、なんだてめぇ!?」

「邪じや魔まするってんならお前からやっちまうぞ」

　振り返った男たちに、ドスの利いた声で凄まれる。

　今や万単位の兵を率いる立場にいる勇斗である。いまさらこの程度で怯ひるむものでもなかったが、相手は相当、ヒートアップしているようだった。

　さてどうしたものかと思案しかけたところで、クリスティーナが叫さけんだ。

「鎮まりなさい。ここにおわすお方をどなたと心得る!?　畏れ多くも第八代《狼》が宗主スオウユウト様にあらせられるぞ！」

「はぁぁ？　馬ば鹿か言うな！」

「宗主様がこんな真夜中に場末の酒場に来られるわけ……げぇっ!?」

「あ、あ、あああっ！」

　男たちの酒に酔った赤ら顔が、見る見るうちに青ざめていく。

《狼》の人間ならば、たとえ宗主の尊顔は知らずとも、今、松明の炎が煌こう々こうと照らし出すその漆黒の髪と瞳ひとみを見間違うはずがない。

　一気に酔いも覚めていっているようで、男たちの身体がガクガクと震え出す。それを確かく認にんし、クリスティーナが傲ごう然ぜんと言い放つ。

「宗主の御前です。一同、頭が高い。控ひかえい控えい控えおろう！」

「「「「は、ははーーーーっ！」」」」

　その場にいた全員が膝ひざを突つき、ガバーッと額を地べたに擦りつけて平へい伏ふくする。

　そこまでやらせなくていいだろ、と勇斗は思わずクリスティーナに抗こう議ぎしかけたが、一人だけ、ひざまずこうとせず、立ったまま呆然と佇たたずむ影かげがあった。

「なっ!?」

　その少女の顔を見た瞬間、勇斗の表情が強張る。

　血の色のような紅あかい瞳をした少女だった。

　そしてその髪は、今辺りに降り積もる雪のように真っ白だった。

　ユグドラシルでも非常に珍しい特とく徴ちようである。少なくとも、勇斗は今まで見たことがない。

　だが、驚いたのは別のことだった。

　少女の顔を愕がく然ぜんと見つめ、勇斗は震える声でつぶやく。

「美月……？」

　確かに目と髪の色は違う。だが、それ以外は……

　勇斗がよく知る幼おさな馴な染じみの少女と、まったく瓜うり二つだったのだ。
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EPILOGUE 2







　パチパチと囲い炉ろ裏りからは薪が爆はぜる音が響いていた。

　飾かざり窓からは寒風が吹き込んでくる。

「今日は一段と冷えるのぅ」

　窓から覗のぞく三日月を見ながら、老人はしわがれた声でぼやいた。

　その痩せ細った顔には幾重にもシワが刻まれ、耳の辺りから顎下、そして胸元近くまで伸びる見事というしかない口くち髭ひげは、全すべて真っ白に染まっていた。

　閉じられた左眼には、縦一文字に刃やいばによるものと思おぼしき痕が走る。だが、残った右眼はなお焔ほむらのような野心をたたえ燃え盛っていた。

「老骨にこの寒さはなんとも応えるわ」

　とっとと窓に木板をはめて塞ふさいでしまいたかったが、そういうわけにもいかない。

「便利なのは確かじゃが、面めん倒どうでもある」

　ごそごそと老人は懐から手のひら大ほどの鏡を取り出した。《妖精の銅アールヴキプフアー》という、一見、銅によく似た金属を磨みがいて作ったものである。

　神力アースメギンという不可思議な力を秘めており、呪歌ガルドルに秘法、エインヘリアルと言った超ちよう常じようの力は、全てこの金属あってのものだとされている。

　そして、この金属には月の光を浴びることでその神力アースメギンを増すという性質があった。差し込む月の光を浴びてぼうっと薄淡い燐りん光こうを放ち始める。

「アレクシスよ、そちらの首尾はどうなっておる？」

　老人は鏡に話しかける。

　囲炉裏の火に淡く照らされた狭い室内には、老人以外の姿はない。

　扉とびらの外には幾人かの警護を務める者がいるにはいたが、老人の声はそう大きなものではなく、とてもそこまで届くものではなかった。

　つまり、老人の語りかけに応える者などいないはずであったが、

『はっ、万ばん事じ滞り無く進んでおります』

　野太い声が、老人の頭に直接響いた。

　声の主アレクシスは、神帝テイウダンスの代理『神儀使』として、今ははるか西方のアールヴヘイム地方に赴任している。

　周囲には秘密にさせているが、《空を高く駆ける者グネーヴアル》のエインヘリアルであり、どれだけ遠方にあろうとも、こうしてこの鏡を通して意思の疎通ができるのだ。

　老人の左眼は光を失って久しいが、アレクシスの存在は彼にとってまさしくもう一つの眼であった。老人が多くの者から『高座から全てを見渡す者スキルヴイング』と畏れられている所以ゆえんでもある。

『両氏族にはこの冬の間、しっかりと準備を整えさえ、万ばん全ぜんの態勢で戦に臨ませる方針です。今度こそご老公のご期待に添そえる結果をもたらすことができるかと』

「ふむ、それは重畳」

　ほんの一年前までは《狼》など、吹けば飛ぶような弱小氏族であった。

　それがあれよあれよという間に周辺氏族を平らげ、今や大陸でも十指に入るであろう強国にまで急成長を遂げていた。実に由々しき事態である。

　そろそろどうにかしておかねば、いよいよ手に負えなくなりかねない。

《雷いかずち》の宗主ステインソールは万夫不当の豪傑であり、ユグドラシル広しと言えど、彼と肩を並べられる武勇の持ち主はまずいまい。

　対して《豹ひよう》の宗主フヴェズルングも、《狼》の宗主に負まけず劣おとらずの速度で勢力を広げた手腕は実に見事である。アレクシスの話では、兵士はその末端に至るまで馬を乗りこなし、弓の扱あつかいに長けた精せい鋭えいであると言う。

　国力的に見ても、それぞれが《狼》と互角かそれ以上のものを有している。《狼》の小こ僧ぞうがたとえ、初代神帝ヴォーダンさえ上回る空前絶後の大英傑だったとしても、この危機を乗り越えられるとは思えなかった。

　だが、老人はなお用心深く周到であった。こと重大なことに関しては念には念を押おしておくことを忘れない。

「例の件のほうはどうなっておる？」

『先さき程ほど、万事と申した通りでございます。彼女も快く了りよう解かいしてくださいました』

「そうかそうか。相変わらず仕事が早いのぅ」

　満足気に老人は言って、その豊かな顎髭を撫で整える。

　もはや憂うべきものは何一つない。

　間ま違ちがいなく、黒きものはこの世からいなくなるだろう。

　思わず老人の口から、くぐもった笑い声がこぼれ落ちた。

「くっくくく、我わが悲願の成就のためには、まだ帝てい国こくに滅びてもらうわけにはゆかんのじゃよ。邪魔者には早々にご退場していただかなくては、なぁ？」




to be continued







あとがき







勇斗「百錬の覇王と聖約の戦乙女五巻、出陣！」

スカーヴィズ「御館様。ドラマＣＤなるものも同時に出陣するとのことです」

フェリシア「初回限定盤には、わたくしと一緒に眠れるＣＤが」

ジークルーネ「公式通販限定版には、わたしと一緒に眠れるＣＤが付いてくるそうです」

イングリット「二人だけなんて差別だ！　あ、あたしだって《狼》が誇るエインヘリアルの一人で、勇斗の片腕のはずだろ!?」

美月『あ、あたしだってそれ言ったら』

クリスティーナ「まあまあ、ワタシたちなんて今回敵役なんですから、お二人なんてまだいいじゃありませんか」

アルベルティーナ「まだ《狼》と《爪》が争っていた頃のお話みたいだね」

勇斗「ん、まあ、というわけで」

一同「「「「「「「「同時発売のドラマＣＤも宜しくお願いいたします」」」」」」」」







　こんにちは。お久しぶりです、鷹山誠一です。

　キャラたちにも語ってもらいましたが、百錬の覇王と聖約の戦乙女のドラマＣＤが本巻と同時発売しております。

　本編では触れていない《爪》との間に起きた戦いを、鷹山自ら書き下ろしました。お買い上げいただければ幸いです。

　というわけで……せっかくなので収録行ってきました。

　月並みですが、声優さんが自分のキャラに生命を吹き込んでくださることに鳥肌が立ちました。

　その時に島﨑信長さんと少しお話させていただいたのですが、声だけじゃなくて、顔から性格まで、もう爽やかなイケメンだったという非の打ち所がない好青年でした。

　その時の話をですね、愛娘（実はいたのです。まあ、あれですよ。パパ大好きとか言ってくれる可愛い娘ですよ、ええ）に訊かれたのです。

愛娘「主人公の声の人ってどんなひとだった？」

鷹山「イケメン、イケメン、全てがイケメンだった」

愛娘「そんなひとがパパだったらよかったのに」

　パパ大好き（※ただしイケメンに限る）

　こんなところにまでこの法則がああああああああああああああっ!!

　くそ、こっちだってイクメンなのにっ！

　閑話休題。紙面もなくなってきたので五巻の内容のほうにも触れていきましょう。

　個人的には美月とイングリットをいっぱい書けたのが良かったです。これまで二人とも不遇だったので。

　年少組は、この年頃になるともう子供だからって侮れないなぁ、と日々痛感したもので。

　ＡＣＴ３の高尾瑠璃嬢ですが、実は一巻でも美月との会話の中でちらっと名前だけは出ていたりします。つーか前作「オレと彼女の絶対領域」の２巻にも出てきます。

　その時はサブキャラなのになぜかイラストがあるという厚待遇でしたが、今回もなんとカラー口絵です。次シリーズ辺りではヒロインに昇格していたりするんでしょうか。いや、そんな予定ありませんけど。

　あの馬鹿に関しては、一人だけ違う世界観を生きてますね（笑）

　後は……誰か一人、今回とドラマＣＤで不遇な目に遭ってる気がしますが、まあ、気のせいということにしておきます。

　では最後に恒例の謝辞を。

　担当Ｍ氏。毎度毎度、締切ぎりぎりで申し訳ありません。で、でも、鷹山だって精一杯がんばってるんです。

　収録の前日だって予定していた飲み会キャンセルして執筆してたんです！

　そのことを告げた時の、

「そんなとこに行かしてなるものか」

　なんてつぶやきとともに拳を握りしめた姿が未だに脳裏から離れません。

　ゆきさん大先生！　今回もかっこいい可愛いイラストありがとうございます！　ようやくお逢いできましたね！

　この本を出版するに辺り、頑張ってくださった関係者各位にも感謝を。

　さいとうＰを始め、ドラマＣＤ版の発売に尽力してくださった関係者各位にも感謝を。

　そしてなによりこの本を手に取ってくださった読者様に最大限の感謝を！

　今回はいつもと少し毛色が違った巻ではありましたが、楽しんで頂けたなら幸いです。

　それではできれば年内に六巻でお会いできることを願って！

鷹山誠一
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